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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　湖のほとりに車を停とめて。

　表情一つ変えぬまま、レティシアはつぶやいた。

　しかし実際。彼女がそう思うのも無理はない。

　浜はま辺べに並んだ何チームものＴＶクルー。旧時代の冒ぼう険けん家かスタイルに身を包んだ、正体不明の連中。やたらと群れるやじ馬たち。

　あたりには、むやみに子供たちが走り回っている。

「こんなナンセンスな依い頼らい──」

　ぼやきつつ、レティシアはきびすを返して歩を進め──

「一体何を考えて引き受けたのか──」

　ちょっと目を離はなしたスキに、そこいらの子供に混じって砂遊びをはじめていたメニィのえり首ひっ摑つかみ、ずるずると車のそばまで引きずってくる。

　ここ──惑わく星せいギルガメスのノーゼズ・シティは、観光地としてそれなりのにぎわいを見せる町だった。

　透すけるような蒼あおをたたえた広大な湖、ブルーアイズ・レイク。

　かがやく太陽、きらめく湖面。

　涼すずやかな風、緑なす森。

　たしかに、自由な休きゆう暇かを過ごすには、悪くない場所だろう。

　しかし滞たい在ざい理由が仕事──しかもその内容が、妙みようにうさんくさいものだとなれば、心ここ地ち良よさげな景観は、かえって怒いかりすら誘さそう。

　……ふ……

　レティシアは、ゆううつなため息とともに、浜辺に並んだＴＶクルーたちに、好意的とは言えない視線をちらりと送り、

「……つまりは、あの連中と同レベルの仕事、ってことね──」

　つぶやいて足を運び、いつの間にか、子供に混じってスイカ割りをはじめていたメニィをふたたび引きずり戻もどす。

「そもそも、一体どこから手をつけたもんだか……

　……オーソドックスなところからすると……警察署……か……」

　つぶやいて──

　びすっ！

　またまた離れようとしていたメニィの後頭部にチョップを入れる。

「遊んでないで行くわよ。脳天幼児。

　なにしろあたしたちは大急ぎで『湖の怪かい生せい物ぶつ』を探さなくちゃあいけないんだから」

　自じ嘲ちよう──というよりヤケクソ気味にそう言って、レティシアは、メニィを車の中にほうり込んだ。




　惑わく星せいギルガメス、ノーゼズ・シティ。

　ブルーアイズ・レイクと呼ばれる湖に、謎なぞの生物が出現する。

　そんな噂うわさが話題になったのは、今からひと月ほど前のことだった。

　地元では、もっと以前から噂はあり、ギルガメスの恐きよう竜りゆうを意味する『ギルガザラス』などというチープな名で呼ばれていた。

　それが大きく取り上げられることになった理由は一つ。

　死者が出たのだ。観光客に。

　警察は、ボートのプロペラに巻き込まれた、と正式発表。

　しかしＴＶのインタビューに、現地漁師の一人が、『あれはギルガザラスの仕業だ』などと口走り──

　ＴＶ局が面おも白しろ半分で特集を組み、それなりの視し聴ちよう率りつなど取ってしまったそのせいで。

　マイナーだった観光地は、一いち躍やくその名が知れまくり、未ア確ン認ノ生ウ物ン目当ての連中が、大量に押おし寄せることになったのだ。

　──未ア確ン認ノ生ウ物ン──

　地球でそんな話をすれば、鼻で笑われるかもしれないが、入植先の惑星で、となれば、少し話は違ちがって来る。

　人類が、光の速度を超こえてから百年程度。

　さまざまな惑星に進出し、そこを新たなる故郷と定めた──のは、いいのだが──

　入植しやすい惑星、というのは、言うまでもなく、環境が地球に近い惑星である。

　大気成分や重力、恒こう星せいからの距きよ離り、エトセトラエトセトラ。

　条件が違えば、大規模な改造を行わないかぎり、人が住むのは不可能。

　つまり、現在植民がなされているのは、ほとんど改造の必要がなかった惑星ばかりなのである。

　だが当然。

『環境が地球に似ている』ということは、すなわちその惑星に、先住生物がいる、ということでもあった。

　もちろんそうなると、入植に抗こう議ぎする声は上がった。

　安全性の問題はむろんのこと、人類の入植は、その惑星の進化への介かい入にゆうとなる。

　しかし当時。

　そんな議論など一いつ蹴しゆうするほど、人類の人口事情は悪化しまくっていた。

　安全性の問題は、『調査をすればいい』のひとこと。

　先住生物への擁よう護ご論ろんも、『じゃあ入植以外の方法で、地球圏けんにいる四十億人の難民と飢き餓が民みん、あんたが責任持ってなんとかしてみろ』とやり返されれば、口を閉ざすより他はなかった。

　結局、惑星や先住生物に対する一通りの調査が終わるやいなや、なしくずしに入植がはじまってしまったのである。

　そしてもちろん、言うまでもなく。

　この『一通りの調査』という奴やつが、ひたすらいいかげんなシロモノだったのである。これがまた。

　未知の病気の発生や、現地の生態系破は壊かい、などという事態は、入植初期にはそれこそザラにあった。

　最近はようやく状じよう況きようも落ち着き、そういうこともあまりなくなったが──

　しかしそれでも時々、未発見の生物が確認されたりすることはある。

　つまり、今この惑星──ギルガメスで起こっている事件に、未ア確ン認ノ生ウ物ンが関かかわっている可能性は、決してゼロではないのだ。

　もちろん、何かの見み間ま違ちがい、単なる噂うわさなのかもしれないが。

　ともあれ、一体何を考えているのかは知らないが、会社──シェリフスターは、その調査依い頼らいを引き受けて──レティシアとメニィの二人が、それを担当することとなったのだった。




　最初に二人が訪れたのは、この町の警察署だった。

　──正直言ってレティシアは、未ア確ン認ノ生ウ物ンとやらの存在が、どうしても信じられなかった。

　それの写真、と称しようするものを、資料で何枚か見たが、水面にコブらしいものがいくつか連なって浮ういている、という、いかにもうさんくさいシロモノだった。

　何より第一『ギルガザラス』などという、昔の怪かい獣じゆう映画みたいなネーミングがどうしようもなくいかがわしい。

　彼女は、問題の死亡事件を単なる事故と証明して、『怪生物などいなかった』という結論にまとめ上げ、とっとと仕事を切り上げるつもりだった。

　それには当然、事件資料の洗いなおしが必要である。

　とはいえ──

　むろんいきなり警察署を訪れて、『事件の資料を見せてくれ』などと言ったところで、聞き入れてもらえるはずもない。

　そこで。

「えっと。

　生物学の研究をしてます。

　メニィ＝マリオンっていいます」

　対応に出た警官に、生物学者の身分証を提示したのは、レティシアではなくメニィの方だった。

　とある有名大学が正式発行したものなのだが──その大学も、シェリフスターの親会社、クロフト傘さん下かの大学である。

　レティシアの目から見れば、果てしなく偽ぎ造ぞうに近いシロモノだったが、公的にまぎれもない本物である。

　どうせほとんど偽造なら、自分の名前で発行してくれた方が、多少は説得力もあるだろうに、とレティシアは思うのだが。

「…………………………」

　対応に出た警官も、しばし無言でかたまったまま、無意味な笑顔を浮うかべるメニィと、身分証とを見比べて、

「……それで……？」

　ようやく声をしぼり出す。

「えっと。

　ほら。前、事件あったでしょ。

　あれ、ミカクニンセイブツのしわざじゃないかな、って思うの」

「……ああ……そうなんだ……」

　身分証と当人とのギャップにとまどって、どこか虚うつろな口調で対応する警官。

　なにしろメニィは、見た目はせいぜい十五、六。言動の方は二、三歳。

　これで生物学者だ、などと言われても、納得できるはずもない。

「──失礼。つまり、です」

　さすがにこれ以上任せておくわけにもいかず、レティシアが横から口をはさむ。

「公式見解では船せん舶ぱく事故、と発表されているのは承知していますが、我々生物学に関かかわっている者としては、あれが未確認生命体によるものだという見解もどうしても捨てきれないのです。

　よって、調査のため、事件資料の閲えつ覧らんを許可願いたいんですが」

「……あ……ああ。なるほど」

　警官は、砂さ漠ばくでオアシスを見つけた旅人のような表情であいづちを打ち、

「……ところで、貴方あなたは？」

「助手～♪」

　妙みようにうれしそうに言うメニィ。

　ほんのちょっぴり殺意が湧わいたが、レティシアはなんとかそれを無視して、

「つまりは、そういうことです」

「なるほど。そちらの事情はわかりました。

　……しかしねぇ……

　ご存知とは思いますが、事件資料は、ちゃんとした理由がない限りは見せられないことになってるんですよ。

　──まずお聞きしたいんですが、そもそもなんで、あの事件が……ミカクニンセイブツ、ですか？

　それの仕業だと思われるんです？」

「──」

　問われてレティシアはことばに詰つまる。

　彼女自身も信じていないことを、説明しろ、と言われても、それは無理な話である。

　ましてメニィでは──

「んとね」

　そのメニィが口を開いた。

　ここで妙みようなことでも口走られては台無しである。チョップでも入れて黙だまらせたいところだったが、まさか人前ではそうもいかない。

　しかしメニィは、レティシアの内心の危き惧ぐなどどこ吹ふく風で、

「ブルーアイズ・レイクの生態調査レポートだと、食物連れん鎖さのいちばん上なのがギルガイルカ、ってことになってるの。
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　でも、ギルガイルカって繁はん殖しよく力が強くて寿じゆ命みようも長いのに、数はあんまり多くないんだよ。

　これ、変。

　でね、ギルガイルカをとって食べてる、未確認の生き物がいるんじゃないか、って思うの」

「…………………………」

「…………………………」

　いきなりマトモなことを言われて、硬こう直ちよくする警官とレティシア。

「それでね、ギルガイルカって哺ほ乳にゆう類るいなんだよ。

　だから、見た目は鮭さけに似てるけどイルカって名前がついてるの。

　でも最近、いろいろあってすごく数が減ってきてるの。

　でね、もしそのイルカをとって食べてる生き物がいたら、おなかがすいたけどイルカがいないんで、ヒトを狙ねらったんじゃないか、って思うの」

「……い……いや……

　けどあれは、あくまでも事故、ということで結論が──」

「──あれ？」

　焦あせる警官のことばを遮さえぎったのはレティシアの声。

　警察署内の壁かべにかかったカレンダーと、自分の腕うで時計に交こう互ごに目をやり、

「今日って二十六日でしたっけ？」

「ええ。そうですけど」

　何の気なしにあいづちを打つ警官。

「六月二十六日？　八十五年の？」

「……そうですけど……それがどうしたんです？」

「いえ。ただ──」

　言ってレティシアは、その警官の目の前で、スーツの内ポケットから、録音中のレコーダーを取り出して見せる。

「これで、我々が今日、生物学的根こん拠きよを示して、警告を発したという記録は残りました。

　未確認生命体が実在し、似たような事件が再発した場合。

　もし今日資料閲えつ覧らんを拒きよ否ひし、我々の警告を無視したという事実があれば、重大な責任問題になるのでは──

　そう思っただけですから」

「ゔっ。」

　──責任問題──

『悪口ではないが、自分に向けて発せられたらヤな言葉』ベスト・テンに、まず間ま違ちがいなく入る言葉だろう。

　人間、自由と権利は主張しても、それに伴ともなう責任とゆー奴やつは、なるべくパスしたがるもんである。

　もちろんそれは、目の前の警官とて例外ではなかった。

「……少々お待ちください。上の者に聞いてきます」

　言って背を向ける警官に、レティシアは、心の中で小さくガッツポーズを取った。




「……かえって面めん倒どうなことになったわね……」

　たゆたう湖面に目をやって。

　レティシアは、ゆううつな口調でつぶやいた。

　──朝。

　湖と森から生まれ出た朝あさ霧ぎりは視界を覆おおい、とうに昇のぼった太陽も、ぼんやりとそのりんかくを示すのみ。

　早朝の浜はま辺べに佇たたむずのは、レティシアと、いまだ眠ねむたげに目をこしこししているメニィの二人だけ。

　昨日あのあと、警察署で。

　被ひ害がい者しやの遺い体たい写真を見たメニィの第一声が、『あ。嚙かまれてる』だった。

　なんでも、船のスクリューでできた傷ではなくて、大きな何かに嚙まれたような傷だとか。

　どこが一体どう違ちがうのか、レティシアにはわからなかったが。

　ともあれ、はっきりしたことが二つ。

　メニィの身分証があながちダテでもなかったこと。

　この湖に、本当に何かがいる可能性が高いということ。

　かくて警察はあっさりと、二人に湖の探索を許可したのだった。

　とはいえ、問題は、どう調査してゆくか。

　湖は広い。

　その中で、どうやってその未ア確ン認ノ生ウ物ンとやらを探せばいいのか──

　とりあえずその日は、近くのホテルに一いつ泊ぱくし、捜そう索さくの基本方針をかため、明けて今け朝さ。

　二人は今、こうして浜辺にいる。

「──何やってんだ？　あんたら」

　声は、横手から聞こえた。

　しばし遅おくれて、霧の中からにじみ出たのは、三人の男たちの姿。

　ライフ・ジャケットにハンチング帽ぼう。服だけ見れば釣つり客だが、手にしているのは竿さおではなく、黒光りするライフルと水すい中ちゆう銃じゆう。

　いずれも四十がらみで、貫かん禄ろく付けのつもりなのか、全員ヒゲを伸のばしているが、はっきり言ってむさくるしい。

　すこし先に船着き場があるが、おそらくそちらに向かっているのだろう。

「たぶん、あなたたちと同じよ」

　こともなげに言ったレティシアに、三人は顔を見合わせる。

「……てことは……

　まさか嬢じようちゃんたちも、ギルガザラスがお目当てかい？」

　一人が言って──三人同時に爆ばく笑しようする。

「やめとけやめとけ。

　どっから来たのか知らねえけど、湖は広いぞ。

　どこがどうなってるか知らなきゃあ、フナだってロクに捕つかまえられねって」

「ただの釣つりのポイント、ってぇのなら、案内してやってもいいんだが……

　目的が同じとなりゃあ、話は別だな」

　──好こう奇き心しんか金目当てで、未ア確ン認ノ生ウ物ンを捕まえようとしている地元の人間──

　レティシアは、三人をそう値ね踏ぶみした。

「よく出るの？　未ア確ン認ノ生ウ物ンは」

　かわりに無難な問いを投げかけた。

「アンノゥン？

　──ああ。ギルガザラスのことか。

　そうだな。昔はたまに、だったけど、最近は多いよな。見た、って話。

　ま、見み間ま違ちがい、ってのもあるんだろうけどよ」

　中の一人、やや小太りの赤毛が言う。

「……とか言っても、すぐに見つかる、なんて甘あまいこと考えるんじゃねえぜ。

　俺おれたちだって十年来探してるんだけど、それでも、捕まえるのはおろか、遠目に見たことが二度ほどあるだけだからな」

　──十年間もやっているのか……こんなことを──

　などと思ったりもするが、もちろん口には出さないでおく。

　地元の人間といさかいを起こしたところで、メリットは何一つない。

「それにあんたら、手ぶらでつっ立ってるけど、ちゃんと道具とか持ってんのか？」

　別の一人──貧相な風ふう貌ぼうの割に、似合わぬ立派な黒ヒゲの男が言う。心配してくれているのか、それとも馬ば鹿かにしているのか。どちらなのかは不明だが。

「道具は──今来るわ」

「来る？」

　男三人が眉まゆをひそめた、まさにその時。

　ごぅっ！

　霧きりが裂さけ、大気が揺ゆれる。

「な……なんだっ!?」

　男たちが見上げた先には、霧を透すかして空を圧する蒼あおい翼つば。さ

「……ド……竜ドラゴン……!?」

「『ワイヴァーン』よ」

　うろたえる男たちとは対照的に、レティシアは泰たい然ぜんと言った。

　吹ふき荒あれる風にその髪かみをたなびかせ。

「これが──あたしたちの『道具』よ」




　天をあおげば、たゆたう光。

　それ以外の方向には、碧あおい薄うす闇やみがひろがるばかり。

　墓はか場ばにすら似た静せい寂じやくが支配する世界──

　視界の片かた隅すみを、時々、動くものの影かげがよぎる。

　おそらく魚か流木か──

　レティシアとメニィの二人は、今、パワード・スーツに身を包み、ブルーアイズ・レイクの水中探索を開始していた。

『ワイヴァーン』は本来、地上と宇宙とを行き来するための連絡艇シヤトルである。装備課のシュミ人のせいで、水中潜せん航こう能力を持ってはいるものの、それはあくまでも『一応』のもの。

　決して、水中での快適な機動ができるようには設計されていない。
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　そもそも、あんな巨きよ大だいなもので水中をうろうろしていたら、未ア確ン認ノ生ウ物ンとやらもおびえて出てこないだろう。

　そこで二人は、『ワイヴァーン』に搭とう載さいされている二機のパワード・スーツ──『セイレーン』と『ウィンディーネ』を水中装備に換かん装そうし、調査を開始したのだった。

　水中では使えないビームやレーザー武装のかわりに、ワイヤー銛ハプーンや小型爆ばく雷らいなどが装備されており、背中には翼つばさを想おもわせる大型のウェイブフィン。

　戦せん闘とう力はかなり減少しているが、水中探査機としては、まあこんなもの、といったところか。

『……メニィ、そっちには何か反応ある？』

『んとね。とりあえず何もないよ。

　魚フア群イ探ン知ダ機ーにも、普通の魚みたいなのしか映ってないし』

　痛いほどの沈ちん黙もくの中で、のんびりとしたメニィの口調が、妙みように安あん堵どを誘さそう。

『……さすがにそうすぐに見つかるわけはないわね……』

　──いや。正直に言うならば、レティシアは未ア確ン認ノ生ウ物ンの存在に、いまだ半信半疑だった。

　メニィは『何かに嚙かまれたような』とか言っていたが、尖とがった流木とかにはさまれただけではないだろうか。

　周まわりを森や山に囲まれているだけあって、このあたりには流木が多い。湖底にも、かなりの数が沈しずんでいる。

　目もく撃げき証言にしても、腐ふ食しよくし、内部にガスが溜たまって浮うき上がった流木の誤認、という可能性はある。

　しかし一応仕事は仕事。『信じられないから調査しません』とは言えない。

　半ば無意識に、レティシアはあたりを見み渡わたして──

『ををっ!?』

　通信機から聞こえたのは、慌あわてるメニィの声。

『どうしたの!?』

　言いつつメニィの──『ウィンディーネ』の方に目をやると、ライトブルーの機体が湖面目がけて急上じよう昇しようしている。

『わかんない！　急に……！』

　メニィの向かうその先には──ゆらり、とゆらめく黒い影かげ。

『──くっ！』

　レティシアは機体を操り、急ぎ、メニィのあとを追った。




　ずばしゃっ！

『うぅうわぁぁぁぁあっ!?』

　水音に続いてわき起こったのは、男たちのむさい悲鳴だった。

「こ……こいつがっ……!?」

　中の一人があわてて銃じゆうを構えるのに──

『落ち着いて。人間よ』

　水面からパワード・スーツの頭だけを出し、外部スピーカーで呼びかけたレティシアの言葉に、男の動きが止まる。

　船の上で腰こしを抜ぬかしていたのは、今け朝さがた出会った三人の男たちだった。

　全長七、八Ｍほどの釣り船には、『ザラスハンター』などという、ヒネリも何もない船名がペイントされていた。

「……に……人間……？」

　銃を手にした貧相な黒ヒゲがつぶやく。

『今朝会ったでしょ。浜はま辺べで』

「まさか!?　あの娘むすめっ子かあんたら!?」

　と、これは別の──白しら髪がだか銀ぎん髪ぱつだかの男。

『顔を見せる、ってわけにはいかないけれどね。この状じよう況きようじゃあ』

　こちらの顔を見せるには、パワード・スーツのハッチを開くしかないが、さすがに水中でそんな真ま似ねをするわけにもいかない。

『それで──これは？』

　言ってレティシアは、しぐさで、釣り上げられた『ウィンディーネ』を指す。

　メニィ──『ウィンディーネ』は、船の後こう尾びに設置されたアームにウィンチで巻き上げられて、空中でぷらぷら揺ゆれていた。

　見れば、長さにして六十センチほどの銛もりが、『ウィンディーネ』の背中にある樹じゆ脂し製せいのフィンを、もののみごとにぶち抜ぬいていた。

　ぶら下げられたまま、じたばたしているその姿は、もがいている、というよりも、なぜか、はしゃいでいるように見えた。

「……いや……その……」

　銛を扱あつかっていたらしい赤毛が、言いにくそうにもごもごと、

「なんかよ……

　水面見てたら、でっかい影かげが見えたもんで……てっきり……こいつぁギルガザラスに違ちがいねぇ！　ってんで、銛撃うち込んだんだけどよ……

　……こっちもまさか……あんたらが、そんな格好で泳いでるとは思わねぇからよ……」

『…………』

　言われてレティシアは、こっそりと、小さなため息をついた。

　──考えてみれば──

　噂うわさのせいで、今、この湖には、いくつものＴＶ局だのなんだのが、束になって押おし寄せて来ている。

　湖がいくらだだっ広いとはいえ、調査を進めるその上で、そういった連中と行き会う可能性はたしかにあった。

　そして、行き会うそのたびに、似たようなトラブルが起こるのだろう。

　想像しただけでわずらわしい。

『……まあともあれ……それ、返して……』

　レティシアがメニィを指して、言いかけたその時。

「──お……おいっ!?」

　声を上げ、男たちが一歩、後あと退ずさる。

　かすかな──しかし明らかなおびえを宿したその瞳ひとみは、レティシアの方を向いていた。

　──いや！

　彼女は気がついた。

　彼らが見ているのは自分ではない。

　その先──湖の中！

　気がつくと、あたりの水の色がその濃こさを増している。

　浮うかんで来るのだ。何かが。ここに。

『──!?』

　レティシアは水中に身を沈しずめ、モニターでそちらを探る。

　昏くらい画面に映し出されたのは、大きな──

　流木。

　彼女はすぐさま湖面に顔を出し、

『ただの流木よ。ガスでも溜たまって浮いてきたんでしょ』

「──ちょっと待て！」

　その言葉に、しかし男の一人が顔色を変えた。

「浮かんで来た、って──」

　セリフも終わらぬそのうちに。

　ごんっ！

　船底をつき上げられて、船は大きくバランスを崩くずす！

『おわぁぁぁぁぁぁっ!?』

　男たちの悲鳴が上がる。

　──ちっ！

　自分の判断の甘あまさに、レティシアは内心舌打ちした。

　パワード・スーツなら、浮かんできた流木に当たった程度、なんともないが、船となると話は少し違ちがって来る。

　しかし、彼女が行動を起こすより早く。

　ごぐんっ！

　二度目の──そして、前よりもなお強きよう烈れつなつき上げ。

　船は──バランスを保てなかった。

　男たちが、ばらばらと湖面に落ちてゆく。

　銛もりの外はずれたメニイの『ウィンディーネ』が、離はなれた水面にほうり出される。

　船体が大きくかしぎ、浸しん水すいがはじまった。

　レティシアは、あわてて男たちの方に向かおうとした。

　まずは生身の方の救助が先決である。

　が。

　がぐんっ。

　刹せつ那な、視界が一転した。

　当たったのだ。何かが。右の背中から。それで機体が回転した。

　がぎゅぅっ！

　続いて、妙みような衝しよう撃げきと金属音。

　拍子に、頭部が水中へと沈しずむ。

　一いつ瞬しゆんモニターに映ったのは、昏くらい水みな底ぞこと、視界をよぎる何かの影かげ。

　あるいはこちらが動いたせいで、影が動いたように見えたのか。

　そして聞こえてきたのは──

　……ぴしゅうぅぅぅぅぅぅぅ……

　どこからか水の洩もれ入る音。

　この機体の中に。

　──まずい──

　水中用装備、と言っても、むろん内部にまで防水処理が施ほどこしてあるわけではない。

　ばちっ！

　どこかで何かがショートした。

　目の前に映し出された映像が、ゆらりっ、と大きく引きゆがむ。

　ばぢぢっ！

　ふたたび聞こえる耳みみ障ざわりな音。

　そして一瞬。

　真っ赤に染まった水と何かの影を映して。

　モニターは、完全にブラック・アウトした。




　湿しめった空気。

　宇宙船の中にいれば、一生嗅かぐこともない、濃のう厚こうな緑のにおい。

　一体、ここはどこなのか。

　湖のほとり、ということはわかっている。

　だが──

　あたりには、町はおろか道すらもなく、ただただうっそうたる森が連なるばかり。

「……参ったわね……」

　浜はま辺べにだらしなく寝ね転ころがった『セイレーン』から這はい出して。

　あたりを見回し、レティはシアは、ため息混じりにつぶやいた。

　浸しん水すいで、モニターやらセンサー類が軒のき並なみやられたらしく、中に入っていると、外部の状じよう況きようが全くわからなくなった。

　仕方なく、幸いまだ生きていたフィンとモーターをフル稼か働どうさせて、水中を漂ただようこと数十分。

　ようやく彼女はこの浜辺にたどり着いたのだった。

『セイレーン』にはまだエネルギーが残っているが、外も見えないというのでは、ただの頑がん丈じような箱である。

　あたりには他に誰だれもいない。メニィやあの男たちが、どうなったのかもわからない。

　しかし一体、あの騒さわぎは何だったのか。

　脱ぬぎ捨てた『セイレーン』をチェックしてみれば、肩かたや腰こしなど、数すう箇か所しよの関節部分に傷がついていた。

　いくら装そう甲こうの薄うすい関節部といえど、腐くさった流木に当たった程度で、こんなことになるわけはない。

　普通のダイバー・スーツとかならいざ知らず、まがりなりにも『セイレーン』はパワード・スーツ──兵器なのである。

　ならば。

　あのどさくさに紛まぎれて接近してきた『何か』が攻こう撃げきをしかけてきたのだ。

　そう考えた方が納得がいく。

　いや。さらに勘かんぐるならば。

　あの時浮うかんできた流木は、その『何か』が船を襲おそうため、浮かばせたのではないだろうか。

　もしそうならば、相手はかなり頭がいい。

　人間並みとはいかないまでも、ナメてかかれば、裏をかかれることになる。

「……未ア確ン認ノ生ウ物ン……か……」

　蒼あおく静かな湖面を見つめ、レティシアは、苦い口調でつぶやいた。

　この想像が当たっているなら──パワード・スーツのメニィはともかく、生身の男たちの方は──

　だがとりあえず。

　彼女にとって、当面の問題は他にあった。

　まず、現在位置がわからない。

　さらに言うなら──

　水中に待機させている『ワイヴァーン』と接せつ触しよくが取れない。

　装備課のシュミ人の説明によれば、レティシアの両耳のピアスを介かいし、彼女の脳波と『ワイヴァーン』の制せい御ぎよシステムをリンク。単純な遠えん隔かく操作ならできるようになっているはずなのだが──

　さっきの騒さわぎで、装置のどこかに不具合でも出たのか。それとも他に理由があるのか。

　いずれにしろ、いくらコールしてみても、『ワイヴァーン』が姿を現す様子はない。

　通信機で、メニィと連れん絡らくを取ろうともしているのだが、やはりこちらも応答なし。

　早い話が。

　レティシアは、完全に孤こ立りつしたのだった。

　こういう場合のセオリーは、拠きよ点てんに戻もどる、あるいは動かずに救きゆう援えんを待つ。

　自分の現在位置さえわからないのに、むやみに動き回るのは、無む謀ぼう以外の何でもない。

　理り屈くつの上では、湖ぞいに進んで行けば、いつかは町にたどり着くわけだが、その距きよ離りが一キロなのか百キロなのかもわからない。

　となればたき火でもして、それを救難信号がわりに、この場で待つ──というのが最良の選せん択たくだろう。

　幸いあたりは森。薪たきぎにする木はいくらでも落ちているはずだった。

　……ふぅぅぅ……

　今日何度目かの、ゆううつなため息をついて。

　レティシアは、森の中へと分け入った。




　夜は、想像していたよりもずっと音に満ちていた。

　たゆたい寄せる湖の波音。夜風にさわぐ草木の葉ずれ。混ざり合い奏で上げられる、知らない生き物たちの鳴き声。

　そして、深い──深い、闇やみ。

　夜の闇がこれほど深いものだということを、レティシアは今まで知らなかった。

　単純に暗さだけで比べれば、宇宙船の自室で、完全に明りを消した方が暗い。

　だが。

　ここにあるのは、それとは暗さの本質が違ちがう。

　単に光のない暗さではない。

　ひろがる空間の暗さ。

　何が潜ひそんでいるのかわからない暗さ。

　夜空には皓こう々こうと月が照り、星がかがやき、湖のたゆたう水面はあえかな光を照り返す。

　だがそれは、森の奥おくの、あるいは水面の下の闇やみを際立たせる役にしか立ってはいなかった。

　今のレティシアに与あたえられた場テリ所トリーは、たき火の照らす朧おぼろな輪の中のみ。

　充じゆう分ぶんな量の薪たきぎを拾ってきたつもりだったが、その残りは心こころ許もとない。

　サバイバルに関する一通りの知識はあるし、必要最低限の装備もある。

　しかし実際に、こういう状じよう況きようを体験するのははじめてだった。

　薪をくべるペースさえもよくわからない。このままでは夜明けを待たずして、拾ってきた薪は尽つきるだろう。

　どうしようもなく──心細かった。

　レティシアとて、感情がないわけではない。

　クールな女。

　彼女を知る人間の多くは、彼女をそう評する。

　だが、少し違ちがう。

　単に感情表現が下手へたなだけなのだ。

　動どう揺ようが顔に出なければ、他からは冷静だと見なされる。

　ただそれだけのことだった。最初のうちは。

　どうせそう見られているのなら、そういう人間になろう。
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　いつの頃ころからか、彼女自身もそう考え、クールに振ふる舞まうようになった。

　メニィと組むことになって以来、一層の冷静さが必要になったこともまた事実。

　しかしそれで、押おし込めた感情が消え去るわけでもない。

　ふとした時に──それが胸の裡うちから噴ふき出しそうになることもある。

　そう。たとえば今のように。

　最初は、セイレーンにでももぐり込んで眠ねむってしまおうかと思った。

　だが漏ろう水すいのせいで、内部はじっとりと濡ぬれ、とても眠れる環かん境きようではない。

　かといってむろん、こんな場所で眠る気にもなれない。

　資料によれば、森に危険な動物はいないとあったが、それを言うなら、湖に正体不明の未ア確ン認ノ生ウ物ンがいる、などとも記されてはいなかった。

　つまり──資あんな料ものなどあてにはできない、ということである。

　むろん、この状況下で徹てつ夜やというのもキツいのだが……

　ほとんど癖くせになりつつある、無意味な深いため息をついて、彼女は薪の一本を、たき火の中にほうり込む。

　……からんっ……

　焼けた木の崩くずれる音。

　そして。

　音が──

　欠落した。

　一いつ斉せいに。

　近くで鳴いていた生き物たちが、その声を途と絶だえさせたのだ。

　ぞわりっ。

　背中に言いしれぬ悪お寒かんが走る。

　何かが──異常な何かが起こりつつある予感。

　……がざっ……

　森の下生えが揺ゆれる音。

　風ではない。場所は──決して遠くない。音からして、小さなものではないはずだった。

　沈ちん黙もく。そして──

「──メニィ？」

　耐たえきれず。

　一いち抹まつの、淡あわい期待を込めて呼びかけてみる。

　声のふるえはなんとか抑おさえた。

　だが。その呼びかけに応こたえたのは。

　がさがざがざがざがざがさがざがざがざがざがさがざがざがざっ！

　何か大きなものが、激しく草むらをかき分ける音！

「──っ！」

　レティシアは大きく息を吞のみ、はじかれたように立ち上がり、『セイレーン』の方へと駆かけ寄った！

　足がもつれそうになるのをこらえ、狭せまいコックピットの中へと潜もぐり込む。

　ざっ！

　音が、森を抜ぬけた。

　ハッチの開閉スイッチを入れる。

　閉まるのが、ひどく遅おそく感じた。

　視界の隅すみに、刹せつ那な閃ひらめくオレンジの光。

　蹴け散ちらされたのだ。たき火が。

　──早く！　早く！　早く早く早く早く早く！

　閉じゆくハッチのすき間を、一いつ瞬しゆんよぎる何かの影かげ。

　月光をぬらりと反射して。

　そしてようやくハッチが閉じた。

　がぎュいっ！

「──っ……!?」

　同時に響ひびく硬かたい音。

　レティシアは、上げかけた悲鳴を、かろうじて喉のどの奥おくで嚙かみ殺していた。

　がっ！　がギんっ！　ガぎんっ！　がぎゅいィいぃィィっ！

『セイレーン』の機体が激しく揺ゆれる。

　攻こう撃げきしているのだ。『何か』が。

　装そう甲こう越ごしに、相手の悪意がにじむように伝わって来る。

『それ』が何を望んでいるのかがはっきりとわかる。

　中にいるレティシアの──肉。

　奥歯を強く嚙みしめる。悲鳴が決して漏もれないように。

　自分でもわかっていた。

　ここで悲鳴を上げてしまえば、パニックに陥おちいると。

　悲鳴は止まらず、理性は消し飛び、ここから逃にげ出そうとするだろう。

　そしてハッチを開け、飛び出すのだ。

『それ』の前に。

　だが。ただ耐えているだけでは、遠からずその時が訪れる。

　外の様子もわからぬまま、レティシアは、左手に装備されたハプーン・ガンを発射した。

　手て応ごたえは──なし。

　がぎんがキんがぎンがギュいんがぎュううッ

　装甲を削けずろうとする音は止やまない。

「……っ……！」

　嗚お咽えつが漏れる。涙なみだが浮うかんでいるのがわかる。

　爆ばく雷らいを──投とう擲てきした。

　どぐんっ！

　爆ばく音おん。衝しよう撃げき。

　そしてようやく。

　装甲を削る音が──消えた。

　耳をすませば、聞こえる、荒あらい呼吸音。

　それが自分のものだと気づいたのは、ずいぶん経たってからだった。

　倒たおしたのか──もう、外には何もいないのか──それとも──

　じっと、待っているのか。

　確かめるには、ハッチを開くしかない。

　レティシアにはそれができなかった。

　長い──夜が過ぎてゆく──







　　　２




　夜は、いつ明けたのだろう。

　湖のほとりに佇たたずんで、レティシアは、ぼんやりとそんなことを考えていた。

　もちろん、考えてわかることではない。

　今まで自分は、そばに横たわったパワード・スーツの中で眠ねむっていたのだから。

　──眠って──？

　いや、あるいは眠ったのではなく、気を失っていたのだろうか。

　わからない。

　自分がいつパワード・スーツ──『セイレーン』の中から這はい出したのかすら、よく憶おぼえてはいなかった。

　一方には、朝日を浴びてたゆたう湖。

　静かな水みな面もを眺ながめていると、昨夜のことが悪い夢でしかなかったのではないか、とすら思えてくる。

　しかし視線をもう一方──森の方へと転じれば、薙なぎ散らされたたき火のあと。そして、草を、大地を、巨きよ大だいな蛇へびか何かが這はいずったようなあとがくっきりと残っている。

　いたのだ。何かが。昨夜ここに。

　その跡は森の下生えを抜ぬけ、『セイレーン』のそばでわだかまってから──湖のほとりへと抜けていた。

　森の中から湖へ。

　昨夜のあれは、陸の上でも水の中でも活動できるということなのだろうか？

　もしそうならば──逃にげ場は、ない。

　どうすればいいのか、レティシアにはわからなかった。

　彼女が知るサバイバル教マニユ本アルには、水陸両用の怪かい生物に追いつめられた場合の対応策など、むろん載のってはいなかった。

　いっそ『セイレーン』の中に引きこもり、ただじっとしていれば──

　何の解決にもならぬと知りながら、そんな誘ゆう惑わくが胸の裡うちにわき上がる。

　不毛な──しかし甘かん美びな誘惑。

　彼女の目は、ただ『セイレーン』の機体に吸い寄せられる。

　だらしなく開いたままのハッチの奥おくが、この上なくあたたかく、安全に思える。

　レティシアは足を──

　──がさっ。

　森の草葉が揺ゆれる音。

　小さくふるえ、彼女はその動きを止めた。

　──がさっ……がさっ……

　音は──森の中からすこしずつ近づいてくる。こちらに向かって。

　昨夜の恐きよう怖ふがふたたびこみ上げる。膝ひざが小さくふるえているのが自分でもわかった。

　のどもとまで悲鳴が──

「──あんた、昨日の！」

　しかし。

　続いて聞こえて来たのは、まぎれもない、人間の声だった。

　一いつ瞬しゆんにして全身の力が抜ける。半ばよろめきながらふり向けば、そこには、一人の男の姿。

　大おお柄がらで小太りの、四十がらみのヒゲ男。その顔には見覚えがあった。

　昨日出会った地元三人組の一人、赤毛の男だった。

「助けに来てくれた……って雰ふん囲い気きじゃあねえな。

　昨日の焚たき火、あんただろ？

　何やってんだ？　こんなところで？

　ご立派なオモチャ持ってて、遭そう難なんしたってわけでも……」

　がさがさと草を踏ふみ分け、歩み寄り──

　レティシアのそばに転がった『セイレーン』に気がついて、

「……壊こわれちまったのかい」

「そんなところよ」

　レティシアは、安あん堵どの吐と息いきに言葉を載のせた。

「……じゃあやっぱり……あんたも遭そう難なんしてるのかよ……」

「あなたの想像通りよ。

　それで、他のみんなは？」

「ザリルの奴やつとあんたの連れは、わからねえ。

　ケビンの奴は……」

　仲間二人の名前を挙げて、しばし男は言いよどみ──

「……たぶん……やられちまった……」

「やられた？」

「ああ。

　船がひっくり返って、もがいてて……

　ケビンの奴に、でっかい影かげがのしかかるのがちらっと見えて……

　水が……赤くなった……」

「どんな相手だった？」

　問われて彼は小さく肩かたをすくめ、

「言っただろ。影、って。

　それしかわからなかった。

　……俺おれはなんとか岸にたどり着いて、浜はま辺べぞいに歩いてて……

　昨日の夜、この辺で焚たき火の明りを見かけたんでな。誰だれかいる、と思って来てみたら──あんただった、ってわけだ」

「じゃあ昨日は、森の中で野宿？」

「ああ。この森にゃあ、人様を襲おそうような獣けものなんていないし、な」

「なるほど。出会わなかったわけね。運がいいわ」

　言うレティシアに、男は眉まゆをひそめて、

「出会う？　何にだ？」

「これに──よ」

　言って彼女は爪つま先さきで地面を指した。

　それに目をやり──男は言葉を失った。

　巨きよ大だいな蛇へびが這はったかのような、大地に刻まれたひと筋の痕あと。

「……な……

　なんだ……こりゃ……？」

　彼がようやく声をしぼり出したのは、かなり経たってからのことだった。

「昨日、襲おそわれたのよ。こいつに。

　姿は見なかったけど」

「……これ……湖から森につながってやがるじゃねえか……ってことはまさか……」

「そういうこと。

　あたしたちのお目当ては、どうやら水陸両用らしいわ」

「ちょっ……！　待てよ！　そんな！」

「あたしに待てと言われても、ね」

「けど……よく無事だったな……」

「あれに入ってなんとかしのいだのよ」

　レティシアは、言って『セイレーン』の方を目で指す。

「とにかく今は、自分の足を使って街まで帰るしかないわね。

　大体わかるんでしょ？　どちらに行けば街に着くのか」

「そ……そりゃあわかるけどよ……」

　言って男は、不安の色をたたえたまなざしで、ひろがる森を見み渡わたした。

「人食い怪かい獣じゆうのうろつく森を歩いて行こうってのかい!?　二日はかかるんだぜ！　街までは！

　他に……なんか手はねえのかよ!?　そこのオモチャ……パワード・スーツ、っていう奴やつか？　そいつを使って……」

「壊こわれてるのよ。あなたがさっき言った通り」

「じ……じゃあ、昨日の朝みたいに、でっかい飛行機を呼んで……！」

「呼べるのなら、とっくにそうしてるわ」

「じゃあ……無線……」

「使えるなら使ってる」

「……………………」

「……………………」

「……最低だなオイ……」

「同感よ」

　レティシアは、ただ無表情にうなずいた。




　森と湖とにはさまれた空気は、思っていた以上に肌はだ寒ざむかった。

　むろん、水みず漏もれ『セイレーン』の中にいた──つまり、服があちこち濡ぬれたままだというせいもあるのだろうが。

　結局、レティシアたちは街を目ざして歩みを進めていた。

　遭そう難なん時には動かず救助を待つ、というのが基本だが、それでは救助隊の前に未ア確ン認ノ生ウ物ンと出会う危険の方がはるかに高い。ならば、街へと向かった方がいい。それが二人の下した結論だった。

　しかし歩きはじめてほどなく。あたりには、うっすらと霧きりが立ちこめはじめていた。

「……そういやあ、まだ、名前も聞いてなかったな」

　ふと思い出したかのように、男はそう言って来る。

　言われてはじめて、まだ互たがいの名前さえ知らぬことに、ようやく彼女も気がついた。

「レティシアよ」

「マクニールだ。ガキの頃ころ入植でこの惑わく星せいにやって来てな。それからずっとここに住んでいる」

　レティシアの数歩先を行きながら、男は名乗った。

「このあたりではよく出るの？　こういう霧」

　言いながら歩くうちにも、霧はすこしずつではあるが、その濃こさを増し続けていた。

「ああ。陽が昇のぼって温かくなりはじめるとな。しょっちゅうだ」

　マクニールは、いまいましげに言ってから、ひとつ小さく息をつき、

「ま、しかし、歩くペースは遅おそくなっちまうが、街が消えてなくなるわけじゃない。

　それに、このあたりに釣つりに来たことなんかもちょくちょくあるからな。間ま違ちがって森の中に迷い込んだりはしねえから安心してくれ。

　そうそう。釣りって言やあ──」

　先に立って歩きつつ、どうでもいいことをまくし立てはじめる。

　レティシアは、あえてそれを止めようとはしなかった。

　男の気持ちがよくわかるから。

　怖こわいのだ。つまりは。

　この湖の、森のどこかに、人を襲おそう正体不明の化け物がいる。

　それはひょっとすると、この霧を透すかした向こうで、じっと待っているかもしれない。

　自分たちが近づくのを。

　視界をさえぎる霧は、そんな、妄もう想そうに近い想像すらもかき立てる。

　武器はある。一応。レティシアが隠かくし持っていた銃じゆうが何丁か。

　そのうち一丁はマクニールに渡わたした。

　だがそれが、未ア確ン認ノ生ウ物ンに通用するという保証はどこにもないのだ。

　心の裡うちに、恐きよう怖ふは静かに降り積もってゆく。着実に。

　会話は、その恐怖をまぎらわせるための手段。たとえどうでもいいことでも、沈ちん黙もくの中で恐怖が増ぞう幅ふくするよりはよほどいい。

　釣りの話。親しん戚せきの話。入植初期の昔話。

　どれほどそれが続いただろうか。

　さすがにしゃべり疲つかれたのか、それとも話題が尽つきたのか、マクニールはやがて口をつぐんだ。

　霧きりの中に沈ちん黙もくが満ちた。

　静せい寂じやく──ではない。音はある。

　たゆたう水の音、草を踏ふみ分ける自分たちの足音。どこかで鳴く何かの声。

　だが、それのどれもが、胸の裡うちにわだかまる不安を増長させるものでしかなかった。

「……なあ……あんたも何かしゃべりなよ」

　その沈黙に耐たえかねて、マクニールがふたたび口を開く。

　応こたえるレティシアのことばは至ってシンプルだった。

「必要ないでしょ」

「……クールだなぁ……随ずい分ぶん……

　普ふ通つうこういう場合、女ってのは、もうちょっとおびえるもんじゃねえのか？」

「ずいぶん古くさい思い込みね」

　レティシアの言葉に、マクニールは小さく肩かたをすくめた。

　むろんのこと。

　怖こわくないわけがなかった。

　昨夜、あんな目に遭あったばかりなのだ。今しも霧の向こうから、巨きよ大だいな化け物が襲おそって来るのではないか──そんな恐きよう怖ふの妄もう想そうが、常に背中に貼はりついている。

　だが。正直にそう言ったところで、何かがどうにかなるわけでもない。

　いや、下手へたをすれば、男の抱かかえる不安と相乗作用を引き起こし、恐怖の増ぞう幅ふくを招く結果にもなりかねなかった。

　ならば、言う必要のないことは言わない。クールだと誤解されても、それを否定する必要はない。それだけのことである。

「──けどよ──」

　マクニールが、何か言いかけたその時。

　──ぢゃぷんっ。

　響ひびいたのは、大きな水音。

　二人の足が、ひたりっ、と止まった。

　耳をすませる。ただじっと。

　聞こえてくるのは、変わらずたゆたう水の音。風に揺ゆれる木の葉のさざめき。混ざり流れる、虫や鳥たちの鳴き声。

「……魚が跳はねたか」

　平静をとりつくろって、マクニールが言ったのは、かなり経たってからのことだった。

「多分ね」

　レティシアもそれに同意する。根こん拠きよのない希望だが。

　ぢゃぼっ！

　それを否定するかのように、再び音が霧きりを揺ゆらした。

　さきほどより大きくなっている。より大きな魚が跳はねたのか。それとも──

　音の源が近づいて来ているのか。

　ゆっくりと。

　二人は視線を巡めぐらせた。

　湖の方へと。

　白く濁にごった風景の中。

　水面には、巨きよ大だいな黒い影かげが屹きつ立りつしていた。

　……まさか……これが……

　つぶやいたつもりのそれは、しかし言葉にならなかった。

　レティシアの舌は──いや、体じゅう、もはやぴくりとも動かなかった。

　無限とも思える一いつ瞬しゆんが過ぎ──

『ははははは！　また遭あったねシェリフスターの諸君！』

　聞こえた声はあきらかに、スピーカーを通した人間のものだった。

「……え……？

　その声は……！」
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　つぶやきは、思わずレティシアの唇くちびるから漏もれていた。

　彼女には聞き覚えがあったのだ。

　──しばらく前。

　彼女とメニィの二人は、とある惑わく星せいで、犯罪組織の研究施し設せつを壊かい滅めつさせていた。

　しかし、一いつ旦たん捕とらえておきながら、その施設の所長をやっていた科学者には結局逃にげられている。

　霧の湖に響ひびいているのは、その所長の声だった。

『その通り。もっとも今は組織を抜ぬけて、所長でも何でもない、ただのコラードだがね。

　しかしこんな場所……と……？』

　声は、わずかにためらいの色を見せ、

『……ん？　もう片方の姿が見えんな。かわりにいるのはただの男……

　もう片方はどこにいる？　どちらかというと、私はあちらの方に興味があってね』

　もう片方──つまり、メニィのことである。

　普ふ通つうなら、『ロリコン？』とかツッコミを入れるべき場面だった。

　しかし相手はマッドな科サイエ学ンテイ者スト。普通にそう来るわけはない。

「……まさか……！」

　レティシアの額ひたいにひと筋の汗あせが流れる。

「メニィのこと捕つかまえて、『メカメニィ』とかに改造するつもりじゃないでしょうね！」

『……ふむ……ちょっとイイな。それ。

　しかし安心したまえ。そんな真ま似ねをするつもりはないよ』

「信じられないわね。

　とにかく、メニィの居場所は教えられないわね」

『……ほぅ……』

　声に合わせて、巨きよ大だいな影かげが、ゆらりっ、とゆらめく。

　霧きりが舞まい散り、一いつ瞬しゆんだけ、それの姿が朧おぼろに浮うかんだ。

　何かの巨大な機械の一部──そのシルエットは、見ようによっては、頭部にも見えなくはない。

『教えられない？

　まるで彼女の居場所を知っているような口ぶりだが……

　パワード・スーツにも乗らずこんなところをうろついている姿は、はぐれて道に迷っているようにしか見えないけれどね』

「どう解かい釈しやくしてもらっても結構よ」

『なるほど。まあ、いずれにしても、ここで話をしていても、どうやら無む駄だのようだ。

　それでは失礼する』

「……ちょっ……!?」

　レティシアの上げた制止の声を、聞かなかったのか無視したのか。

　影は大きく波を立てると、あっという間に水面の下へと姿を消した。

　あとはただ、波音の余よ韻いんを残すのみ。

　ややあって。

「……知り合い……だったのか？　今の？」

「まあね」

　マクニールの問いかけに、レティシアは適当な返事を返す。

「知り合いなら、街まで送ってもらうとかすればよかったんじゃあ……？」

「そういう知り合いじゃないのよ。

　知り合いが味方だとは限らないでしょ」

「……よく……わからんが……」

「つまりは──

　やっぱり歩け、ということよ」

　言って歩みを再開するレティシア。仕方なくマクニールも歩きはじめる。

「……なあ……ひょっとして……今まで事件起こしてきたギルガザラスって……」

　彼のつぶやきに、レティシアはうなずいて、

「今のマシンがやったことじゃあないか、って言いたいんでしょ。

　可能性は──」

　ある、とそう言いかけて、彼女は口をつぐんだ。

　それが、単に自分たちの望む、都合のいい結論でしかないことに気がついて。

　今、コラードの乗っていた機体がどういうものなのかは知らないが、小さくても全長十Ｍは下らないだろう。船が転てん覆ぷくした時に、そんな大きなものが近くにいれば、いくらなんでも気づいたはずである。

　そして、昨夜レティシアを襲おそったものが地面に残した這はいずる跡あと。

　想像だが、それの太さはひと抱かかえほど。人がその中に乗れるほど大きくはなく、機械ほど重くはない。

　つまりは。コラードとは別に、やはりいるのだ。何かが。ここには。

　しかし──

「可能性はあるかもしれないわね。

　けど、用心するに越こしたことはないわね」

　必要以上に不安をあおる意味はない。レティシアは、あえて言葉を濁にごしたのだった。




「……まいったな……よりにもよって、こんな時に、よ……」

　街を目ざして、ふたたび歩みを進めつつ。

　マクニールがそうつぶやいたのは、コラードとの遭そう遇ぐうから一時間ほどが経たった頃ころのことだった。

　二人の歩みは、かなりペースが落ちていた。

　疲ひ労ろうから──ではない。

　濃こくなっているのだ。霧きりが。

　足下が見えない、というほどではないが、数メートルの距きよ離りを置けば、マクニールの姿が単なる人ひと影かげにしか見えなくなる。

　もしさらに数メートル離はなれれば、完全に見失うだろう。

「……なあ。ちょいと休もうぜ」

　内心の焦あせりが──胸の奥おく底そこにわだかまる恐きよう怖ふが、彼の提案を否定する。

　しかし、ここで無理をして、はぐれたりしようものなら目も当てられない。

「……そうね……」

　レティシアは、変わらぬ口調で同意した。

　二人はその場で足を止め、そばに転がる倒とう木ぼくに、並んで腰こしを下ろした。

「……そう言や聞いてなかったけどよ……

　あんた、一体何者なんだい？

　ＴＶ屋ってわけでもなさそうだし……かといって学者ってふうでもねえ」

「事トラ件ブル処シ理ユ業ー者ターよ。ただの」

「へぇぇ。怪かい獣じゆう探しまでやるのかい？　トラブルシューターって奴やつは」

「依い頼らいがあれば、ね」

「大変だな。そりゃ。

　安全な仕事とは言えんし、かといって、ライバル会社だって山ほどあるんだろうから、料金をただ高くするってわけにもいかねぇ。

　──そう言やあ、ちょいと前にネットで、会社設立の無料キャンペーンとかやってる所まであったなぁ。

　ま、客寄せの謳うたい文句なんだろうけどよ。

　つい『ギルガザラスを探してくれ』なんてイタズラ書きしちまったよ。

　はっはっはっはっは」

　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴくぅぅぅぅぅっ！

　レティシアのこめかみに青スジが浮うかびまくる。

　──ひょっとしてあんたか。あんたのせいか。

　えり首摑つかんで問いつめたくなる衝しよう動どうを、彼女はかろうじて抑おさえた。

　ここで彼をどうこうしたところで、この状じよう況きようから抜ぬけ出せるわけでもない。

「……いつもならこういう霧きり、すぐに晴れるの？」

　とりあえず話題を変えてみる。

「……そうだな……この季節なら……」

　マクニールが、一いつ瞬しゆん言葉を切ったその時。

　……あぁぁぁあああぁあああぁッ……！

　声は、霧の奥おくから聞こえた。

　二人の体が硬こう直ちよくする。

　一瞬目と目を見合わせて──

「──今のは……」

「──人の──」

　同時に腰こしを上げ、二人は霧の奥、声が聞こえた方に向かって駆かけ出した。

　草を蹴け立たてる自分の足音。耳もとで唸うなる風。

　それらに混じって聞こえるのは──

　……足を止めたのは、どちらが先だっただろうか。

　霧の向こう。

　何かが──いた。

　世界を霞かすませる白に混じって、蠢うごめく影かげが二つ、三つ。

　地面に横たわる長い影。

　おそらく全長はそれぞれ数メートル。それらが一カ所に集まって、何かをしている。

　白い世界に響ひびく、濡ぬれた咀そ嚼しやく音おん。

　硬かたいものがこすれ、砕くだける音。

　それらはただ黙もく々もくと、何かを──

「──う……

　うああああああああああぁああぁぁッ！」

　ゴゥン！　ゴゥン！　ゴゥン！　ゴゥン！

　耐たえきれず。

　マクニールは、絶ぜつ叫きようとともに、たて続けに銃じゆうのトリガーを引きしぼっていた。

　──ヂギュゥッ！

　うち一発がどこかに当たったか、影の一つが鳴き声を上げ、それを合図に影たちは、白い霧の奥へと散る。

　がざざざざざざざ……

　遠ざかる、草をかき分ける音。

　かちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちん。

　マクニールは、弾丸たまの尽つきた銃のトリガーを、ただひたすらに絞しぼり続けていた。

　その銃にそっと手をそえて、

「──もう、いないわ」

　レティシアの言葉に、男はようやく構えた銃を下へと下ろす。

「……や……奴やつら……奴ら……!?」

「………………」

　マクニールの動きを手で制し。

　無言のまま、レティシアは歩みを進めた。

　影たちの集まっていた場所に。

　心の準備はしている。何を見てもうろたえぬように。

　鼻をつく、鉄てつ錆さびにも似たにおい。

　……っ……

　漏もれかかる嗚お咽えつを口もとでなんとか嚙かみ殺し、彼女はそれのそばで足を止めた。

　胸がむかつく。吐はき気がする。足が小さくふるえている。

　心を殺し、目の前の光景を何かの冗じよう談だんだと無理矢理思い込むことで、わき上がるものを必死に押おし殺した。

　レティシアは身をかがめ──

　落ちていた帽ぼう子しを拾うときびすを返し、マクニールの方へと歩み戻もどる。

　無言でそれをさし出して──

「──っ……！」

　男の顔が引きゆがんだ。

　血に濡ぬれた帽子を目にして。

「……ザリルのだ……」

　漏もらした名前は、三人組のうち一人のものだった。

「──あいつは──」

　言いかけて。

　男は言葉を吞のみ込んだ。

　聞くまでもない。

　赤黒く染まった帽子と、レティシアの顔を見れば、答えは一つしかなかった。

「……………………」

　無言のまま。

　どちらからともなく、二人は歩みを──

　……がざっ……

　草の揺ゆれる音がした。

　二人の足が、ふたたび止まる。

　……がざっ……がさがさっ……

　別の方向からも音がする。

　……ぢゃぷんっ……がざっ……

　そして、湖から何かが這はい上がる音。

　音は、二人の三方を囲んでいた。

　霧きりの奥おくには──何も見えない。

　意識せぬまま、レティシアとマクニール、二人は背と背を合わせていた。

　マクニールの体は小さくふるえていた。

　だからこそ、彼は気づかない。

　レティシアの体もまた、小さくふるえていることに。

「……ち……畜ちく生しようっ……畜生っ……！」

　銃じゆうを構えるマクニール。さきほど自分が、全部撃うち尽つくしたことさえ思い出せずに。

「落ち着いて」

　言うレティシアの声もわずかにかすれている。

「敵が見えたら、狙ねらって、引き金を引く。

無む駄だ弾だ丸まは使わない。でないと命取りよ。

　──予備弾だん倉そうよ」

　右手に銃を構え、レティシアは左手で、オートマティックの予備弾倉をマクニールに渡わたす。

　……ざ……ざざざざざ……

　下生えを揺ゆらす音は、二人からやや距きよ離りを置いたまま、その周囲を回っている。霧の向こうにいまだ、影かげは、見えない。

　かちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃ。

　金属と金属のぶつかり合う音。

　マクニールはカラの弾倉を落とし、渡された予備弾倉をセットしようとするのだが──手がふるえ、なかなか装着できないでいる。

「……く……くそっ……！　くそっ！」

　それでもなんとかセットすると、銃の上部を後ろに引いて、初しよ弾だんを銃じゆう身しんに送り込む。

　ぢゃかんっ。

　まるでその音に応じるかのように。

　……がざっ……

　草をかきわける音が──止まった。

　──来る！

　ざっ！

　草が鳴る。

　影が疾はしった。

　ごんごんごんっ！

　向かってきた影の一つに、レティシアは銃じゆう弾だんを放つ。

　──ぎぃっ！

　悲鳴とともにそれは進路を変え、黒く長い体をくねらせ、霧きりの向こうへと退たい却きやくした。

　それを視界の端はしに捕とらえつつ、レティシアは別の影に向かって一連射。そちらもあわてて退却する。

　そして、その後ろでは。

　ゴゥン！　ゴゥン！　ゴゥン！

　マクニールの放つ弾だん丸がんを縫ぬい、別の影が二人に迫せまる！

　レティシアは視線だけでふり向いて、後ろ手に銃を構え──

　ごんっ！

　ぎぐっ！

　低い獣けものの呻うめきを漏もらし、それはあわてて進路を変える。

　だが──

　銃にひるんで一いつ旦たん退きながらも、それらはふたたびレティシアたちから距きよ離りを取り、じっとこちらの様子を窺うかがう。

　レティシアは内心舌打ちをした。

　二人が手にした銃じゆうは、彼女が持っていたもののうち、比ひ較かく的てき口径の大きなものである。

　だが──奴やつらに効いている気がしない。

　奴らは単に、音と、ほんの少しの痛みに驚おどろいて一いつ旦たん距離を取っただけ。そんなふうにしか思えないのだ。

　それらはしばし、二人のまわりでじっと佇たたずみ──

　唐とう突とつに。

　ざっ！

　草を揺ゆらして一匹ぴきが、まっ正面からレティシア目がけて突つっ込んで来た！

　銃を構えて頭とおぼしき場所を照準ポイント。即そく座ざにトリガーを絞しぼり込む。

　と、同時に。

　突っ込んできたそれは、わずかに横へ進路を変えて、放たれた弾丸たまから身をかわす。

　──こいつっ！

　思った時には。

　それは、レティシアの目前に迫せまっていた。

　そして彼女は──はっきりと見た。それの姿を。

　長細い──といっても蛇へびとは違ちがい、涙るい滴てき形を伸のばしたような体。

　全長はおそらく三メートル以上。体を覆おおう、黒く濡ぬれた体毛は、いつか水族館で見たオットセイを連想させる。

　首だか肩かただかのあたりからは、体長よりも長く平たい、ごつごつした表面の、帯のような、触しよく手しゆか何かが四本。

　頭部正面にある目は──つぶら、と言っていいかもしれない。

　しかし、何の感情も浮うかばぬそれの下にある、大きく開いた丸い口。その奥おくに並んだ無数の黄色い牙きばは、おせじにも友好的とは言えなかった。

　その姿が、瞬しゆん時じにレティシアの網もう膜まくに灼やきついた。

　ごんっ！

　ぎあうああああぁぁぁぁぁっ！

　至近距きよ離りから口の中に銃じゆう弾だんを撃うち込まれ、それは大きく身をのけぞらす。

　その拍ひよう子しに。

　ひゅんっ！　ばぢっ！

「──っ!?」

　跳はねた触手の一本が、レティシアの手を打ちすえて、手にした銃をはじき飛ばす。

　それが武器だと気づいているのか。残る二匹が、二人に向かって地を這はい、迫せまる！

　左ブーツから別の銃を抜ぬくレティシア。しかしその手に染み込む痺しびれは消えない。
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　マクニールの放つ銃じゆう弾だんは、面おも白しろいほどに当たらない。

　影かげは一気に間合いを詰つめて──

　ゔぁららららららららららッ！

　けたたましい轟ごう音おんとともに、悲鳴すら上げる間もなく、二つの影が吹ふっ飛んだのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　触しよく手しゆが、体が、はじけ飛び、肉につ塊かいと化して大地に転がる。

　口を撃うち抜かれた一匹ぴきは、あわてて、弾だん丸がんが飛んで来たのと逆の方──森の中へと逃にげ込んでゆく。

　そして訪れるは短い静せい寂じやく。

　レティシアたちが、助かったことを実感するより早く。

『レティー、元気ー？』

　ひたすら脳天気なメニィの声は、霧きりの向こうから聞こえた。

　……ふ……う……

　レティシアの唇くちびるから漏もれたのは、深い──深い安あん堵どの吐と息いき。

　草を踏ふみしめる重い足音。霧の中からにじみ出たのは、湖の色にも似たライトブルーの巨きよ体たい。

　メニィの操るパワード・スーツ『ウィンディーネ』だった。

　基本的には水中用で、武器はビーム兵器、という装備になっている。

　今、アンノゥンたちを蹴け散ちらしたのは、右手の甲こうに装備されているビームバルカン。

　おそらく一いつ旦たん『ワイヴァーン』に戻もどって換かん装そうしたのだろう。

『はい♡』

「『はい』じゃないでしょ」

　片手を上げて、気楽なあいさつを送る『ウィンディーネ』の胴どうに、レティシアはかるくチョップをかます。

『レティ、いたい。』

「痛いわけないでしょ。

　……来るのが遅おそくいわよ。あんた」

　安堵と感謝とはうらはらに、非難の言葉が口に出る。

『えー。でもぉ……

　そっちの機体の反応なかったし……

　これでも、あのコラードってひとに言われてすぐ、急いで来たんだよ』

「コラードに!?」

　意外な名を出され、思わず声を上げるレティシア。

「出会ったの!?」

『ううん。

　えとね、レティとはぐれて、ちょっと探して、見つけられなかったんで『ワイヴァーン』にもどったの。

　いろいろやってたら、なんか通信が入ってきて……

　あんたの仲間が、このあたりを歩いてるはずだから、急いで助けに行ってやれ、って。

　だから来たんだよ』

「……そう……」

　レティシアは、あいまいにあいづちを打った。

　コラードが何の目的で、そんなことをしたのかわからないが──

　とりあえず今は、安全地帯に戻もどることが先決である。

「メニィ、近くに『ワイヴァーン』持ってきてるんでしょ。

　一いつ旦たん退たい避ひするわよ。こっちには、民間人も一人いるのよ」

　言ってレティシアは、そばに佇たたずむマクニールを目で指した。

　彼は助かったと知って気が抜ぬけたのか、銃じゆうを手にしたそのままで、ただ呆ぼう然ぜんと突つっ立っていた。

『うん。

　来て。こっち』

　言われてそちらへ歩いてゆけば、メニィが二人を案内したのは湖のほとり。
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　彼女は、岸辺に置いてあった黄色い塊かたまりを摑つかむと、むぞうさに湖面にほうり投げた。

　プッ。プシュゥゥゥゥゥゥゥッ！

　圧あつ搾さく空気の音を立て、それは一艘そうの、黄色いゴムボートと化した。

『はい』

「『はい』って……」

「………………」

　レティシアとマクニール、二人はしばし、ぷかぷか浮うかぶそれを眺ながめて──

「……お……おい……

　待てよおい、冗じよう談だんだろ……？」

　泣きそうな声でつぶやくマクニール。

「あんなものがいる湖の上を、こんな紙みてぇなもんに乗って行け、ってか!?」

　たしかにボートには、推進用のモーターもついている。レジャー用には便利だろう。

　しかし、小型船をひっくり返すような化け物が蠢うごめく湖の上を行くには、たしかに紙の船も同然だった。

『でもこのあたりって、中ちゆう途と半はん端ぱに浅いから、『ワイヴァーン』じゃあ近づけないし』

　メニィは冷れい酷こくな事実をさらりと告げる。

『………………』

　しばし無言で顔を見合わせる、レティシアとマクニール。

　わかってはいるのだ。選せん択たく肢しが一つしかないことは。

「……仕方ないわね……」

　ため息混じりに吐はき捨てて、レティシアは歩みを進め、ボートの上に足を乗せた。

　踏ふみしめた、ふわふわと頼たよりないその感覚が、いやが上にも、ここが湖の上だと自覚させる。

　不安を押おし殺し、肩かた越ごしにマクニールをふり向いて、

「泳ぐ？　それともここに残る？」

「……乗るよ」

　意地の悪い選択に促うながされ、マクニールは、おそるおそるながらボートに乗った。

『じゃ、行くね』

　メニィ──『ウィンディーネ』も水中へと入り、そしてボートは、低いモーター音を立て、沖おきへと向かって進みはじめた。

　ボートのそばを『ウィンディーネ』が、頭だけを水面からつき出して随ずい行こうする。

　あたりは一面の霧きり。

　さきほどよりさらに濃こくなっているのではないだろうか。後ろに目をやれば、出発したばかりの岸辺が、はや霧の向こうに紛まぎれて見えない。

　行く手を向けば、見えるのはただ、霧に覆おおわれた白い世界。はたして本当にこの先に、『ワイヴァーン』が待っているのか。疑問にすら思えて来る。

『あ、そうそう。レティ』

　唐とう突とつに、メニィが声をかけて来る。

『さっき『ワイヴァーン』に戻もどってた時、社長から通信があったんだよ。

　レティを助けたら、未ア確ン認ノ生ウ物ンを、できれば一匹ぴき生いけ捕どりにしてくれ、って』

「生け捕り!?」

　思わず声を上げるレティシア。

「あんなものを!?　なんで!?　正気!?」

『知らない。でも言ってた』

「……ったく……どうせ兄さんのことだから、父さんからの命令を、何も考えないで受けたんだろうけど……」

　一人つぶやくレティシア。

「捕つかまえろ、とか言われても、そもそも捕ほ獲かく用の装備なんて──」

「……お……おい……」

　そのつぶやきを遮さえぎったのは、緊きん迫ぱくしたマクニールの声。

「なんか……波が変だぞ」

「波？」

　言われてレティシアは湖面へと視線を向ける。

　しかし、波が変、などと言われても、どうおかしいのかわからない。

「おい！」

　マクニールは、メニィの『ウィンディーネ』に視線を向けて、

「何か近づいて来てるんじゃねえのか!?　それも……かなりでっかいのが！」

『大だい丈じよう夫ぶだよ』

　メニィは言った。

　いつもと変わらぬ、気楽な口調で。

『あたしが止めるから』

「止める、って……！」

『そのまままっすぐ行ったら『ワイヴァーン』に着くよ。もうちょっとだから』

　……ぢゃぽんっ……

　離はなれた場所で、水面が跳はねた。

　一いつ瞬しゆん見えた黒い影かげは、アンノゥンの持つ帯状の触しよく手しゆに見えた。

　それも──ひどく大きい。

『じゃあ、先に行っててね』

『ウィンディーネ』がその場に停止する。

　進むボートとの間が開く。

「メニィ！」

　レティシアの声にも彼女は答えない。

　その『ウィンディーネ』の目前──水面に。

　ゆらりっ、と影かげがさした。

　レティシアの位置からでもはっきりわかる。黒く、巨きよ大だいな影。

　さきほどレティシアたちを襲おそったアンノゥンなど、子供にしか思えないほど巨大な──

　対たい峙じする『ウィンディーネ』と影の姿は、ほどなく霧きりの向こうに遠ざかり──

　──ゔぁらららららららッ！　ぢゃばぢゃぁっ！

　戦いのはじまりを告げる音は、霧の向こうから響ひびいた。

　生まれた波がボートを揺ゆらす。

　レティシアは──何もできない自分が歯がゆかった。

　唯ゆい一いつできることは、一刻も早く『ワイヴァーン』に戻もどり、メニィの負担を減らすこと。

　──情けない……これじゃあどっちが三歳児だか……！

「おい！　あれか!?」

　マクニールの声が、沈しずんだ思考を現実に浮うかび上がらせる。

　視線の先──霧の向こうには、見おぼえのあるシルエット。

「あれよ」

　レティシアは力強くうなずいた。

　ボートはどんどんそれに近づいてゆく。影は、青い姿となり、その全ぜん貌ぼうを現した。

　全長二十五Ｍ。レティシアたち、チーム・シューティングスターの汎はん用よう連絡艇シヤトル『ワイヴァーン』。

　ボートをハッチの一つにつけて、暗証番号コードと指し紋もんで扉とびらを開く。

　マクニールを先に乗り込ませ──

　そして、気づいた。

　さきほどから、波は変わらず立っているが、戦せん闘とうの──『ウィンディーネ』の攻こう撃げき音おんが聞こえないことに。

　──まさか──

　思った瞬しゆん間かん。

　ざっ！

　ま近の湖面が大きく盛り上がる！

　ボートは大きく傾かたむき──レティシアはあわてて、ハッチから『ワイヴァーン』の中へと飛び込んだ。

　ざばぁっ！

　湖面を割って跳はねたのは、一匹ぴきの巨きよ大だいなアンノゥン。

　太さは二メートル近く。長さに至ってはどれだけあるか見当もつかない。

　そして、先せん端たん部にあるその口には、がっきりと、

『ウィンディーネ』の左手を銜くわえている。

『ウィンディーネ』の右手のビームバルカンが、アンノゥンの頭を照準ポイントし──

　瞬間、アンノゥンが大きく首を振ふる。『ウィンディーネ』がまるで人形のようにふり回されて

　──ばぎんっ！

　響ひびいたのは硬かたい音。

『ウィンディーネ』の左手が、肘ひじの部分からまともに折れちぎれていた。

「メニイっ！」

　レティシアの悲鳴が霧きりの湖に木こ霊だました──
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　シートに飛び込む。

　コックピットに並んだ計器を一いち瞥べつ。メインの動力がオンになっているのを確かめ、レティシアの指が、コントロールパネルの上を滑すべる。

　レーダーに表示される光点一つ。

　メニィのパワード・スーツ、『ウィンディーネ』である。

　そちらに向かい、レティシアは、『ワイヴァーン』を急速発進させた。

「うどぅっ!?」

　後ろで起こるマクニールの悲鳴。今ので転ぶか何かしたのだろうが、とりあえず無視。

「メニィ！」

　通信を開いて呼びかける。

「今行くわ！　つかまって！」

『ん。わかった』

　蹴け立たてた波のその音が、機体を伝わり、コックピットに響ひびく。

　そのとき。

『あれ？』

　スピーカーから漏もれたメニィの声には、どこか拍ひよう子し抜ぬけしたような響ひびきがあった。

「どうしたの!?」

『えっとね……』

　しかし、メニィが答えるより前に。

　レーダー上の光点が『ワイヴァーン』に重なった。

　がんっ！

　機体に走る小さな衝しよう撃げき。

「メニィ！　つかまった!?」

『うん。オッケー』

「奴やつは!?」

『いなくなった』

「なら──飛ぶわよっ！」

　言うと同時にレティシアは、『ワイヴァーン』の機首をはね上げ急加速、一気に機体を浮ふ上じようさせた。




『ワイヴァーン』が降り立ったのは、町から少し離はなれた浜はま辺べだった。

　機体が完全に停止するのさえ待たず、レティシアは後部のハッチへと向かう。

　コックピットの後ろの方で、マクニールが倒たおれていたが、それは見なかったことにする。

　通路を抜ぬけ、数枚の扉とびらを抜けた先──そこで彼女は出会った。

　ちょうどハッチをくぐり、中へと入って来たパワード・スーツ『ウィンディーネ』と。

　霧きりの中で見た通り。

　その左ひだり腕うでは、肘ひじのところから、ぼっきりと折り取られていた。

　どくん。

　レティシアの心臓がはね上がる。

「メニィ！」

　悲鳴に近い声を上げ、あわてて駆かけ寄るレティシア。

　それを迎むかえ、『ウィンディーネ』のハッチを開き、両手をぱたぱた振ふるメニィ。

「レティ～♪」

　──両手──

「……え……？」

　駆けだしたポーズのまま、小さく呻うめいて硬こう直ちよくするレティシア。

　──左手が──ある──

「……ええっと……」

　続けて呻うめいて──

　レティシアはようやく気がついた。

　タイヤキは、シッポの先まで餡あんが詰つまっているとは限らない、と。

　ただの　装アーマ甲ー・ス服ーツと違ちがい、動力や武装などを内蔵しているパワード・スーツの外見は、パイロットの体格よりはるかに大おお柄がらなものとなる。

　機種にもよるが、パイロットの頭があるのは、パワード・スーツの首のあたりだし、パイロットの手も、機体の指先まで届いているわけではない。

『セイレーン』や『ウィンディーネ』の場合も、パイロットの手は、機体の二の腕あたりにまでしか入っていない。

　いや、そもそも。

　肘ひじから先のパーツは、状じよう況きように応じて換かん装そうできる小型武装ポッド兼けんマニピュレーターとして、アタッチメント方式になっており、ダメージを受けた時の誘ゆう爆ばく防止策として、強制排はい除じよできる仕様になっていた。

　装備課の人間から、かつてそう説明されたことを、レティシアは、今になってようやく思い出していた。

　つまり、早い話が。

　もぎ取られたのは、単に機体の一部のみ、ということである。
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　気が抜ぬけ、ひざから力が抜ける。レティシアは、思わずそばの壁かべに寄りかかった。

「……どうしたの？　レティ？」

　レティシアは、ややおぼつかない足取りで、メニィの方に歩み寄り──

　びすっ！

　メニィの頭にチョップを一発。

「レティ、痛い」

　びすっ！

　無視してさらにもう一発。

「……だからレティ……」

　びすっ！　びすっ！　びすっ！　びすっ！

　メニィは、チョップを続けるレティシアの顔を見やって──

「……レティ、うれしそう」

「黙だまんなさい三歳児」

　言いながらレティシアは、メニィに抱だきついたのだった。




　昼の陽が、たゆたう湖面にきらめき映える。

　いつもと変わらぬ美しい景け色しき。

　眺ながめていると、事件──未ア確ン認ノ生ウ物ンの存在ことなど、悪い夢だったかのように思えて来る。

　だが。決してそうではない。

『ワイヴァーン』の格納庫に、レティシアのパワード・スーツ『セイレーン』の姿はなく、格納されている『ウィンディーネ』の左ひだり肘ひじから先は取れている。

「噓うそ……みてぇだよな……」

　レティシアと肩かたを並べて、湖に遠い視線を送り。

　マクニールは、どこか放心したようにつぶやいた。

「……三十年だぜ……

　ここで暮らして三十年……

　……湖ここは……昔とちっとも変わらねえ……

　波も……風も景色も……何もかも……

　いつもと全然変わらねえ……

　……なのに……

　信じられるか？　三十年だぜ？　笑っちまうよな。

　三十年間、自分たちのすぐ隣となりに、人食いの化け物が棲すんでることにも気づかないまま、吞のん気きに過ごしてたってわけだ？

　俺おれもケビンもザリルも……！

　信じ……！」

　マクニールは言葉を切ると、レティシアから顔をそむけて言葉を切った。

　浜はま辺べに戯たわむれる鳥たちの鳴き声。

　陽の光に、きらめきたゆたう湖面。

「……信じられねぇよな……」

　しばしあって。

　言ったマクニールの声は落ち着きを取り戻もどしていた。

「……なあ……あんたら、トラブルシューターだ、って言ってたよな」

　湖に目をやったまま、マクニールは言う。

「つまりは……料金次第で、いろいろなこと引き受けてくれるわけだよな」

「──怪かい獣じゆう退治の料金でも聞きたいわけ？」

　レティシアが問い返す。

「船を襲おそった奴やつや、あなたの友達を殺した奴を特定できるわけじゃない。

　かといって、この湖と森に、何匹びきいるのかもわからない奴らを絶ぜつ滅めつさせる、なんてことは無理な相談よ。

　どう依い頼らいされても、遂すい行こうが不可能なら、こちらとしては断るしかないわ」

「……わかってる……！　そんなことわかってる！　けど……けどよっ……！」
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　マクニールは、拳こぶしをにぎりしめ、沈黙した。

　かける言葉も持たぬまま。

　レティシアは、ただ、じっと水面を眺ながめていた。




　そして数日。

　湖からは、遊泳客や船の姿は、完全に消え去っていた。

　今、蒼あおくかがやく湖面には、『ワイヴァーン』の蒼い機体が浮うかぶのみ。

　──湖への立ち入りが禁止されたのは、生せい還かんの翌日のことだった。

　町長と警察署長の説得には、思ったほど手間はかからなかった。

　もっともそれは、レティシアの手際の良さもあったのだが。

　観光と漁業で成り立つこの町で、湖の封ふう鎖さは町の死を意味する。となれば、口先でどうこう言ったところで、町長や署長が納得するはずもない。

　そこでレティシアは、『ウィンディーネ』の映像記録から、アンノゥンたちの姿が映ったものを、まず町長と署長に見せた。

　その映像に、二人が言葉を失ったところで、地元の人間、マクニールからの説明。

　恐きよう怖ふと憎ぞう悪おと悔かい恨こんと。

　生の言葉で話を聞き、ザリルとケビンの死を語られて──

　レティシアの補足説明と、責任問題をちらつかせた『説得』に、町長と署長の二人は折れたのだ。

　かくて湖から人の姿は消え──

　今ここにいるのは、アンノゥンの実態調査の名目で、許可をもらった二人だけ。

　だが本当の目的は──捕ほ獲かく。

　社長うえからは、そう命令が下りている。

　もちろんレティシアとしては気乗りはしない。装備の不足を理由に命令を拒きよ否ひしても、おそらく許してもらえるだろう。

　しかし、社長のティモシーはレティシアの実兄。ここで命令を拒否し、身内に甘あまえるような形になるのは嫌いやだった。

　だが──

「……本当にいるの……？　奴やつら、ここに」

　調査をはじめて丸一日。

　あまりの収しゆう穫かくのなさに、レティシアは思わずつぶやいていた。

　碧あおい水底にあるのは、岩と藻もと流木と。時折視界をよぎる魚たち。

　前に潜もぐった時と変わらぬ光景。

　──いや。人類ひとが入植する前も、おそらくこの景け色しきは変わらず在あったのだろう。

『うん。いるよ。絶対』

　スピーカーを通して返ってきたのは、緊きん迫ぱく感かんのないメニィの声。

　今。

　レティシアとメニィの二人は、『セイレーン』と『ウィンディーネ』に搭とう乗じようし、水中の探査を続けていた。

　湖の封ふう鎖さ決定と同時に、置き去りにしておいたレティシアのパワード・スーツ『セイレーン』を回収し、『ウィンディーネ』ともども、修理した。

　──といっても別に、レティシアたちが修理したわけではないのだが。

『ワイヴァーン』のパワード・スーツ格納ユニットは、小型の自動修理工場も兼かねている。致ち命めい的てきな破損でもない限り、格納しておくだけで、しばらくすれば修理される。

　ちなみに今回は、同じ水中装備でも、探査用ではなく戦せん闘とう仕様。

　両りよう腕うでには、刃は渡わたり五十センチの分子振しん動どうブレードが内蔵され、水中での接近戦にも対応できるようになっている。

　手持ちの飛び道具は二つ。捕獲用の射出式ワイヤー・ネットポッドと、ワイヤー・コントロール式の小型魚ぎよ雷らいポッド。

　とはいえこの装備でも、レティシアには不安だった。

　いや。パワード・スーツに身を包み、水中にいることそのものが。

　つい先日、あんな体験をしたばかりなのである。またモニターやセンサーが壊こわれるのではないか。また一人、どこかに流れ着くハメになるのではないか。

　そんな不安が、どうしてもつきまとう。

　だが。

　潜もぐって、その目で確かめることは、どうしても必要だった。

　魚フア群イ探ン知ダ機ーでの調査なら、『ワイヴァーン』にいながらでもできる。

　しかしそれで見つかる相手なら、とっくの昔に誰だれかが見つけているはずだった。

　なら、アンノゥンたちは、魚群探知機にはかかりにくい習性を持っている、ということになる。

　例えば、エサを採る時以外は湖底にはりついて動かない。

　あるいは──

「……奴やつらは地上も這はい回れるのよ。

　なら、森の中をねぐらにしている、って可能性もあるわ」

『それはない』

　レティシアの推測を、しかしメニィはあっさり否定した。

『絶対湖の中にいる』

「……どうしてそう言い切れるの？」

　問うレティシアの声にはかすかな険がある。ここでイエスと言ってくれれば、この忌いま々いましい水の中から上がれるのに。

　対するメニィは淡たん々たんと、

『えっとね、地球の海に、昔、クジラっていう、全長何十メートルもある哺ほ乳にゆう類るいがいたの。

　哺乳類だから肺呼吸なんだよ。

　でもね、自分の体が重すぎて、陸に上げられると、体の重みで肺がつぶれて死んじゃったんだって』

「……それと同じだと？」

『そこまで大きくはないけど、前に出会ったおっきい奴って、地面の上に上がると、重くて動けなくなると思うの。

　そうするとエサもとれなくて死んじゃうから……やっぱり、水の中にいるはずだよ。

　体が大きいと、使うエネルギーも大きいから、いつもはじっとしてて、エサをつかまえる時だけ動くと思う』

「──なら、これだけ探してもなぜ奴らの姿が見つからないの？」

　レティシアが問う。

　湖の広さを考えれば、十分な調査をしたとは言えないが、内心の恐きよう怖ふを抱かかえるレティシアには、それは、とてつもなく長い時間にすら感じられた。

「連中は、船まで襲おそった。あなたもあたしもパワード・スーツに乗ってても襲われた。

　そして今、湖は封ふう鎖さ中。

　エサの足りなくなった連中が、あたしたちに食いついてきてもいいんじゃない？」

『……うん……まあ……』

　メニィの声は、珍めずらしく歯切れが悪かった。

「──思い当たることでもあるの？　なぜ奴やつらの姿がないか」

『……あのね……

　ひょっとしたら、あれって、『ワイヴァーン』のことをキライなんじゃあないかな、って思うの』

「『ワイヴァーン』を？」

『うん』

　言われてレティシアは、カメラを切り替かえ、湖上の『ワイヴァーン』を映す。

　湖底から見上げるそれは、ゆらぐ光を遮さえぎる大きな黒い影かげ。

　レティシアの脳波コントロール・システムは現在故障中。緊きん急きゆう時、お呼びとあれば即そく参上、とはいかない以上、『ワイヴァーン』から離はなれないようにするしかない。

　よって今までは、『ワイヴァーン』で移動、近くで探たん索さく、ということのくり返しだった。

　つまり。常に二人のそばには『ワイヴァーン』がいた。

「……怖こわがってる、ってこと？」

『よくわかんないけど。

　最初に船がひっくり返された時も、『ワイヴァーン』からずいぶん離れた時だったし。

　けど、前にあたしが戦った大きい奴も、『ワイヴァーン』が近づいて来たら逃にげて行っちゃったし。

　だから、ひょっとしたら、アンノゥンたちって、自分たちの体に比べて、あんまり大きいものには近づかないんじゃないかな、って思うの』

「なるほど……」

　メニィの言葉に、レティシアはつぶやいた。

『ワイヴァーン』は全長二十五Ｍ。

　アンノゥンに襲おそわれた、マクニールたちの乗っていた船は、全長七、八Ｍ。確かにレティシアたちが出会ったでかぶつは、船より大きく、『ワイヴァーン』より小さい。

　そう考えて。

　レティシアは、ある事実に気がついた。

「……ちょっと待ってよメニィ……

　つまり……

　もしその仮説が正しいとしたら……奴らを見つけだすには、『ワイヴァーン』から離れなくっちゃあならない、ってこと!?」

『……そうなる……』

　どこか申し訳なさそうな、メニィの声。

　──『ワイヴァーン』から離はなれる──

　想像しただけで、レティシアの胸の裡うちで恐きよう怖ふと不安が蘇よみがえり、ふくらみはじめる。

　逃げる場所もない──まわりにただ水しかないような場所で、もしあいつらに襲おそわれたりしたら──？　またセンサー類が壊こわれたりしたら？　またひとりぼっちになったりしたら？

　だが──

　ここできびすを返せば、その恐怖は、これからずっと背中にへばりつき続けるだろう。

　何かの任務でパワード・スーツを纏まとい、水の中へと入るたび、その恐怖は蘇る。

　克こく服ふくする方法は一つ。

　すなわち、立ち向かうのみ。

「……わかったわ。

　じゃあ……少し離れてみましょ」

　わずかにかすれた声で言い、レティシアは進みはじめた。

　昏くらい水の中を。




　変わりばえのしない光景は、目的と、自分の居場所を見失わせる。

　進みはじめて、十分ほどが経過した。

『ワイヴァーン』はもうはるかな後ろ。

　たとえふり向き、あおいでも、水の中からではその姿さえ見えない。

　湖底には、凶きよう獣じゆうの影かげなど微み塵じんもなく、穏おだやかなその光景は眠ねむ気けさえ誘さそう。

　だが。

『レティ！　何か近づいてる！』

　メニィの声がスピーカーから響ひびいたのは、そんな時のことだった。

「こっちでも捕捉キヤツチしてるわ！

　……けど、この反応って……」

『うん。あいつらじゃないよ』

　反応があるのは、水中ではなく水面だった。

　各種センサーが目標を捉とらえ、大きさ、音、熱量などから推測されるその正体をモニターに表示する。

「……船？」

　そう。表示によれば、それは、全長五Ｍ程度の小型船。

　湖の閉へい鎖さを知らずに乗り出したか、それともあえて無視したのか。

『どうする？　レティ』

　メニィの問いが、スピーカーから流れて来た時には──すでにレティシアは進みはじめていた。

　その船に向かって。

　レティシアには、なんとなくわかった。その船が何なのか。

　近づいて、少し距きよ離りを置いて水面から顔を出し──

『何やってるのよ』

　レティシアの呼びかけに、驚おどろきの表情を浮うかべたのは──他でもない、あのマクニールだった。

　むろんのこと。

　彼が何をしようとしているのかは想像に難くない。

「──あんたは──」

　レティシアのそばに来て、船を止めるマクニール。

『何を、やってるのよ』

　その彼に、ふたたび同じ問いを投げかける。

「……判わかるだろうが、大体」

　真っ向から、レティシア──『セイレーン』を見て彼は言う。

『ここには封ふう鎖さ命令が出てるのよ』

「あんただって、ここにいる」

『仕事よ』

「仕事、ってのがここにいていい理由になるなら、俺おれがそうしたいから、ってぇのもちゃんと理由になるはずだな」

『生身にそんな船じゃあ危険だ、って言ってるのよ』

「そのパワード・スーツなら安全だ、って思ってるのか」

『…………』

「…………」

　湖面と船の上。二人はしばし、無言で視線をからませる。

　メニィはそばに漂ただよって、無言でその様子を眺ながめるだけ。

「……かたきうち……なんて上等なもんじゃねえ……」

　その沈ちん黙もくを崩くずしたのは、ため息に乗せたマクニールの言葉。

「……たしかによ……正直言って、化け物どものことは怖こわい……

　けどな。

　怖いからって、ウチで毛布ひっ被かぶってふるえてたんじゃあ、俺は、俺じゃあなくなっちまうんだよ」

『……その気持ちは……わかるわ』

　どこか疲つかれたような、レティシアの声。

『けど……だからといって、ここであなたを行かせたら、あたしもあたしじゃあなくなるのよ。

　ましてそれで、もしもあなたに万一のことがあったりすれば……』

「……どうやらこいつあ平行線だな……」

『平行線ね』

「……けど俺おれは……」

『レティ！』

　マクニールの言葉を遮さえぎったのはメニィの声。

『何か来る！　下！』

『──！』

　レティシアは即そく座ざに水面下に沈しずみ込む。

　船が生み出す影かげの中。より濃こい、大きな影一つ。こちらに向かって浮うかび来る。

　──あいつだ──

　レティシアは直感した。

　最初の日に、マクニールたちの船を襲おそった奴やつ。

『ウィンディーネ』の腕うでをもぎ取った奴。

　根こん拠きよはない。

　だが、これほどの大きさの奴が、そう何匹びきもいるとは思えない。思いたくない。

　その影の中から。

　伸のび来る一筋の黒い帯！

　レティシアは魚ぎよ雷らいポッドを構えて──気がついた。

　その帯──アンノゥンの触しよく手しゆが狙ねらっているのは、自分でも、メニィでもなく、マクニールの乗った小型船だと。

　知っているのだ。奴は。船をひっくり返せば、動きのトロい人間エサが、水面に降って来ることを。

　──させないっ！

　触手に一発、影に二発、レティシアは魚雷を発射した。

　ポッド本体のコンピューターに内蔵された追つい尾びプログラムは、ワイヤーを介かいして、発射された小型魚雷を制せい御ぎよし、高い精度で目標に命中させる。

　ただしそれは──目標が、潜せん水すい艇ていなど、人の造ったものならば、の話である。

　この魚雷ポッドには、生き物を目ロツ標ク固オ定ンする機能などない。そもそも水中生物用の攻こう撃げき兵器など、配備されてはいない。

　つまり──外れたらそれで終わり。

　懸け念ねんは、現実のものとなった。

　かわされたのか、それとも狙ねらいが甘あまかったのか、魚ぎよ雷らいは影かげの傍かたわらを通り抜ぬけ、湖の底で光となる。

　そして刹せつ那なの間を置いて。

　どんっ！

　衝しよう撃げきが『セイレーン』の機体を襲おそった。

　爆ばく発はつによる、水中衝しよう撃げき波は。知識としては知っていたが、想像していたより強い。

　水に機体が翻ほん弄ろうされる。その中で。

　──船は!?

『セイレーン』のカメラが湖上を捉とらえる。

　伸のびる触しよく手しゆを。

　あっけなくひっくり返る船体を。

　投げ出される、船上のさまざまな機材を。

　そして──人ひと影かげを。

　──くっ！

　爆発の余よ韻いんで荒あれる水の中を、レティシアは湖面に向かって上じよう昇しようした。

　どう考えても役立たずのワイヤー・ネットのポッドを投とう棄きし、空いた手で人影を捕とらえる。

　同時に、視界をよぎる長細い影。

　とっさにかざしたロケット・ポッドに、帯状の触手が巻きついた。

　手を離はなすと、ポッドは触手に巻き取られ、爆発で濁にごった水の奥おくへと消えてゆく。

　その間にレティシアは、抱かかえた人影──マクニールを、完全に腹を見せた船の上に押おし上げた。

「……ぐっ……！　げふっ！　げふばっ！」

『ここにいて！』

　せき込む彼に声をかけ、レティシアはふたたび水中に。

　光を遮さえぎる濁り水。視界はかなり悪くなっている。

　センサーによれば、そばにメニィの『ウィンディーネ』。下方に大きな影ひとつ。

　どちらも姿は見えないが、決して遠くない位置にいる。

　メニィが発はつ砲ぽうしたらしく、濁りを透すかして薄うすい明りが一いつ瞬しゆん生まれ、衝撃波が、ふたたび水をかき回す。

『レティ！』

　ノイズ混じりに響ひびくメニィの声。

『外した！　そっちに向かってる！

　逃にげて！』

「──冗じよう談だんじゃあないわ──」

　レティシアは水の奥おくをにらみすえる。

　濁にごって何も見えないが──そこにはいる。確実に。

　アンノゥンが。

　レティシアにはわかっていた。それが狙ねらっているのは自分ではない。自分の後ろの、マクニールの船だと。

　ここで逃げれば、彼を見捨てることになる。

　それは──できない。

　ならば、止める。

　自分が。ここで。

　本体の位置は、センサーでわかる。問題は、それの操る触しよく手しゆである。

　どこから来る。正面か横かあるいは──

　瞬しゆん間かん。

　レティシアは、左ひだり腕うでの分子振しん動どうブレードを伸のばす。

　ほとんど同時に、視界左ひだり端はしに黒い帯が浮うかび上がった！

　かっ！

　薙ないだ左手にかすかな手て応ごたえ。影かげが、水が、暴れて跳はねて、泥どろ色の闇やみの奥おくへと消えてゆく。

　正直言ってカンだった。なんとなくそう思っただけ。次もうまくいく自信はない。

「メニィ！　船と、マクニールさんのカバーに入って！」

『けど……』

「飛び道具を失くしたのよ。

　奴やつは船を狙ねらってくる可能性が高い。だから、魚ぎよ雷らいを持ってるあなたがカバーに。

　船を移動させつつ『ワイヴァーン』に一いつ旦たん退いて、体勢を立て直すのよ」

「……わかった！」

　レーダー上の『ウィンディーネ』の反応が、上じよう昇しようし、船との接せつ触しよくを図る。

　それを追うもう一つの反応──アンノゥン。

　そこにレティシアが立ちふさがる。

　巨きよ獣じゆうの、真正面に。

　右腕からも、分子振しん動どうブレードを伸ばす。

　潜せん水すい艦かんの装そう甲こうもバターのように切り裂さくそれが、巨獣の前では爪つま楊よう枝じに等しく思えた。

　しかし。

　レーダー上の光点──アンノゥンが浮ふ上じようを停止した。

　たった今、触しよく手しゆを切り裂かれた痛みを思い出したのか。
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　にらみ合い。それは刹せつ那なか、永遠か。

　しかし、レティシアが胸の裡うちに押おさえ込んだ恐きよう怖ふがはじけるより先に。

　沈しずんでゆく。アンノゥンを示す光点が。

　一いつ瞬しゆん、事態が理解できない。次いで、こちらを警けい戒かいして逃にげてゆくのか、と思う。

　だが正解は、どちらでもなかった。

　レーダーで見ると、それは一旦湖底まで沈み──

　そのままふたたび浮ふ上じようを開始した！

　何の意味があったのかは知らないが、レティシアは、ふたたびその前に立ちはだかる。

　今度は、それは動きを止めなかった。

　こちらに向かって近づいて、それはほどなく、巨きよ大だいな黒い影となる。

　視界の隅すみに細長い影。

　身をひねり、レティシアがふるった分子振動ブレードは、向かい来るそれをやすやすと両断した。

　──朽くちた流木を。

　──!?

　レティシアが事態を理解するより先に。

　逆の方から迫せまる影。

　水をかき分け身をひるがえし、衝しよう突とつされる寸前に、ブレードでそちらを斬きり飛ばす。

　流木。

　愕がく然ぜんとした。

　理解したのだ。レティシアは。

　相手が今、一体何をやったのか。

　アンノゥンは、二機のパワード・スーツを、自分を傷つけうる敵とみなし、一いつ旦たん湖底に降りると──

　流木を触手で摑み、それを武器としてかかって来たのだ。

　間ま違ちがいない。こいつには知性がある。

　その思いが、レティシアの背筋を冷やす。

　ナメてかかれば、こちらがやられる。

　思わずレティシアは、全速で身を引くように移動していた。

　そのすぐあとを、数本の流木がよぎる。

「メニィ急いで！」

　上げた声は悲鳴に近かった。

「早く退たい避ひを！」

『そんなこと言ったって』

　スピーカーの向こうからは不満の声。

　むろんレティシアにもわかっている。スピードなど出せっこないことは。ましてやアンノゥンをふり切ることなど。

　相手は水中に適応した生物。対するこちらは、汎はん用ようパワード・スーツを水中用に換かん装そうしたもの。水の抵てい抗こうを考えただけでも、こちらのトップスピードが、相手のそれに敵かなわないのはわかる。

　ましてや『ウィンディーネ』は今、マクニールの乗った船を押おしているのだ。これでスピードなど出せるはずもない。

　今、一気に相手が間を詰つめて来ないのは、単にこちらを警けい戒かいしてのことだろう。

　しかしおそらく、こちらが『ワイヴァーン』に着くまでには──数分後か、数十秒後か、数秒後には、必ず奴やつは仕し掛かけてくる。

　そうなれば、マクニールの乗る船を守りきるのはまず不可能。

　ならば今、なんとか倒たおすしかない。

　だが──どうやって？

　レティシアは必死で考える。

　水中ではこっちが不利。奴の目をあざむくには──？

　レティシアは両りよう腕うでのブレードを収納、機体を転進、全速でメニィの方に向かいはじめた。

　一定の距きよ離りを置きつつあとをついてくるアンノゥン。

「メニィ！　聞こえる!?　魚ぎよ雷らいの残りは!?」

『四つ！』

「爆ばく発はつモードを接せつ触しよく型にして、一発だけ、あたしに向かって撃うって！」

『え!?』

「着ちやく弾だん前に回かい避ひして、あいつにぶつける！」

　レティシアは言った。

　自分の機体を盾たてにして、相手の目から弾だん頭とうを隠かくす。

　むろん、間ま違ちがって当たれば、『セイレーン』とてひとたまりもない。

『あぶないよ！』

「知ってる！　けどこのままの状態が続く方がもっと危ないわ！」

『……わかった！　よけるタイミングはこっちで指示するから、絶対よけてよ！　じゃあ行くよ！』

「来なさい！」

　言ってレティシアは前を見すえる。視界が悪く抵抗も大きい水中で、直径十センチ足らずの魚雷を、目視してから回避していたのでは絶対にかわせない。タイミングとカンだけが頼たよりである。

『発射！』

　スピーカーから響ひびくメニィの声。

『三、二、一、今っ！』

　機体を全力制動、進路を変へん更こう。地上や宇宙でやればかなりのＧ重力負荷がかかるところだが、水中ではＧどころか、もどかしくなるほど遅おそい。

　視界の中に出現する黒い点。それは瞬しゆん時じに大きさを増し、青い魚雷の姿となって、『セイレーン』の機体のすぐ脇わきをすり抜ぬけ──

　閃せん光こうが生まれた。

　レティシアのすぐ後ろで。

　衝しよう撃げきと、水の乱流が機体をゆさぶる。

　なんとか姿勢を制せい御ぎよして、レーダーを見る。

　レティシアの後方。

　アンノゥンを示す光点が、ゆっくりと下降してゆく。

　──やった──

　深い──安あん堵どの吐と息いき。

　レティシアは、機体をメニィたちの方へと向けた。




『──レティ！』

　悲鳴に近いメニィの声がスピーカーから響ひびいたのは、メニィたちとの合流を果たし、軽口の一つでも叩たたいてやろうかと思っていた、その矢先のことだった。

「何よ？」

　つぶやいてから──

　レティシアは気がついた。

　レーダー上。

　湖の底──ま下から、急速に浮ふ上じようしてくる物体ひとつ。おそらくは──

　アンノゥン。

　倒たおれてはいなかった。

　一いつ瞬しゆん意識を失ったか、それとも単にそのフリなのか。一いつ旦たん底に着いてから、湖底ぞいに移動して、ま下から攻こう撃げきをかけて来たのだ。

　ではさっきの爆ばく発はつは？　魚ぎよ雷らいは確かに当たったはずである。触しよく手しゆに当たったなら触手が吹ふっ飛ぶはず。ひるんで退たい却きやくしてもよさそうなものだが──

　──まさか──

　レティシアの脳裏をある想像がよぎる。

　魚雷を、流木で迎げい撃げきした？

　ありえない。レティシアは自分のその想像を否定した。魚雷を見てから迎撃体勢に入ったのでは──

　そこまで考えて。

　レティシアは気がついた。

　自分の、致ち命めい的てきなカン違ちがいに。

「メニィ！」

　レティシアは呼びかける。

「地上じゃあともかく、あいつ、水中じゃあ、目で見て攻撃してるわけじゃあないわ！

　なら、何を頼たよりに攻撃してきてると思う!?」

　アンノゥンは、濁にごった水の中でも、触手を使って正確な攻撃をして来た。目で見てから対応したのでは遅おそくすぎる魚雷にも対応した。

　視覚でないなら、何に頼っている？

『音！』

　メニィは即そく答とうした。

　機械のエンジンやモーターの音。生き物の発する心臓の音。

　ならば──

　レティシアは、機体を『ウィンディーネ』のそばに寄せ、

「メニィ！　魚ぎよ雷らいを一発、接せつ触しよく爆ばく発はつモードで発射じゃなくて排はい出しゆつ！」

『どうするの!?』

　問いながらもメニィは指示に従う。

　ワイヤーを引きずったままの魚雷が一発、ポッドの中からゆっくりと排出される。

「任せて！　ミスったらフォローお願い！」

『セイレーン』は右手でそれをしっかり摑つかむと、先せん端たんの信管に触ふれないように注意しながら、左手でワイヤーを持ち、右手と魚雷をぐるぐる巻きに固定する。

　左のブレードでワイヤーをカット。

　その間にもアンノゥンは、ぐんぐんと上じよう昇しようを続けている。

『レティ！　まさか……』

「あいつと心中する気はないわ！」

　言ってレティシアは──

『セイレーン』の全動力をカットした。

　コックピットが闇やみと化す。

　推進用のモーターが、フラップ・フィンが停止して──

『セイレーン』は沈ちん降こうを開始した。

　予備電源で、外部モニターだけを点灯する。

　湖の底、深い闇やみからうき上がる黒い影かげ。

　影はやがて色を、輪りん郭かくを持ち──凶きよう獣じゆうの姿を浮うかび上がらせる。

　一匹ぴきの、巨きよ大だいなアンノゥン。

　全長は、十メートルを超こえているのではないだろうか。触しよく手しゆの長さに至っては、一体どれほどになるのか。

　自分の鼓こ動どうが耳につく。動力はすべて停止した。アンノゥンが音を頼たよるなら──メニィの説が正しいなら、相手にとって自分は今、沈しずむ石ころに等しいはず。

　だがもしも。コックピットにいる自分の鼓動を、呼吸の音を聞き取られたら？

　──気づくな──気づくな──

　息さえ止めてレティシアは念じる。

　無限に等しい、短い時間。

　巨きよ獣じゆうの虚うつろな目が、手のひらほどの牙きばがびっしり生えた半開きの口が、モニターの中をいっぱいに占しめ──

　通り過ぎた。

　巨獣の巨大な胴どう体たいが、『セイレーン』をかすめて過ぎる。生み出す水の乱流に、機体は流され、回転し──

　さきほどのプレッシャーが噓うそのように消えていた。
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　自分でも意外なほど静かな気分で。

　タイミングを見計らい。

　レティシアは手動で、機体の右みぎ腕うでパーツを強制排はい除じよしていた。

　炸さく薬やくが起こす小さな爆ばく発はつは、右腕のパーツをはじき飛ばし、飛ばされたそれは、アンノゥンの胴体にぶつかった。

　魚ぎよ雷らいの弾だん頭とうを、その先に固定したままで。

　爆発が──起こった。

　はじける閃せん光こうの中、レティシアは、巨大なアンノゥンの胴どうが二つにちぎれ折れるのを、確かに見たような気がした。




　気がつくと、湖底にいた。

　爆ばく圧あつで押おしつけられたのだろう。動力はオフのまま、機体はあおむけになっている。

　──終わった──

　モニターが映すのは、はるかな湖上の光を背に、二つにちぎれ、小さくなってゆっくりと沈んでくる巨獣の死体。

　と、その時。

　視界の隅すみで、何かが動いた。

　湖底に沈んだ流木の一本。

　それが──ほぐれた。

「──」

　レティシアの思考が凍こおりつく。

　一本だけではない。

　湖底のあちらこちらで。

　流木がほぐれ、その本当の姿──体の外に巻きつけた触しよく手しゆをほどいたアンノゥンたちとなり、降り来る死体に群がり、食い散らす。

「……何匹びき……いるのよ……？　一体……？」

　レティシアのつぶやきは、昏くらいコックピットに空むなしく消えた。





　付記




命名　ギルガメス・オルシール

発見者　レティシア＝マイスター


　　　　メニィ＝マリオン

　　　　マクニール＝グラント



　惑わく星せいギルガメスＮ３──５エリア、ブルーアイズ・レイクに棲せい息そくする大型水中生物。

　体長５～８Ｍ　最大10Ｍを超こえる個体も観測されている。

　肉食性。

　帯状の触しよく手しゆ腕わん四本を持ち、通常は触手を螺ら旋せん状に体に巻きつけ、湖底で流木に擬ぎ態たい。

　触手を使って地上の移動も可能。

　生態調査は現在も続行中。

　尚なお、ブルーアイズ・レイク湖こ畔はんに存在したノーゼズ・シティは、当とう該がい生物発見より半年後、安全上の理由により閉へい鎖さされている。







作コー戦ドネ名ーム『未サー確チフ認オア生ジア物ンノ探ウ索ン』：終了
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　金属と樹じゆ脂しに囲まれた空間は、冷たさと同居する清潔感、そして──人のざわめきに満ちていた。

　惑わく星せいランドバーム軌き道どう上の衛サテラ星イト・港ポート。

　窓の外には、ひろがる宇宙の黒を背に、青くかがやく星一つ。そこに在あるのは絶対の沈ちん黙もく。

　こちらがわ──衛サテラ星イト・港ポートのロビーには、対照的な生のざわめき。あふれ、行き交う雑多な人々。

　そのざわめきの一角に、また一つ声が上がった。

「おほーっ♪　あんたらがそうなのかい？」

　軽けい薄はくな声を上げたのは、これまた軽薄そうな男だった。

　柄がらものの派は手でなジャケットとスラックスをだらしなく着き崩くずし、ポップな髪かみ型がたと寝ね癖ぐせとの境界線上ギリギリアウトな脱だつ色しよくブロンド。片耳に三つずつのピアスはコーディネートがなっておらず、ワンポイントというより単なる悪目立ち。

　長身で、ハンサムと言っても許される程度の顔はしているのだが──

　少なくとも、レティシアの好みでないことは確かだった。

　自己紹しよう介かいを終えた彼女は、いつにも増して無表情──というよりも、どこか憮ぶ然ぜんとした顔を、目の前の相手──今回の依い頼らい人、サイモン＝マルティーニに向けていた。

「いやぁこりゃ参ったなぁ。エスコートしてくれるのが、こんなかわいコちゃんたちだなんて正直思ってなかったぜ。もっとこう、汗あせくさい兄ちゃんとかむさ苦しいおっさんとかだとばっかり思ってたらよ。これが両手に花、って奴やつかい？　ラッキーだね俺おれも。

　シェリフスター万歳、ってか？　レティちゃんにメニィちゃん、だっけか？　まあこれからよろしくな」

「よろしくー♪」

「レティシア、です」

　脳天気にあいさつを返すメニィとは対照的に、レティシアはつとめて事務的な口調で言った。

　むろんのこと、『気安く呼ぶな』と暗に言ったわけなのだが──

「まぁまぁ。そうカタくなるなってレティちゃん。これからしばらくのつきあいだ。ざっくばらんに仲良くいこうぜ。仲良くよ。はっはははははは」

　言って、気安くぽんぽんレティシアの肩かたを叩たたく。

　言いたいこと、やりたいことは山ほどあれど、とりあえずレティシアは、黙だまってその場に佇たたずんでいた。

　──なんであたしは、こんな奴の話を聞いていなくちゃあならないんだろう──

　などと内心つぶやきながら。

　むろん理由はわかっている。

　これが依い頼らいだから、である。




　およそ百年前。

　光の速度を超こえる手段を得た人類は、さまざまな惑わく星せいを居住可能に改造し、宇宙へと進出していった。

　だが開かい拓たくは、希望とともに無む秩ちつ序じよを産む。

　政府機関だけでは解決しきれない、あふれ返るさまざまな問題を、依頼を受けて解決するため生まれた職業。それが事トラ件ブル処シユ理ータ業ーである。

　地球圏けんに本ほん拠きよを持つ巨きよ大だい企き業ぎよう──クロフト・カンパニーは、一体何を考えたか、いきなりそのトラブルシューターの会社──シェリフスター・カンパニーを新設。

　しかも会社を立ち上げるなりやりはじめたのは、設立記念の無料トラブルシュート・キャンペーンというものだった。

　そして今回。

　会社が引き受けたのは人物の護送。

　護送相手は、惑星ローデルランドの、ある政治家の三男坊ぼう。名前はサイモン＝マルティーニ。

　惑星ランドバームまで、ふらりと旅に出ていたのだが、都合で里帰りをすることになった。

　別に誰だれかに狙ねらわれているわけでもないのだが、一応政治家の家族ということでもあり護衛を頼たのみたい。

　ただし、宇宙船酔いをする性質なので、目的地まで一気には進まず、航路上にある各惑星の衛サテラ星イト・港ポートでそれぞれ一いつ泊ぱくする──というのが今回の仕事の条件だった。

　……まあ、今までの依頼に比べれば、わかりやすい仕事ではある。

　何しろ今まで回ってきた仕事といえば、どこかの組織のアジトを潰つぶせ、などというアクション映画の見すぎのようなものだとか、湖の怪かい獣じゆうを探せ、などという、怪あやしげなＴＶ特番のようなものだとか。

　それらに比べれば、護送というのは実にわかりやすくていい。

　護衛が要るならそいつか親かが雇やとえばいいのだが、こんな依頼を会社が受けたのは、おそらく、政治家をやっている親とパイプをつくりたかったから、といったところだろう。

　まあ、そのあたりの事情はなんでもいい。

　レティシアとしては、与あたえられた依頼を着実にこなすだけの話──

　──と、思っていたのだが。




「へぇぇぇぇ。こんなすごい船きみたち二人だけで動かしてるの？　たいしたもんだ。

　ひゃぁぁぁ。スゲェ数の計器。ね、これ本当にみんな使うの？　なんかこういうの見るとやたらと触さわってみたくなるのが心情ってもんだけど、やっぱりマズいのかな？　そういうのってさ」

　ことここに来て。しかしそれでもサイモンは、あいもかわらずやかましかった。

「いいから静かに座っていてください」

　出港準備を整えながら、レティシアは、ふり向きもせずにそう言った。

　衛サテラ星イト・港ポートに接せつ舷げんされた恒ス星タ間ー宇シ宙ツ船プ『シューティング・スター』の艦橋ブリツジで、レティシアとメニィとは、今、出港準備のまっ最さい中ちゆうだった。

　全長一二〇Ｍ、白とブルーのあざやかな機体。決して大型ではないが、数々の最さい新しん鋭えい装備をほどこした船である。

　──この出港手続きという奴やつは、わりと手間のかかるものなのだ。メイン・シートに座るレティシアとメニィの両手は、ほとんど休むひまもなく、いろいろと操作や入力を行なっている。

　そこに、後ろの予備シートから、気軽にぽんぽん声をかけられたのでは、どうにも気が散って仕方ない。

　だが。

「まあまあ、気にするなって。

　知ってると思うけど、実は俺おれ、宇宙船ふな酔よいするタチなんでさ、こうやってしゃべって気をまぎらわせてるんだよ。そういうわけだからまあ、多少は大目に見てくれよ。
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　あ、けど宇宙船ふな酔よいするからって言っても心配しなくていいぜ。あんたらに迷めい惑わくかけるつもりなんてさらさらないからさ」

　──すでに十分迷惑なのだが──

　胸の裡うちで、憮ぶ然ぜんとつぶやくレティシア。

　だが無料キャンペーンとはいえ、一応仕事は仕事。それに確かに、乗り物酔いは他のことで気をまぎらわせるのがいいらしい。酔ってもいいから黙だまっていろ、とはさすがに言えない。

　ともあれなんとか手続きを終え──

「出港進路オールグリーン。ドッキングポート分ぶん離り確認。恒ス星タ間ー宇シ宙ツ船プ『シューティング・スター』──発進」

　バーニアを吹ふかせて衛サテラ星イト・港ポートから距きよ離りを置き、ある程度離はなれたところでメイン・エンジンを作動。

「おっ。おっ。動き出した動き出した。なあなあレティちゃんにメニィちゃん、こんなちんたらやってないで、もっとガーッと加速しようぜガーッと」

「宇宙船ふな酔よいするんじゃなかったの？」

　無茶なはやし立てをするサイモンに、レティシアはつとめて冷たい口調で言った。

「するさ。おお、するとも。

　けどだからって落ち込んでちゃあ余計に酔いがひどくなるって話だから、せめて口先だけでも楽しんでるようなフリをした方がいいんじゃないかと思ってな」

　フリというより、なんだかしんそこ楽しそうにしか聞こえないのだが、レティシアは、つとめて気にしないことにした。

　依い頼らいはまだ、はじまったばかりなのだから。




　恒ス星タ間ー宇シ宙ツ船プには、人工重力発生装置、というものがとりつけてある。

　人間の体は、無重力状態に長時間晒さらされ続けていると、さまざまな悪あく影えい響きようが出てくる。それを防ぐために、そういうものが取り付けられているのだが──

　技術力などの問題で、宇宙船の重力発生装置が生み出す疑似重力は、〇・二Ｇ前後──地球の五分の一程度。大型の豪ごう華か客船でもせいぜい〇・四Ｇ弱。ちなみに『シューティング・スター』は〇・二Ｇ強となっている。

　いずれにしても、標準型の惑わく星せい上重力に比べると小さい。

　つまり早い話が、宇宙船に乗っていると、エレベーターで下がりはじめた時と同じ感覚がずっと続くのである。

　これは、慣れないと相当に気持ち悪いし体調も崩くずす。それが宇宙船酔いである。

　レティシアも子供の頃ころ、これにかかったことがあったが、相当にキツいものがあった。

　そして出港一日目の今日。

　だが、参っていたのはサイモンよりも、むしろレティシアの方だった。

　宇宙標準時に基づく一日を終え、自室に戻もどり──レティシアは制服スーツのまま、ばったりと、ベッドの上に倒たおれ込んだ。

　どうにも疲つかれて仕方がない。

　むろんあの、サイモンという男のことである。

　出港。自動操縦に切り替かえての航行。食事、会話、一日の生活。

　始終あの男はしゃべっていた。

　レティシアが一年間で話す分くらいを、あの男は今日一日でしゃべっているのではないだろうか。

　趣しゆ味みは何だ生年月日はどこの生まれであれその髪かみの毛金きん髪ぱつを黒く染めてるのもったいない魅み力りよく的てきなのにスリーサイズなんて教えてくれないよねごめん冗じよう談だん好きなＴＶ番組とかは俺おれはこれだけどそうか別に宇宙じゅうに放映しているわけじゃあないから見られないよなはははははそうだそれで思い出したんだけどこの前俺の友達がこんなことを。

　──殺ス。

　途と中ちゆうで自分の目が据すわってくるのを自覚しながら、それでもレティシアはなんとか耐たえていた。

　なんでも面おも白しろがるお気楽三歳児のメニィは、あまり気にならない──というよりむしろ、サイモンの話を面白がっているふうさえあったが、もともとあまり人づきあいの得意ではないレティシアにとっては、苦手を通り越こして苦痛だった。

　生い立ちなどを何度も聞かれたが、レティシアはともかく、メニィの方は、生まれがかなり特とく殊しゆである。

　あんなおしゃべり男相手に、まっ正直に、『いやぁこの子、親会社のクロフト軍産部門が、遺伝子操作で生み出した子で、こう見えても実じつ年ねん齢れい三歳なのよ』などとは言えない。言えるわけがない。

　生年月日や出生地などの話題に触ふれられるたびに、あわててレティシアがフォローに入る。そんなことが何回あったか。

　──むろんメニィには、偽にせの年齢や出生地などの設定があり、メニィ自身も、聞かれたらそう答えるように、と教えられてはいるようである。

　しかしなにぶんメニィのことである。うかつにしゃべらせたら、どこかでボロが出るような気がしてしかたがない。

　だから結局、レティシアが、一人で気苦労を背負い込むことになる。

　──シャワーでも浴びて、すっきりして、とっとと眠ねむるしかないわね──

　などと思いつつも、ベッドから起きあがる気力がわいて来ない。なおもしばらくそのままで、もぞもぞごろごろやっていると──

　──ツーッ。

　ドアフォンの鳴る音に、レティシアは身を起こした。

「……………………」

　サイモンのような気がする。というかおそらくそうだろう。メニィなら、インターフォンの通話ですむはずである。

　無視したい気はするのだが──ひょっとしたら今になって、宇宙船酔いが出てきたという可能性もある。ならばほうっておくわけにもいかないだろう。

　ドアに近づき、閉めたまま、通話スイッチだけをオンにする。

「──はい」

『……俺おれ……だよ……苦し……くて』

「──!?」

　スピーカーから漏もれてきたのは、苦しげなサイモンの呻うめき。

「どうしたの？」

　言って扉とびらを開けたとたん、靴くつのつま先が扉のすき間に入って来る。

　その向こうに立っているのは──いたって血色のいいサイモン。

「……苦しいんじゃなかったの？」

「そうとも」

　彼は芝居しばいがかった大おお仰ぎようなしぐさで胸に手を当て、

「レティちゃんのことを思うと胸が苦しくて苦しくて。けどレティちゃんがなぐさめてくれたら、きっとよくなるに違ちがいない。そう思って来ちまったんだ。そういうサービスはしてくれないのかな？　あ、それとも別料金になる？」

　ぷっつ。

　この瞬しゆん間かん。

　レティシアの頭の中で、何かがキレた。

　彼女は婉えん然ぜんとほほえんで、両手でそっとサイモンの両りよう頰ほおを包む。

「──五万──で、どう？」

　ヒュウッ。

　サイモンは小さく口笛を吹ふき、両手をレティシアの腰こしに回し、

「いいねぇ。好きだよ。話がわかる娘こは。

　あ。けど五万って、単位は？　ドルとかだとちょいと持ち合わせが、な」

　問われてレティシアは、にっこりと、

「ボルト」

　サイモンがその意味を理解するより早く。

　ばぢっ！

　レティシアの手て袋ぶくろ──スタングローブが、五万ボルトの電圧を、サイモンの顔面に垂れ流した。

　体が触ふれ合ってはいるが、絶ぜつ縁えんスーツを着たレティシアにはどうということもない。

　数度激しくケーレンして、倒たおれたサイモンを廊ろう下かに蹴けり出し、レティシアはドアを閉じてロックを二重にかける。

　──全く男っていう奴やつはなんでこうなんだか。もうこうなったら余計な気き遣づかいは一切無用ね。とりあえず、要所に立ち寄って目的地に、っていう依い頼らい条件は守るとしても、最終的には息さえしていればいい、というくらいのつもりで──

　胸の中で毒づきながら、スーツを脱ぬいで怒いかりに任せてほうり出し──

　そのままのポーズでしばし硬こう直ちよくしてから、スーツを拾って羽織り、ドアを開けて廊下に出る。

「……メニィ……ちゃん……俺おれだよ……苦しくて……」

　ばぢぢぢっ！

　ふたたびレティシアの放った電でん撃げきが、メニィの部へ屋やの前で同じ芸を披ひ露ろうしていたサイモンを、今度こそ完全に撃げき沈ちんしたのだった。
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「何か言いたそうね」

「……え……ええっと……」

　問うレティシアのその顔色を、メニィはこわごわうかがって、

「……ひょっとしてレティ、あたしのこと怒おこってる……？」

「そんなことないわよ」

「……………………」

　メニィは、なおもしばし無言のまま、レティシアと向き合っていたが──

「あの……廊ろう下かに倒たおれてるサイモンさんって、ほっといていいのかなぁ？」

「いいのよ」

　にっこりほほえみ、答えるレティシア。

　その笑顔がメニィの目には、なんだかとてつもなくコワいものに映った。

　サイモンの野望を実力行使でうち砕くだいたその直後。レティシアは、そのままメニィの部へ屋やへと入って行った。

　レティシアはいつものスーツ姿だが、メニィの方はすでにパジャマに着き替がえている。

「……えっと……あの……それで……用？」

「そのサイモンの話なんだけど」

　問うメニィに、レティシアは、びっ！　と人さし指を立て、やや声をひそめて、

「いい、メニィ、あの男には、くれぐれも気をつけなさい。部屋に入れてくれ、とか言われても入れちゃあ駄だ目めよ」

「………………」

　言われてメニィは、眉まゆをひそめてしばし考え、

「気をつけろ、って……つまり、あたしの部屋に入れなければいいの？」

「いや、だから──」

　わかるでしょ？

　そう言いかけて、レティシアは硬こう直ちよくした。

　たぶんわからないのだ。メニィには。男や女のことは。

　戦せん闘とう技術やさまざまな知識、いくつもの言語は教え込まれている。肉体年ねん齢れいも十五、六歳の少女といったところだろう。

　しかし、メニィの実際の人生経験はわずかに三年。それも、必要最小限の日常生活の常識や、さまざまな武器の運用練習などに当てられたと聞く。男とゆー生き物が何考えて生きているか、などということは、たぶん教わっていないだろう。

　──いや、それ以前に──

　レティシアはふと、ある考えに至る。

　遺伝子操作により、人間の女性と同じ外見で生み出されたメニィだが、その、なんというか、人間と同じようにそういうことができるのかどうか……

　かといって、当人に聞くわけにもいかないし……

　そんなことを、つらつらと考えてしまうレティシア。

「……レティ、顔、赤い」

「黙だまんなさい」

　思わず、びすっ！　とチョップ一発。

「レティ、痛い」

「ちょっと静かに」

　レティシアは必死で頭を巡めぐらせる。

　もしもサイモンが、メニィに、よからぬことをしようとしたとする。しかしその場合、メニィはおそらく、相手が自分に何をしようとしているのかも理解できないだろう。

　まずい。これは非常にまずい。

　レティシアは、さらにしばし考えて──

　やがてまっすぐメニィの瞳ひとみを見つめると、その肩かたに、ぽんっ、と手を置き、こう言った。

「──メニィ、今からあなたに、もしもの時の秘策を授けるわ」




　いきなりレティシアに手を出そうとしたのは失敗だった。

　与あたえられた自室に戻もどり、まだ痺しびれの残る体をもみほぐしながら。サイモンはそう反省していた。

　彼女を選んだのは、単にサイモンの好みだった。かわいいタイプのメニィもいいが、やはりクールビューティーのレティシアの方が、彼としてはくるものがある。

　だが、少々ことを急ぎすぎたようである。

　もともと男っ気のない、女二人の中に自分が入って来たのだ。イケてるファッションに気の利きいたトーク。二人は間ま違ちがいなく、自分を意識しているはずだった。

　レティシアの口数が妙みように少なかったのは、たぶん照れているからだろう。となれば少し強引に押おしてやれば──と思ったのだが。

　軽い女に見られたくない。どうしていいかわからない恥はずかしさ。そんな気持ちがないまぜになって、彼女はあんな過激な反はん撃げきに出たのに違いない。

　ならばどうするか。

　答は簡単。先にあのメニィの方をオトすのだ。

　こちらの話にも、彼女はずいぶんとノッて来ていた。あれは絶対、自分に気がある。

　あの人なつっこさ。無む警けい戒かいぶり。あれがＯＫの信号以外の何だというのか。

　メニィをオトし、仲良くしてみせる。すると当然レティシアは嫉しつ妬とする。

　現にさっきも、メニィの部へ屋やに行こうとした自分を、レティシアは妨ぼう害がいした。

　美人の弱点は、そこにある。

　なぜあの人は、私じゃなくてあの子の方と仲良くするのか。あの子より私の方が──やだ私ったら何考えてるんだろう──

　胸の奥おくのもやもやが、単なる対たい抗こう意識なのかそれとも恋こいなのか。

　心が迷い揺ゆれているのを、十分にじらしたあげく、突とつ然ぜんに、気のあるふうを見せてやれば、やはり私を選んでくれた、と、コロリと行く場合が多い。

　ならば明日のターゲットはメニィ！

　──我ながら完かんっ璧ぺきな計算だね──

　胸の裡うちでつぶやいて、サイモンはひっそりほくそえむ。

　ちなみに彼は子供の頃ころ、算数計算の成績は最悪だった。

　まあ、どうでもいいことだが。




　人類が光の速度を超こえて百年。

　それでも男は悲しいくらいにバカだった。




　翌日は、レティシアにとってはおおむね平和な一日だった。

　相手にされていないことを、ようやく自覚してくれたのか、サイモンは、レティシアにはあまり話しかけてこなくなった。

　とはいえメニィには、宇宙船酔いの気をまぎらわせるためか、あいもかわらずべらべらとしゃべり倒たおしている。

　メニィにしても、はじめて聞く世間話は面おも白しろいらしく、いちいちあいづちを打っているが、それはいわば、子供が何にでも興味を示すのと同じこと。

　──けどこの馬ば鹿か男のことだから、メニィが自分に気があるんじゃあないか、くらいの勘かん違ちがいはしそうだし──

　それがどうにも気がかりだったが、さすがに、一切しゃべるな、とまでは言えない。

　どこかに不安を残しつつ、それでも、二日目が終わる──




　二日目が終わるその直前。

　サイモンは行動に出た。

　廊ろう下かに出て気配をうかがう。

　ここでもしレティシアに見とがめられたとしても、トイレだとか何とか言えば、いくらでもごま化かしはきく。

　今は幸い、あたりに彼女の姿はない。

　サイモンは足音を殺しつつ、メニィの部へ屋やへと向かった。

　ドアフォンを押おして、待つことしばし。

『──はい』

　スピーカーから聞こえてきたのはメニィのあどけない声。

「やあ。メニィちゃん」

『あ。サイモンさん』

「ちょっと話があるんだけど……いいかな」

『うん。いいよ』

　あっさりと返ってきたのは肯こう定ていの返事。

　──やっぱり計算通りだな──

　サイモンは内心ほくそえんだ。

　ドアはまだ開かない。たぶんあわてて着き替がえているのだろう。かわいいところもあるもんである。一体どんな服で出で迎むかえてくれるのか、今から楽しみだった。

　誘さそうような服で来るか。それとも気持ちを悟さとられないように普ふ通つうの服で来るか。あるいはいきなり何も着ていない、というのも──

　などとサイモンが、アホな妄もう想そうをしていると──

『……あの……で、話って何？』

　スピーカーからのメニィの声に、サイモンはあやうくコケそうになる。

　──ドア越ごしに話しするつもりだったのかこの女はッ!?　……いやいや……まあ、天然……もとい、ちょいとおっちょこちょいなところもチャームポイントか──

「ああ、ドア越しじゃあ話しにくいな。できればその──開けてくれる？」

『ええっと……でも、レティが、サイモンさん、部屋に入れちゃあいけない、って』

　──やっぱり妬やいてやがる──

　自分の『計算の正しさ』を確信し、彼は内心ほくそえみ、

「じゃあさ……部屋には入らないから、このドアだけ開けてくれるかい？　それならいいだろ？」

『うん』

　返事から間を置かず、今度はドアはあっさりと開いた。

　メニィは、その目の前に立っていた。

　やや大きめの青いパジャマに、白いスリッパ。いつも二つにくくっている髪かみは、今はほどいて下ろしている。

　今から眠ねむる気まんまん、といった格好である。が──

　──こいつ……誘ってやがる──

　御ご都つ合ごう妄もう想そうモード全開のサイモンの目にはそう映った。

　サイモンは、かがやかんばかりの笑顔──と自分で思っているものを浮うかべて、

「ごめんな。こんな時間に。

　ひょっとして、寝ねるところだった？」

「うん」

　真っ正直に答えられ、一いつ瞬しゆんサイモンのカガヤクエガオとやらが引きつるが──

　──おやおや。舞まい上がって社交辞令も言えなくなっちまってるか。かわいいねぇ──

　現実を自己妄もう想そうで補正して、即そく座ざに気を取り直す。

「なあ、メニィちゃん」

　メニィの両りよう肩かたに左右の手を伸のばす。

　見つめあう瞳ひとみと瞳。

「……俺おれは……まどろっこしい話は嫌きらいだ」

　その手をゆっくりと下にすべらせる。

「ことばなんて無しにわかりあえたらどんなに素敵か……なあ、そう思うだろう？」

　肩かたから腕うでに。腕から背中に。

「……えーっと」

　メニィにはよくわからない。

「大だい丈じよう夫ぶ。だいじょうぶだよ。メニィちゃん」
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　背中から腰こしにまわした両手で、少女の華きや奢しやな体を軽く抱だき寄よせる。

　抵てい抗こうは──ない。

　サイモンは、自分の完全勝利を確信した。

「怖こわがることなんてないさ。とまどう必要だってない」

　サイモンの手は、さらに下に。

　そして、メニィも両手を伸のばす。

　サイモンの両りよう頰ほおに。

　一瞬彼の体がこわばる。昨日レティシアから受けた電でん撃げきを思い出したのだ。

　しかし今は──メニィのやわらかな手に、あの無ぶ粋すいな手て袋ぶくろはない。

　そして──二人の顔と顔とが近づく。

　……もしその速度がもう少し遅おそくければ、あるいはサイモンも、それをキスとカン違ちがいしたかもしれない。

　だが、そんな時間があろうはずもなく──

　ごばっ！

　サイモンの意識は白はく濁だくした。




　ツーッ。

　聞こえたのはインターフォンのコール音。

　どこかの部へ屋やからの直通である。

　レティシアは、通話スイッチをオンにした。

『ハイ。レティ』

　聞こえたのは、いつもと変わらぬメニィの声だった。

「どうしたの？」

『あのね、サイモンさんが来たの』

「──それで!?」

『えっとね、レティが言ったみたいに、おしりさわってきたから、言われた通り、軽く頭ず突つきしたら、一発で動かなくなっちゃったよ』

「ああ。やっぱり」

　どこかひとごとのような口調で言うレティシア。

　メニィにとっては、軽い頭突きかもしれないが、なにしろ彼女は普ふ通つうの人間とはできが違う。あんなものを常人が食らったら、一体どうなることか。

　レティシアも時々、メニィの頭にチョップを食らわしているが、ぜんぜん効いてなさそうな上に、へたに力を入れすぎたら、こちらの手の方が痛かったりするのだ。

　──さらば。サイモン──

　レティシアは男のために、コンマ一秒ばかり黙もく禱とうしてから、

「廊ろう下かにほうり出して、カギをちゃんとかけたら、気にせず寝ねなさい。もしサイモンが復活して、ドアフォンとかで何か言ってきても無視すること」

『……でもね……レティ……その……』

　気まずげなメニィの声。

「何よ？　いいから言いなさい」

『……サイモンさん……おでこのあたりから血が出てて、すごく痛そうなんだけど……』

「気にしなくていいわ」

　きっぱりと言った。

「あなたがケガしていないならいいのよ。わかったらほうり出して、忘れて寝る。

　いいわね」

『うん。わかった』

　素直なメニィの返事を最後に、通話は終わった。

　話を終えたレティシアは、すがすがしい気分でベッドにもぐり込んだ。

　──明日はメニィに、あの子の好物のトーフでも食べさせてあげようか──

　などと思いながら。




　三日目。

『シューティング・スター』が立ち寄ったのは、惑わく星せいファイデルにある衛サテラ星イト・港ポートの一つだった。

　契けい約やくにある、宇宙船酔い対策休きゆう憩けい所じよの一つである。

　衛星港ここから惑星上に降りるなら、検けん疫えきや入国手続きなど、いろいろと面めん倒どうな手順が必要なのだが、ここに滞たい在ざいするだけなら、そういった手間は必要ない。

　ちなみに衛サテラ星イト・港ポートのメイン・ブロックに働く疑似重力は、どこでも共通規格の〇・八Ｇ。宇宙船酔いのリハビリにはちょうどいい。

　──今日のサイモンは、妙みようにおとなしかったが、それがメニィの頭ず突つきのおかげなのか、それともそろそろ宇宙船酔いの症しよう状じようが出てきたのか、判断しにくいところではある。

「今日はここのホテルで一いつ泊ぱく」

　商店が連なるメインブロック。その一角にあるホテルのロビーで。

　言ってレティシアはサイモンに、ルーム・キーを手て渡わたした。

「レティちゃんとメニィちゃんの部へ屋やは？」

　さりげなさを装ったつもりで問うサイモンに、レティシアはさらりと、

「別に取ったわ。標準時で明日の午前十時にここのロビーに集合。遅おくれないでね。それまでは自由行動。いいわね。それじゃあ行きましょ、メニィ」

　言ってサイモンの答えも待たず、メニィを連れて、すたすたその場を立ち去った。

「……ねえ、レティ、いいの？」

　メニィがそう聞いて来たのは、エレベーターに乗ったあとのことだった。

「何が？」

「何が、って……サイモンさんのこと。自由行動とかさせて」

「何か問題でも──」

　言いかけて──彼女は、はっ！　と小さく息を吞のむ。

　その顔に浮うかぶは悔かい恨こんの色。

「──そうか……しまったわ！

　あんな男を放置しておいたら、このステーション中の女性が危ない。

　そう言いたいのねメニィ！」

「……えっとね、そうじゃなくてね、あたしたちって、あのひとの護衛もしごとのうちだったような気がするの」

「そんな忌いまわしい過去は忘れなさい。

　けどとにかく──急いで捕ほ獲かくして、部へ屋やに隔かく離りする必要はあるわね。行くわよ」

　次のフロアでエレベーターを下りて、いそぎロビーにとって返す。

　あたりを見回すが姿はない。

「行き違ちがい!?　部屋？」

　エレベーターでサイモンの部屋へ。ノックをしたが反応はなし。

　レティシアの胸を不ふ吉きつな予感が満たす。

　まさか──すでにホテルから外に出てナンパでもはじめたか!?

　あわててロビーに逆ぎやく戻もどり。しかしあたりを見み渡わたせど、どこにも彼の姿はない。

　レティシアは、そばにいたボーイをつかまえて、チップを握にぎらせながらサイモンのことを聞く。

「──ああ。その方でしたら」

　と、そのボーイは、玄げん関かんの方にちらりと視線を走らせて、

「男の方二人とご一いつ緒しよに出て行かれましたよ」

「そう。ありがとう」

　レティシアは、深い安あん堵どの吐と息いきとともに、ロビーにある、手近なソファに腰こしを下ろした。

「……あの……レティ？」

「危機は去ったわ」

　不安げに言うメニィに、しかしレティシアは落ち着いた声で、

「いっしょに行ったのが女の人ならともかく、男二人だっていうのなら何も問題はないでしょう？」

「けど、変。

　なんでサイモンさんは男の人たちなんかといっしょに行っちゃったの？

　ここに友達がいるなんて話、聞いてないよ。

　ひょっとしたらその男の人たち、サイモンさんを狙ねらってるひとで、無理矢理連れて行かれたんじゃあ……？」

「──いい？　メニィ。よく聞いて。自分自身の心の声に素直に耳をかたむけて──」

　レティシアは、メニィを隣となりに座らせて、その瞳ひとみをまっすぐ見つめて問いかける。

「もしもサイモンが、彼を狙う連中に捕つかまったとするわよ。

　で、それをあたしたちがこのまま無視したとするわね。

　当然サイモンは、いろいろと酷ひどい目に遭あうかもしれないわ。

　それで──どこに問題があるの？」

　メニィは基本的に、レティシアのことが好きである。

　しかし時々、彼女のことが、ひたすらコワく思えてしまうのは何な故ぜだろうか。

　そう。ちょうど今のように。

「……え……えっとね……」

　わずかなおびえを見せながらも、メニィはそれでも意見を述べる。

「えっとね、もしもサイモンさんが悪いひとに捕まって、あたしたちがそれをほったらかしたら、おしごとは失敗ってことになると思うの。

　そうすると、怒おこられて、もらえるおトーフの数とか減るかもしれないでしょ？

　サイモンさんのことで、おトーフを食べられる回数が減るのはヤだもん」

　こちらもさらりとヒドいことを言っているが、むろんメニィにその自覚はない。

「……まあ……それもそうね」

　言われてレティシアも考える。

『護送の相手を自由行動させておいたら、いなくなっちゃいました』などというのはさすがにマズいだろう。

「たしかに彼なんかのことで、マイナス評価やペナルティを受けるのは面おも白しろくないわ。

　……仕方ないわね。それじゃあ、野良犬に嚙かまれたとでも思って、あきらめて捜さがしましょうか」

「うん。あきらめて捜す」

　二人はとりあえずホテルを出て、まずは玄げん関かん先さきのドアボーイに聞き込む。サイモンと男二人は、通りを右手──港ポートの方に歩いて行ったとか。

「行くわよメニィ」

　言ってそちらに駆かけ出すレティシア。

　あとをついてゆくメニィ。

「どこに連れて行かれたのかな？」

「港ポートよ。たぶん、宇宙船ふねで、宇宙に、連れ出す、つもりね」

　息も乱さず問うメニィに、呼吸に合わせて応こたえるレティシア。

　サイモンが連れ出されてから、ほとんど時間は経たっておらず、ここから港まではそれほど離はなれていない。へたに車などに乗れば、相手を気づかず追い越こしてしまうおそれもあった。

　そして二人が駆け出してほどなく。

「レティ！　あれ！」

　言ってメニィが指さしたのは、すこし先の通りの反対側。リニアカーの車道をはさんだ歩行者通路。

　男二人に左右をはさまれ、港の方へと歩いて行くのは、間ま違ちがいなくサイモンの姿。

「聞いて！　メニィ！」

　メニィが駆け出そうとするより先に、レティシアが言う。

「同時にかかったとしても、二人を同時に倒たおすのは難しいわ。そうなると残った一人が、サイモンを人質に取ったり、危害を加えたりする可能性も出てくる。それを防ぐ方法は一つだけ。

　つまり、逆をやって不意をつけばいいのよ」




　ただの友人三人組。

　一行は、そういうふうにしか見えなかった。

　サイモンの左右をかためる男たちは彼と同世代。服装も、似たようなラフなもの。まあ、サイモンよりは趣しゆ味みはいいが。

　三人は、繁はん華か街がいの通りを、港の方へと向かっていた。

　これから宇宙船ふねに乗り込んで、衛サテラ星イト・港ポートを出るのだ。これで計画通り──

　だが、ことはそう都合良くは運ばなかった。

　最初の一いつ瞬しゆん──左右の二人に見えたのは、前向きにつんのめるサイモンの頭。

　次の一瞬──見えたのは、サイモンの後頭部につき刺ささった足二本。

「ぎめ。」

　サイモンの上げた妙みような悲鳴と、彼の倒たおれる音が聞こえ──

　誰だれかが後ろから、サイモンの後頭部に派は手でな跳とび蹴げりを食らわした。

　二人がそう理解したのは、さらにしばし経たってからだった。

『──な!?』

　彼らが驚おどろきの声を上げた時には、跳び蹴りをかました相手──メニィは素早く身を起こし、呆ぼう然ぜんとする男の片方に向かって蹴りを放った！

「ぐっ!?」

　男は反射的にガードしようとするが、メニィの蹴りの速さに間に合わず、一いち撃げきを脇わきに食らって吹ふっ飛んだ！

　──サイモンに跳とび蹴げを食らわして、一いつ瞬しゆん男たちと引き離はなし、なおかつ相手のスキを誘さそう。それがレティシアの立てた、巧妙こうみようかつ私的感情が山盛り入った作戦だった。

　倒たおれる相棒を目にしながら、もう片方の男は──事態はやはりよく理解できぬまま、それでもメニィが危険と察知し、あわてて後ろに跳び退すさる。

　その背に──殺気があった。

　あらかじめその場所にいたレティシアの掌しよう打だが男の背につき刺さり、男は前向きに吹っ飛んだ──ように見えた。

　しかし男は、数歩たたらを踏ふんだだけで、あっさり体勢を立てなおし、倒れたもう片方も、ひょいっ、と身を起こす。

　どちらも打だ撃げきを受けた瞬しゆん間かんに、自分から跳んで、ダメージを最小限に抑おさえたのだ。

　──こいつら、結構やるわね──

　レティシアは反射的に身構えて──しかしその構えが、男たちに、レティシアの技量を悟さとらせる結果となった。

「退ひく」

　片方の男が言うとともに、二人は迷わずきびすを返して逃とう亡ぼうに移る。

　だがむろん、レティシアとて、彼らを逃にがすつもりはない。
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「メニィ！　捕つかまえて！」

「わかっ……!?」

「メニィちゃぁぁぁぁぁん！」

　応こたえて駆かけ出すより早く、言ってメニィの腰こしに、がしっ！　としがみついてきたのは、復活したサイモンだった。

「……をっ!?」

「ちょっと！」

　メニィとレティシア、驚おどろきと非難の声が交こう錯さくする。

　その間にも男たちは駆けてゆく。

　メニィの脚きやく力りよくならば追いつけるだろうが、それはあくまでもサイモンがしがみついていなければの話。

　レティシアの脚あしで追いつくのは難しい。よしんば追いついたとしても、二対一で勝てるかどうかは疑問である。

　そんな事情はおかまいなしに、サイモンはメニィの腰にしがみつき、

「た、助かった……！　ありがとう、ありがとう！　あいつら俺おれを……」

　言う彼の両りよう頰ほお、メニィの手が伸のびる。

『──え？』

　レティシアとサイモン、二人がとまどいの声を上げた、その瞬しゆん間かん。

　がっぢ！

　メニィの『軽い』頭ず突つきがサイモンの額を直ちよく撃げきした！

「……えっと……」

　ノビたサイモンの顔面を抱かかえたままで、メニィはやや自信なさげに、レティシアに目をやって、

「サイモンさんがおしりをさわったら、軽く頭突き……で、いいよね？」

　たしかにレティシアは、メニィにそう教えた。しかし今は場合が違ちがう。しがみついたサイモンの手が、たまたま触ふれただけなのだろう。

　だけなのだろうが──説明するのは面めん倒どうくさい。

「ＯＫよ」

　レティシアはそう言うと、視線を通りの先へと戻もどす。

　しかしその時にはすでに。

　男二人の姿は、もはやどこにも見当たらなかった──







　　　２




「で？　狙ねらわれる心当たりは？」

「……俺おれにはないよ。日ひ頃ごろの行いはいい方なんでね。

　もっとも──

　親父おやじがらみとなると、今度は逆に心当たりがありすぎて……いてててて……」

　言ってサイモンは、わざとらしく自分の額を押おさえた。

　いや、ひょっとしたら本当に痛かったのかもしれないが──ともあれそんなことは、レティシアの知ったことではなかった。

　謎なぞの男二人に襲おそわれたサイモンを、無事に『救出』したあと。

　三人はとりあえず、ホテルにとった彼の部へ屋やへと戻もどっていた。

　彼は、メニィに頭ず突つきをかまされた頭を押さえながら、

「……けどよ、あの連中、本当に俺を狙ってたのか？

　単なる身代金目当ての誘ゆう拐かい犯で、相手は誰だれでもよかった、って可能性も……」

「ありえないわね」

　しかしレティシアは、あっさりとその意見を否定した。

「……な……なんでだよ？」

「誰でもいいなら、もっと人目につかないところで、御ぎよしやすい女子供を狙うはずよ。

　人目のあるホテルのロビーで、大の男を狙うなんてこと、普ふ通つうはしないわ」

「……金のありそうな奴やつを、ホテルのロビーで物色してた、とか……」

「だとしても、他のターゲットを狙うわよ。あそこには、女も子供も老人もいた。

　その中で、あなたが一番金を持っていそうに見えたか──といえば、答えはノー。

　それにたぶん、相手はプロよ」

「プ……プロ」

「ええ。

　ところであなた──ホテルのロビーから、どうやって連れて行かれたの？　ろくに抵てい抗こうもせずに？」

「そ……そりゃあ……

　いきなり背中に何か押しつけられて……たぶん銃じゆうだと思うけどよ……

　武器を持ってる。抵抗するな、って言われて、仕方なく……さ……」

「そんなところでしょうね。

　ちょっと小競り合いをした時の手て応ごたえからすると、二人とも、何かの武術の訓練を受けてたわ」

「そんなこともわかるのか!?」

「──こっちも一応プロだから。

　格かく闘とう技ぎのできるシロウトが、身代金目当ての誘ゆう拐かいをもくろんで、銃じゆうを持ち、人目につくホテルのロビーで、たまたま被ひ害がい者しやにあなたを選んだ──なんてことは考えにくいわ。

　連中は、あなたを狙ねらったプロだ。そう考えるのが妥だ当とうね。

　──ホテルを引きはらって宇宙船ふねに戻もどるわよ。

　こうなった以上、ノンストップで目ローデ的ルラ地ンドに直行するわよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　いきなり出発を宣言し、イスから腰こしを浮うかせるレティシアに、あわてて待ったをかけるサイモン。

「レティちゃんはそう言うけどよ、俺おれはまだ正直言って、自分が狙われてるようには思えないんだよ。

　それに、宇宙船ふな酔よいするから、あちこちに立ち寄ってくれ、ってのは最初っからの約束だろ？」

「そう言うけど、あなた宇宙船ふな酔よいなんてしてないじゃない」

「ガマンしてたんだよずっと！　意識するとヒドくなるから、無理にはしゃいでよ。

　それでこの何日かは乗り切ったけどよ、こっから先もうまく行くかどうかは、正直言って自信はない」

「けど、話が変わったことくらいはわかるでしょ？

　もし連中が、父親がらみであなたを狙っているのなら、捕つかまったらどうなると思う？

　たぶん切り取られた耳か指だけが、ひと足先に里帰り、ね。

　そういうのが好みなのかしら？」

「おいおい、おどかしっこはなしだぜ。

　けどちょいと待ってくれよレティちゃん。

　話が変わった、って言ったけど、ちっとも変わってなんていねえぜ。

　俺の親父おやじが政治家で、俺が狙われるかもしれねえ、ってこと。

　そして、俺が宇宙船ふな酔よいする、ってこと。

　こいつは、最初はなっから知ってたはずだ。

　知ってて、レティちゃんのところの会社はこの依い頼らいを受けた。

　つまりこいつは──たとえ俺が狙われたとしても、あちこちの衛星港みなとに立ち寄りながら、俺をきっちり護衛することができる──って意味だよな。

　なのに、襲おそわれたから、途と中ちゆうに立ち寄るのをやめる。宇宙船ふな酔よいの方はがまんしろ。なんていうのは、それこそ話が違ちがうんじゃないのか？

　プロなんだろ？　レティちゃんたちは」

「……………………」

　言われてレティシアは無言。無表情な顔の下で、何を考えているのかは、サイモンにはわからない。

　しかし実際の話として、サイモンが言っていることの方に利はあった。より安全かそうでないかは別として、そういう条件での依い頼らいだということは事実なのだから。

　レティシアは、しばし沈ちん黙もくしてから、

「──そうね。あなたがこちらを信じてくれるのなら、予定を変へん更こうする必要はないかもしれないわね」

　わりとあっさり前言をひるがえす。

「そういうことだよレティちゃん。

　俺おれはそっちを信じて、そっちはきっちり仕事をする。

　で、俺は宇宙船ふな酔よいなんかにかからずに済む。問題なし、だ」

「ただし、プロに狙ねらわれている可能性もある以上、部へ屋やは変えるわよ。

　マークされている可能性は高いわ。

　それと今後、念のため、部屋は入る前にあたしがチェックする。オーケー？」

「オッケーだ。

　守ってもらえる、っていうのなら、二人と同じ部屋がいいなぁ。俺」

「──そうね──」

　言いながらレティシアは、グローブを、くいっ、とはめなおし──

「──あ──いや──けどやっぱり、お互たがいのプライバシーは尊重しなくちゃあいけないからな。

　一人部屋でいいさ」

　言ってサイモンは、あわててぱたぱたと手を振ふりまくったのだった。




　裏路地。

　観光客たちでにぎわう通りを、ほんの一本、奥おくにずれると、そこにはあまり品の良くない店が建ち並ぶ。

　どんな街でも見られるそんな情景は、虚こ空くうに漂ただよう衛サテラ星イト・港ポートとて、決して例外ではなかった。

　そんな並びの一角にある安酒場。

　来るのは地元の常連や、補給に立ち寄った行きずりの宇宙船ふな乗りたち。置いてあるのも安酒──というより、味のついたアルコールのようなシロモノばかりである。

　そのぶん値段は安いのだが、店がまえや客層などは、お世辞にもお上品なものとはいえない。

　早い話が、旅を楽しみたい観光客たちは、決して足を踏ふみ入れないような店である。

　もしも今。

　レティシアかメニィが、この店の中を覗のぞき込んでいたなら、片かた隅すみに、覚えのある顔を見つけていたことだろう。

　注文した安酒には手もつけず、ただ黙だまってテーブルについているのは、サイモンを連れて行こうとした二人の男たちだった。

　片方はブラウンの髪かみ、もう片方は黒くろ髪かみで、双そう方ほう二十代の半ばといったところか。

　ゆったりとしたジャケットを着ているが、見る者が見れば、その下に隠かくされた、鍛きたえられた肉体に気づくだろう。

　不ふ機き嫌げんな沈ちん黙もくがしばし続くそのうち──

「──二人だけか」

　一体、いつの間に近寄って来たのか。

　言って、テーブルのそばに佇たたずんだのは、別の影かげ二つ。

　うち片方、場ば違ちがいに仕立てのいいスーツを着込んだ銀ぎん髪ぱつ男の灰色グレイの瞳ひとみが、無ぶ遠えん慮りよに、テーブルの男たちに注がれる。

「つまりは──」

「クロフトの名前は伊だ達てじゃなかった、ってことだよ」

　続けようとした銀髪の言葉を遮さえぎり、黒髪が不機嫌に言う。

「相手はたかが女二人なんだろう？」
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　揶や揄ゆの言葉を放ったのは。残る一人。

　だぶだぶの作業服でその身を覆おおい、目深にかぶった作業帽ぼうのせいで、顔もろくに見えない。

　だが、押おし殺したその声は、あきらかに女のものだった。

「それを、自称プロの男二人が、あっさり手玉に取られた、と？」

「甘あまく見ていたのは事実だ」

　ブラウンの髪が言う。

「片方はたぶん、何かの格かく闘とう技ぎをやっている。

　だがそれは、こちらも同じ。まともに戦えば引けを取るつもりはない。

　だがもう片方は、よくわからん。

　速さとパワーは圧あつ倒とう的てきだが、技とか型とかいうものがないように感じた。

　いずれにしろ、今、騒さわぎを大きくする必要はない」

「──確かに──」

　言って銀髪は、にんまりと、どこか蛇へびにも似た笑みを浮うかべた。

「旅は、まだはじまったばかりだし、な」




「な？　なんにもなかっただろ？

　やっぱりあの連中、別に俺おれを狙ねらったわけじゃあなかったんだよ」

「──かもしれないわね──」

　サイモンの叩たたいた軽口に、珍めずらしく、レティシアはあいづちをうった。

　明けて翌日。

　一行の乗った『シューティング・スター』が、ファイデルの衛サテラ星イト・港ポートを無事出発したあとのことである。

　ホテルでの一いつ泊ぱく。そこから港への路上。搭とう乗じよう・発進の手続き中。

　レティシアとメニィの二人は、始終あたりに注意を払はらっていたが、結局、襲しゆう撃げき者しやたちが現れる様子はなかった。

「次に寄るのは……たしか、ダリングだっけ。

　ま、そこまではゆっくり行こうや」

　ブリッジの予備シートに、くつろいだ姿勢──というより、だらしなく腰こし掛かけて、サイモンは気楽な調子で言った。

　ワープ可能域に着くまでは、まだまだ時間がある。それまで特にやることはない。

　──むろん、何も起こらなければの話だが。

「じゃ、とりあえず、奥おくのリビングで、みんなでお茶でもしようぜ」

　言って彼は腰を浮かし──

「あたしはもう少しあとでいいわ」

「あたしもー♪」

　レティシアとメニィ、二人にあっさり即そく答とうされて、彼は、腰こしを浮うかしたままのポーズで一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。

「……おいおい。操縦なんて、自動オートにすりゃあいいじゃないか。

　ファイデルの衛星港みなとからは、もうだいぶ離はなれてるんだろ？」

　発進してからまだ七、八分。しかし宇宙船の速度というのは、地上の乗り物とは比べものにならないくらい速い。衛サテラ星イト・港ポートははや、はるか後ろ。他の宇宙船が密集する地帯もとうに抜ぬけている。

　このあたりからは、自動航行に切り替かえても、何の問題もないだろう。

　だが。

「一応念のため、よ」

　当たり前のようにレティシアが言う。

「……おいおい。念のため、って何だよ。

　まさか、俺を狙ねらった連中が、こんな所で襲おそってくる、なんて考えてるんじゃないだろうな？」

「そういう『念のため』を怠おこたらないのがプロなのよ。

　信じてくれたんでしょう？　プロとしてのあたしたちを？」

「……ま……そりゃあそうだが……」

　言ってふたたび腰かけるサイモン。

「お茶、飲みに行かないの？」

「……そんなもん……一人で行っても、気晴らしにも何にもならないだろ……」

　レティシアの問いに、彼は面おも白しろくもなさそうにつぶやいた。

　──宇宙の航行というものは、慣れてしまえば、わりと退たい屈くつなものである。

　なにしろ、まわりに見えるのは、当然ただただひたすら宇宙。

　星々の光はたしかにきれいだが、地球の古い言葉に、「美人は三日で見み飽あきる」とあるように、変わらぬ星のきらめきは、変わらぬゆえにすぐに見飽きる。

　もともとがまんのなさそうなサイモンは、何かネット番組でも見ようとか奥おくに行ってゲームでもしないかとか、あれこれいろいろ二人を誘さそうが、レティシアは、それを適当に軽くいなし続け──

「──つまり、退屈が嫌いやなのね」

　ようやくまともな答えを返したのは、衛サテラ星イト・港ポートを出てから一時間近くが経たった頃ころのことだった。

「そういうこと。

　だからさ、こんな所にへばりついていないで、リビングかどこかで……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。

　リビングに行かなくても、退屈しなくてよくなりそうだから。

　──不ふ明めい艦かん一隻せき、右う舷げんより急速接近中。

　通信等は一切なし」

「げ。」

　遮さえぎり言ったレティシアの言葉に、サイモンは呻うめきを漏もらす。

　もし自動航行モードにして、艦橋ブリツジをカラにしていれば、出現した船のことは、さらに接近されるまで気づかなかっただろう。

　レティシアは通信をオンにして、接近中の船に向かい、通常船せん舶ぱく用の周波数で、あいさつの通信を送る。

「こちら『シューティング・スター』。貴船の航行の安全を祈いのる」

　──これは実質、あいさつというよりも、安全確認である。

　通信とともに、それを送った船の船舶コードが相手に送られ、それが身分証明と、相手に対して害意のない意思表示になる。

　逆に言うなら──その通信を送ってこない船は、身分を知られたくない理由があるとも解かい釈しやくできるわけである。

　そして。

　相手の船は、こちらからの通信を無視したまま、スピードを上げて接近を続ける！

「メニィ、全武装解放。発射準備」

「わかった！」

　レティシアの指示に、メニィの指がコントロールパネルの上を踊おどる。

　しばらく前まで、この『シューティング・スター』の操そう艦かんは、レティシア一人でやっていたのだが、最近はどういう心境の変化か、その一部をメニィに任せていた。

「……ぶ……武装解放っておい……!?」

「回かい避ひ運動もするから、シートベルトは忘れないで」

　あわてるサイモンに、レティシアの声。

「いや……あの……なんつぅか、そういう物ぶつ騒そうなことは……！」

　サイモンはごにょごにょ言いながらも、あわててシートベルトをかける。

　その間にも、不明艦との距きよ離りはどんどんと縮まり──

「目標、主しゆ砲ほう射程内まであと五！」

「撃うっちゃう？」

「まだ撃たないで。……二、一、捕ほ捉そく！」

　同時にレティシアは船体各部の噴射装置バーニアを吹ふかし、回避運動を開始した。

　これならば、たとえいきなり砲ほう撃げきを受けたとしても、そうそう当たるものではない。

　──向こうの船に武装があるなら、そろそろこちらを射程に捉とらえているはずだった。

　しかし正体不明の宇宙船は、いまだ接近以外の行動は──

　がぐんっ。

　船体に衝しよう撃げきが走ったのは、その瞬しゆん間かんのことだった。

「──う──撃うたれた!?　噓うそだろ!?」

「落ち着いて」

　うろたえるサイモンに言うレティシア。

　計器類の表示にざっと目をやり、彼女は言った。

「牽トラク引タービームの広域放射よ」

　と。

　──宇宙船の装そう甲こう材ざいには、搭とう乗じよう者しやや内部機器を有害な宇宙線から守るため、特とく殊しゆな分子構造をしたシールド物質が混入されている。

　その物質は、ある種のビームパルスの刺し激げきを受けることによって、さながら磁石に引き寄せられる鉄のように、パルスの発信源と引き合うのだ。

　そのパルスの俗ぞく称しようが、トラクタービーム、というわけである。

　正式な名称は他にあるのだが、「ワープ」の呼称と同じく、一いつ般ぱんに定着したのは、昔からなじみのある、この名前の方だった。
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　むろんその引きあう力は、宇宙船のエンジン推力を上回るほどのものではないが、足あし枷かせとして、相対速度──お互たがいから見た目の速さを殺す役には立つ。

　相手の船は、そのビームパルスを、拡散照射したのである。

　こちらと向こうの船との距きよ離りは、先にも増してぐんぐんと詰つまってゆく。

　そして突とつ如じよ。

　レーダー上の光点が二つに分かれた。

「目標増加。……やるわね」

　動どう揺ようの色さえ見せずにつぶやくレティシア。

　どうやら相手は、もともと二隻せきの宇宙船をドッキングさせ、レーダー上では一隻のように見せて接近してきたようである。

「ねえ、撃っちゃう？　レティ？」

「もうちょっと待ちなさい」

　うずうずしながら身構えるメニィをレティシアが制し──

　──ツーッ──

　通信のコール音がブリッジに響ひびいた。

　レティシアは無言で回線を開く。

『そちらに、男が一人、乗っているはずだ』

　第一声はそれだった。

　画像はなし。音声のみ。その声も、声せい紋もんをごま化かすためにコンピューター処理でもしてあるのだろう。男とも女ともつかぬ、平板で、不自然な響きのものだった。

『こっちの砲ほうの照準は、そっちの船に合っている。

　何が言いたいか、わかるな？』

　一隻せき目がトラクタービームで機動力を奪うばい、二隻目が攻こう撃げきする。一隻目を攻撃しようとすれば、そのスキに二隻目に叩たたかれる。

　逆に、そちらを先に攻撃しようとしても、機動力の面で不利になる。

　だがレティシアは何も答えず、ただ、船体を操った。

　船体を一隻目へと向けて。

　この時。トラクタービームの吸引力は、足あし枷かせではなく、追い風と化した。

『──まさか!?　突つっ込む気か!?』

　通信機の向こうから別の声。機械処理を通してなお、動揺の色がうかがえる。

　が。

『度チキ胸ンレ試ーしスのつもりか!?　面おも白しろい！』

　通信者の声が響く。

　先にひるんだ方が負け。意地を張り合いすぎれば互たがいの死が待つ。度胸試しの死のゲーム。

　二隻の距きよ離りはみるみる縮まる。トラクタービームを照射している船も、進路を変える様子はない。

　だがむろん。

　レティシアはもとより、チキンレースなどをするつもりはさらさらなかった。

「ＲＢ──三ブロック排はい除じよ」

　彼女は手動で、船体の一区画ブロツクを強制排除した！

　同時に、バーニアとエンジンを全開！

　火薬で爆ばく破は排除されたブロックは、そのいきおいで加速して、トラクタービームを照射中の船に向かって突っ込んでゆく！

　──もしここが宇宙でなければ、さぞかしけたたましい音が響ひびいたことだろう。

　切り離はなされたブロックは、宇宙船のトラクタービーム照射装置をまともに直ちよく撃げき・粉ふん砕さいした！

　足枷から解き放たれた『シューティング・スター』の船体は、はじかれるように二隻の船から離れてゆく。

「……む……無茶だ！」

「ええ。無茶よ」

　サイモンの呆ぼう然ぜんたるつぶやきを、レティシアは、あっさりと肯こう定ていしたのだった。




「──面おも白しろい──」

　加速し、去りゆく『シューティング・スター』を画面の中に眺ながめ。

　通信を切ってから、銀ぎん髪ぱつの男はつぶやいた。

「追うか？」

　問いかけたのは作業服の女。

　こんなところでも、いまだ作業帽ぼうを目深にかぶっている。

「──いや。やめよう。今は、な。

　ところで──

　気づいたか？」

「まあ、な。

　確かに面白い相手だ。それは認めよう。

　だが正直、気に入らん。

　……それはそうと、向こうの無事は確かめたのか？」

「おぉっと。そうだ」

　言って銀髪は、通信周波数を変え──

「無事か？」

　その呼びかけに一いつ拍ぱく遅おくれ、画面に映し出されたのは、黒くろ髪かみとブラウンヘア、二人の男たちの姿。

　言うまでもない。トラクタービームを照射していた宇宙船に乗っていた二人──そして、ファイデルの衛サテラ星イト・港ポートで、サイモンを連れて行こうとした男たちである。

　ぶつけられた拍ひよう子しにどこかで打ったのか、黒髪は頭をさすりつつ、

『……あちちち……

　くっそ！　よくもやってくれやがって……

　──や……奴やつらは!?』

「行ったよ」

『行ったよ……って……！

　追わなかったのか!?』

「追ってどうする？　砲ほう撃げきでもして、サイモンごと沈しずめるか？

　そんなわけにもいかないだろう？」

『そりゃあ……そうだけどよ……』

「言っただろう？　旅は、はじまったばかりだ、って」

　銀髪は、芝しば居いがかったしぐさで一礼し、

「──次のステージ、惑わく星せいダリングの衛サテラ星イト・港ポートを乞こうご期待ください──

　というところかな」




「……怖こわいんだ……」

　サイモンが、ぽつり、と漏もらしたのは、『シューティング・スター』のリビングで、皆みなで食事をとっている時のことだった。

　むろん宇宙に昼も夜もないが、生活リズムの上では夕食に当たる。

　しばしの沈ちん黙もく。

　──というか、レティシアもメニィも、サイモンのセリフなど全く気にせず、フォークとナイフを動かしているだけなのだが。

　……こほんっ、と、サイモンは、きまり悪げにせき払ばらいをして、

「……あー、しかし何だ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかなこの先？」

　気まずさ隠かくしに、言い回しを変え、ペッパーの効いたラム肉を、ナイフでがしがし切りながら、

「あの連中が、どうやら俺おれを狙ねらってるらしい、っていうのはよーくわかった。

　たしかにそいつぁレティちゃんの言う通りだったよ。

　けどよ、あんな、宇宙船使ってまでムチャやらかすような連中相手にして、本当に大丈夫なのかい？」

「プロなのよ。あたしたち。

　──そう言ったのはあなたよ」

　コンソメでボイルしたブロッコリーを口に運びつつ、レティシアは言った。

「信じてくれるんでしょう？」

「そりゃあ信じてるさ。

　……けどさ……こう……何て言うか……

　やっぱり、不安っていうのはぬぐえないものなのさ……」

「ふぅん」

「……いや……『ふーん』じゃなくて、もうちょっと別のリアクションが欲しいところなんだけどな。俺としては」

「どんな？」

「どんな……って……」

　サイモンは、レティシアとメニィ、二人の顔を交こう互ごに眺ながめ──

「……言えるかよぉ。こんな場所で」

　今さら何をテレているのかは知らないが、ともあれ、あまり健全でないことを考えていたのは確かなようである。

「それじゃあ、途と中ちゆうの衛サテラ星イト・港ポートに寄るのは中止して、ローデルランドに直行する？」

「だっ……！　ダメだな、そいつは。

　怖くなって予定を変へん更こうした、なんてことになったら男がすたる！」

　説得力のないサイモンの言葉に、レティシアは食事を続けつつ、

「つまり、現状に問題はないというわけね」

「………………ええっと……そう……なるかな……？」

　つぶやくと、サイモンは、黙だまって食事を再開した。




　──なぜだ!?

　サイモンは、生まれてこのかた、かつてないほど悩なやんでいた。

　──レティちゃんもメニィちゃんもなぜオチないっ!?

　わりと底の浅い人生である。

　いろいろとモーションをかけてはいるが、手ごたえはなし。

　たとえば今日にしても、彼がぽつりとつぶやいた『怖こわいんだ』という言葉──ふと見せた弱さに母性本能をくすぐられ、『心配することはないわよサイモン。あなたのことは、あたしが、絶対守ってあげる』『ふっ……我ながら情けねえよな……男のくせにビビっちまってよ……笑っちまうだろ。こんな男』『ううん……そんなことない……あたし、あなたのことが……』

　といった展開になるはずだったのだ。サイモンの脳内予想では。

　ちなみに相手はどちらでも可。

　なのに、なぜああいう展開になる？

　思い通りにならない理由は？

　むろん、自分がバカだから、という真実に、彼がたどり着くことはない。

　彼は悩んで、悩み抜ぬき──

「──そうか！」

　与あたえられた自室のベッドに腰こし掛かけて、サイモンは、思わず声を上げていた。

　目の前にわだかまる闇やみが、一気にひらけたような気がした。

　なぜ、こんなことに気づかなかったのだろう。

　すべての謎なぞが、今、解けた。

　すなわち──

　レティシアとメニィとは、女同士のイケナイ関係にあるのだッ！

　それならば、女二人でトラブルシューターなどをやっている理由も、なぜこの自分に興味を示さないのかも説明がつく。

　女同士の世界に走り、男を、排はい除じよすべきものとしか見なしていない二人は、彼のアプローチを、強引で鼻につくもの、と感じてしまったに違ちがいない。

「……そうとわかれば燃えてきた！」

　胸の裡うちを声に出す。
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「待ってろよ二人とも！　こうなったら俺おれが、男の魅み力りよくってものを教えて、二人をノーマルな道に戻もどしてやるからなッ！」

　カン違ちがいと妄もう想そうの二重奏。

　サイモンは、今日も変わらずバカだった。




　レティシアは、ひどく疲つかれていた。

　ファイデルからダリングまで到とう着ちやくするのに約二日。

　その間、始終襲しゆう撃げき者しやを警けい戒かいしてのこと──ではない。

　彼女が疲れ果てているのは、他でもない、サイモンのバカさ加減にだった。

　ファイデルを出発したその翌朝。

　ド紫むらさき色いろのスーツに身を固めたサイモンを見たときには、反射的に銃じゆうに手が伸のびかけた。

　最初のように、夜中に部へ屋やを尋たずねてくるようなことはなかったが、しかしそれは別に人生を悔くい改あらためたわけではなく、どうやらアプローチのしかたを変えただけのようだった。

　何かにつけてポーズを決めて、どこかで借りてきたような『詩的なセリフ』を朝から晩まで連打してくれたのだが、これがまぁ安い安い。

　メニィの方は興味を示し、コメディアンの新ネタを期待するようなまなざしを送っていたが──レティシアにとっては、たまったものではない。

　それが、およそ二日間。

　ようやくダリングの衛サテラ星イト・港ポートに着き、ホテルに取った部へ屋やに入ったあと。

　レティシアはずっと、ベッドの上に突つっ伏ぷしていた。

「レティ、疲れてる？」

「……ちょっと……ね……」

　メニィの問いかけに、彼女は枕まくらに顔をうずめたままで答えた。

　レティシアとメニィが同じ部屋。隣となりがサイモン、という部屋割りである。

　この部屋割りに、サイモンは、自分の誤解をますます確信していたりするのだが、それはレティシアたちのあずかり知らぬところである。

　しばらくぐってりしていると──

　ツーッ。

　コール音に受話器を取ると、相手は隣の部屋のサイモン。

『よう。休んでるところ悪いんだけどよ、今日の夕食……』

「ルームサービスで適当に頼たのんで」

『えええええええええ』

　不満の声は、電話の向こうとレティシアのそば、両方で聞こえた。

　どうやらメニィも、ルームサービスの夕食というのが、お気に召めさないようである。

『……前のファイデルの時もそうだったけどよ……せめて、ちょこっと外出して、地元の旨うまい店に行くとか……』

　なおも食いさがるサイモンに、しかしレティシアは冷れい淡たんに、

「駄だ目めよ。

　前のファイデルの時にも言ったけど、あなたは狙ねらわれているんでしょう？

　わざわざ偽ぎ名めいを使って部屋を取ったのよ。

　不用意に外を出歩いたりしたら意味がなくなるわ。

　ここに寄った目的は、あくまで宇宙船ふな酔よい対策の休養。観光じゃあないわ。

　ルームサービスは好きな時に注文して。代金はこっちに回してもらえるように手配済みだから。

　ドアを開ける時は、必ず覗のぞき窓で相手を確認してから。いいわね」

　一方的にそう言うと、レティシアは受話器を置いた。

　とたん。

「あたしジャパニーズコース～♪」

　横手から、うってかわって喜々としたメニィの声が上がった。

「？」

「ジャパニーズコースぅぅぅぅぅぅ♪」

　さし出されたメニューを手に取り、見てみると、そう名付けられたセットの品書きの中に『豆ＴＯ腐ＦＵ』の文字。

　……つまり……それさえあれば満足なわけね……この子は……

　心の中で息をつき、レティシアは、自分の頼たのむ料理を物色しはじめた。




　ドアベルが鳴ったのは、電話でルームサービスを頼んで、しばらくしてのことだった。

「あいよ」

　サイモンは、寝ねっ転がっていたベッドから身を起こし、部へ屋やの入り口に向かうと、ドアノブに手を──

　伸のばしかけ、ふと、レティシアの言葉を思い出す。

　──ドアを開ける時は、必ず覗のぞき窓で相手を確認してから──

「そうそう」

　おどけた調子で言いながら、覗き窓から外を見る。

　立っていたのは一人の女。

　ホテルの従業員ではない。

　だが──

　美人だった。

　サイモンは、迷わずドアノブを回した。




　ドアベルが鳴ったのは、電話でルームサービスを頼んで、しばらくしてのことだった。

「ルームサービスです」

　その向こうからは男の声。

　レティシアは覗き窓で、相手の姿を確かめる。

　ワゴンの料理を脇わきに控ひかえた制服姿。

　レティシアはドアを開けた。

「そちらのテーブルにお運びしてよろしいでしょうか」

「お願い」

　手のひらで奥おくのテーブルを指し、問う彼に、レティシアはうなずいた。

「失礼します」

　銀髪の従業員姿の男は、ワゴンを押おして部屋の中へ。

　テーブルの上に食事を配し、伝票を、うやうやしくレティシアの方へとさし出し、

「サインをお願いします」

　彼女のサインをもらい、ドアへと戻もどって一礼。

「では、失礼します」

　言って、彼は内心ほくそえむ。

　料理には、無む味み無む臭しゆうの睡すい眠みん薬やくが仕込んである。食べれば丸一日は目を覚まさないだろう。

　顔を上げてきびすを返し──

「──待って」

　その背にかかったレティシアの声に、男の体がわずかにこわばった。

　しかし、にこやかな表情は変えぬそのままでふり向いて、

「何か？」

　言う男の目の前で、レティシアはポケットに右手を突つっ込み──

　取り出したのは──

　一枚のコイン。

「チップ。忘れるところだったわ」

「恐おそれ入ります」

　彼女からコインを受け取り──

　今度こそ、男の体はまともにこわばった。

　レティシアは、右手でコインを渡わたすと同時に、左手で抜ぬいた銃じゆうを、銀ぎん髪ぱつのみぞおちにつきつけていた。

「……お……お客様……？」

「あなた、知ってる？」

　冷ややかなまなざしを男に向けて、レティシアは静かな口調で言った。

「このパラス・ホテルって、クロフト社の系列チェーンなのよ。

　従業員の制服は、靴も込みで、デザインが統一されているのよ」

「………………」

　銀髪は内心歯がみする。まさか靴くつまでデザインが統一されているとは思わなかった。

　だが、ここで焦あせっては負けである。

「いえ、お恥はずかしい話ですが、ロッカーから靴と制服が盗ぬすまれてしまいまして。制服は予備があったのですが、靴は仕方なく自分のものを」

「へえ」

　だがしかし。レティシアの声に浮うかんだのは勝利の色。

「ならもう一つ教えてあげる。

　普ふ通つうのホテルマンは、いきなり客に銃をつきつけられたりしたら、もっとうろたえるものよ。

　その手の場数を踏ふんだホテルマン、というのはあまり聞いたことがないわね」

「……なるほど……」

　銀髪が浮かべたのは小さな苦笑。

「しかし……靴のデザインが統一されてることまで知ってるなんて……前に働いてたことでもあるのかい？」

　なんでもない男の言葉に、しかし今度は、レティシアの顔がこわばった。

「──時間かせぎ!?」

「ちっ！」

　男の舌打ち。

「メニィ！　行くわよ！　サイモンが連れて行かれたわ！」

「ほいっ！」

「急げ！」

　誰だれかに向かって声を上げ、ドアの前に立ちふさがる銀ぎん髪ぱつ。

　むろん時間をかせぐためである。

　レティシアが呼気とともに拳こぶしをくり出す。

　それを銀髪の手が受け流し、逆に彼女の腕うでを取りに行く。

　彼女はそれからするりと腕を抜ぬき──

「──レティっ！」

　響ひびいたのはメニィの声。それを合図にレティシアは大きく横に跳とぶ。

　瞬しゆん間かん、銀髪の目に入ってきたのは、派は手でな跳び蹴げりをしかけるメニィ！

　だぐっ！

　一いち撃げきを食らった銀髪は、廊ろう下かの反対がわの壁かべに叩たたきつけられていた。

　──かはっ！

　息を吐はき出し、うずくまり、銀髪は驚きよう愕がくしていた。

　捌さばけると思ったのだ。今の跳び蹴りは。

　そもそもあんな大技は、不意をつかれるか、受ける方がシロウトでもない限り、そうそう食らうものではない。

　だが、メニィがレティシアの名を呼んだことで、何かをしかけるつもりだ、ということは読めていた。

　つまり、銀髪にとっては、不意打ちにはならなかったのだ。

　しかし。跳び来るスピードが違ちがっていた。

　予想をはるかに超こえたメニィの飛ひ翔しよう速度は、銀髪に、反応する時間を与あたえなかった。

　銀髪を入り口から排はい除じよすると、レティシアとメニィは廊下に飛び出し、左右を見み渡わたす。

　一いつ瞬しゆん、廊下のはるか左奥おくに影かげが見えた。タオルやシーツを積んだワゴンを押おしてゆく、男二人の姿。

　ワゴンに山と盛られたシーツには、その下に、人一人を隠かくすに十分なスペースがあった。

　迷わずそちらに駆かけるレティシア。

　廊下を突つっ切り、曲がった先は、エレベーターホール。

　──チン。

　響ひびくはエレベーターの到とう着ちやく音おん

　ワゴンを運んでいるのは、間ま違ちがいない。ファイデルで、サイモンを連れ去ろうとした男二人。

「ちっ！」

　黒くろ髪かみがレティシアに向かって突つっ込んでくる。

　その間にブラウンの髪は、ワゴンを押おして、到着したエレベーターの中に。

　黒髪の、大おお振ぶりの一発を受け流し、レティシアはその脇わきを抜ぬけ、駆かける。

　エレベーターのドアが閉まり──

　がっ！

　閉じきる寸前。

　ドアのすき間に、レティシアは靴くつのつま先をねじ込んだ。

　エレベーターの安全装置が反応してふたたびドアが開き──

「──このっ！」

　その背に、黒髪の声と気配。

　彼女はふり向きもせぬまま上体を倒たおし、右足を後ろに突き出した。

　どがっ！

「ぐぶっ!?」

　確かな手ごたえ。上がった苦鳴。

　彼女はエレベーターに飛び込み──

　後ろでドアが閉まり、上じよう昇しようがはじまる。

　──上昇？

「気がついたか？」

　ブラウンの髪の男が言う。声に動どう揺ようの色はなく、攻こう撃げきしてくるそぶりもなし。

「おれの相棒が、手を抜いていたことに」

「！」

　レティシアは、ワゴンの上に載のったシーツをはぎ取る。

　その下にあるのは、押し込められたサイモンの姿──ではなく。

　単なるシーツとタオルの山だった──







　　　３




「急げ」

　背中の声に押おされるように、サイモンは、非常階段を駆かけ下りる。

　数歩遅おくれて作業服の女。サイモンを呼び出した時には取っていた帽ほう子しを、今はふたたび、目深にかぶっている。

　何階分かを駆け下りて──

　ひゅ。

　瞬しゆん間かん。

　風切る音と気配を感じ、女は半ば反射的に身を低くしていた。

　頭上を風が撫なでてゆく。

　いや。

　どうやらわずかにかすめたらしく、女の帽子が吹ふっ飛んだ。

　拍ひよう子しに、長く伸のばした赤い髪かみがなびく。風に燃え上がる炎ほのおのように。

　露あらわになった切れ長の目を後ろに向ける。

　今、蹴けりを放った相手に。

　階段の何段か上。

　仁に王おう立だちに佇たたずんで、こちらを見下ろす人ひと影かげに。

　女の後ろで、サイモンが呼んだ。

「──メニィちゃん！」

　こんな時でさえ、どこかのんきに見えてしまう少女の名を。




「なるほど」

　つぶやいたレティシアの声には、いささかの動どう揺ようの色さえ含ふくまれてはいなかった。

　茶ブラウ髪ンヘアの男から、余よ裕ゆうの気配が消える。

「気づいた？」

　その男に、レティシアは問いかけた。

「こっちへ向かって来たのが、あたし一人だけだった、ということに」

「……なるほど。手は読まれていたか」

　硬かたい声で男がつぶやく。

「ならばせめて……」

　男の闘とう気きがふくれ上がる。

　借りは、ここで少しでもレティシアに返しておく、というつもりか。

　だが彼女には、それにつきあう義理はない。

　ばざぁっ！

　ワゴンの上からはねのけた毛布を、男に向かってひろげて放つ。

「──ちぃっ！」

　男がそれをかきわけた時には。

　レティシアはワゴンを足場に、天てん井じようの、メンテナンス口から外に出て、エレベーターの上へとよじのぼっていた。

　男は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。が、それ以上追うのは無意味だと悟さとってか、次の階でエレベーターを止め、降りてゆく。

「──悪くない判断ね──」

　ふたたびエレベーターの中に戻もどり。レティシアはつぶやいた。

　だが、ここであっさり退ひくということは、次の襲しゆう撃げきがあることの裏返し。

　開いた扉とびらの向こうには、すでに男の姿は見えなくなっていた。




　赤毛の女に見えたのは、残像。

　風切る音と硬かたい音とは、刹せつ那なの間を置き、やって来た。

　女は、ちらりとそちらに視線を走らせ──

「──噓うそっ……！」

　驚きよう愕がくにその目を見開いた。

　彼女のすぐそば。非常階段の手すり。

　残像が通過した──いや、メニィの蹴けりを受けた鉄の手すりが、もののみごとにひしゃげ、ちぎれ折れている。

　こんなものを食らえばどうなるか。腕うでで受ければ、たぶんその腕がへし折れる。

「サイモン、返して！」

　メニィの呼びかけは、おせじにも、迫はく力りよくあるものだとは言えなかった。むしろおもちゃを取り上げられた子供が、すねかけているような雰ふん囲い気きさえある。

　だがそれは、かえって、赤毛の女の恐きよう怖ふ心しんを撫なで上げた。

　手すりを蹴り壊こわすパワーを持つ子供に、だだをこねられたりしたら、一体どういうことになるか。

　彼女の反応は早かった。

「わかった返す」

　迷うことなく即そく答とうし、その場にサイモンを置き去りに、吹ふっ飛んだ帽ぼう子しだけを回収すると、一人、階段を駆かけ下りてゆく。

「……えと……」

　あまりに思い切りのよすぎる反応に、かえってメニィの方が一いつ瞬しゆんとまどい──

　やはり追いかけた方がいいのだろうか、と思ったその時。

「メニィちゃぁぁぁぁんっ！」

「んわぁ!?」

　叫さけんで抱だきついてきたサイモンに、メニィはバランスを崩くずし、あやうく足を踏ふみ外しかけた。

「た……助けに来てくれたんだな俺おれを！

　ありがとう！　でなけりゃあ一体どうなってたことか！」

　わめくサイモンのその向こう。赤毛の女が階段を駆かけ下り、逃にげてゆく。

「えーっと……」

　メニィは考える。こういう時はどうすればいいか。

　任務、すなわちサイモンの保護は最優先。また、今の女を捕つかまえることは、今後の任務遂すい行こうの上で大きなプラスになる。

　しかし今、サイモンに抱きつかれている状態では、彼女を追いかけるのは難しい。

　ならどう対応すべきか？

　もしレティシアなら、こういう時、どういった対処をするだろう？

　そう考えると、答えはすぐに出た。

　びすっ！

「はうっ。」

　サイモンの首スジにチョップ一発。昏こん倒とうさせてから、メニィは女の追つい撃げきにかかる。

　しかし──時は遅おそくすぎた。

　どこかのドアからホテルの中へと入ったのか、女の姿はすでに見えなくなっていた──




「何な故ぜ、ドアの外を確かめてから開けなかったの？」

　ホテルに取った、サイモンの部へ屋や。

　ベッドに腰こしかけた彼を、仁に王おう立だちで見下ろして、開口一番、レティシアは言った。

　問われてサイモンは視線をそらし、

「すまねえな。その……

　いろいろ考えごとをしてて、つい……忘れてた」

　などと適当なことを言う。

　レティシアは小さく息をつき、

「まあ、今さら責めたところで意味がないことは確かね。

　ただし。

　ホテルと部屋まで知られた以上、ここでゆっくりはできないわ。

　他のホテルに移ったとしても、たぶんすぐにつき止められる。

　今日は『シューティング・スター』に戻もどってそっちで休む。

　まだ発進はしないわ。だから宇宙船ふな酔よいの対策にはなるはずよ。衛サテラ星イト・港ポートに立ち寄って休む、という条件も満たしているから契けい約やく違い反はんとは言えない。

　それでいいわね」

「……………………」

　サイモンは、何か言いたげに一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしたものの──

「……わかったよ……

　けど次の衛星港みなとじゃあ、ちゃんとしたホテルで、ゆっくりさせてくれるんだろうな」

「あたしもそうしたいところだけど……

　こればかりは、相手の出方次第ね。

　──ともかく、そうと決まれば出発準備よ。

　急いで荷物をまとめて。

　あたしたちも部へ屋やで準備をしてくるから、呼びに来るまでここにいること。いいわね。

　──メニィ、行くわよ」

　名を呼ばれ、ドアの近くで黙だまって佇たたずんでいたメニィは、上うわ目め遣づかいにレティシアを見つめ、

「……あの……レティ……

　ルームサービスのおトーフだけでも食べてからじゃあだめかな……？」

「……あー……

　船に帰ってからなら、二つでも三つでも食べさせてあげるから、今はがまんしなさい」

「わーい♡」

　二人が出てゆく。扉とびらが閉まる。

　……はふ……

　ベッドに腰こしを下ろしたまま、サイモンは、疲つかれたため息をついたのだった。




「何なんだあの女は!?」

　席につくなりそう言った、赤毛の女の声には、驚おどろきの色が濃こくにじんでいた。

　ホテルから少し離はなれた喫きつ茶さ店てん。

　シックな店構え──といえば聞こえはいいが、表通りから外れた場所にある、小さな目立たない店である。

　テーブルにはすでに、三人の男たちが席についていた。

「あなどれんと言っただろう？　ミレッタ。

　たかが女、だがな」

　茶色ブラウンの髪かみの男が言う。たっぷりと揶や揄ゆの響ひびきを込めて。

　女──ミレッタは、不ふ機き嫌げんに、銀ぎん髪ぱつ男の隣となりに腰を下ろした。

「強い、とは聞いていたが、ああいう強さだとはな」

　つぶやいた銀ぎん髪ぱつに、彼女は驚おどろきのまなざしを向けて、

「兄さんも、あいつに？」

「ああ。やられた」

　苦い肯こう定てい。

「──なら、どうする？」

　促うながしたのは茶髪の男だった。

「あの女二人が、お飾かざりやマスコットでないことは、これで全員納得しただろう。

　どうする？」

「──おいおいジェイク。まさかとは思うがお前、降りる、なんて言いだすんじゃあないだろうな」

　にらみつけて言う黒くろ髪かみの言葉に──

「それもありかもしれないな」

　言ったのはミレッタだった。

「追ってきた女……非常階段の手すりを蹴けり壊こわした。

　人間業じゃあない。あんなもの、まともに相手にできるか」

「いきなり弱気になりやがったな。

　手て摺すりを蹴けり壊こわしたって……噓うそだとは言わねえけど、もともとヒビでも入ってたとか、どうせそんなところだろ」

「ならＪ・Ｂ、お前なら、あの女に勝てるとでも言いたいのか？」

「そ……それは……」

　彼女の反はん撃げきに、黒くろ髪かみ──Ｊ・Ｂと呼ばれた男は一いつ瞬しゆん口ごもり、

「何にしても！

　ここまで来て引っ込めるかよ。

　なあそうだろ？　アルト」

　同意を求められ、銀ぎん髪ぱつの男──アルトはしばし黙もつ考こうし──

「──そうだな……」

　だが彼が、次の言葉を口にするより早く。

　小さな電子音が、全員の耳に届いた。

　アルトは携パーソ帯ナル電・フ話オンを取り出し、耳に当てる。オートで通話モードになり──

「俺おれだ。

　………………

　……わかった。

　こっちはしばらく手を控ひかえる。
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　相手を油断させておいて、最後の寄港地、シルドレッドの港の中で仕し掛かける。

　方法は、任せろ。心配するな」

　短い通話を終えて、アルトは一同を見回し、

「あと一度だ」

　言った。

「あと一度だけ仕掛ける。いいな」

　異論を唱える者はない。かわりに──

「方法は？」

　女ミレツタが問う。

「シルドレッドの港で仕掛けるなら、またあの女と戦やることになる。

「策は？」

「もちろん──あるさ」

　言って、アルトは小さな笑みを浮うかべたのだった。




　──よーし。どうやら上手うまくいってるみたいだな──

　港を出た『シューティング・スター』の通路を、与あたえられた自分の部へ屋やへと向かいながら、サイモンは、胸の裡うちでつぶやいた。

　ダリングでの襲しゆう撃げきから四日後。

　次の寄港地、クラップの衛サテラ星イト・港ポートで一いつ泊ぱくし、そこを出た直後のことである。

　レティシアとメニィの二人はいまだ艦橋ブリツジに詰つめているが、サイモンは、ひと足先に居住ブロックの方に引き揚あげたのだ。

　二人をただ眺ながめているのも退たい屈くつだ──というのもあったが、あっさり艦橋ブリツジをあとにしたのには、もう一つの理由があった。

　例の、気のないふりをして二人の気を引く作戦の一いつ環かんである。

　この策は、確実に効果を上げつつあった……と、サイモン本人は信じていた。

　成功の兆しは、すでに表れはじめている。例えばダリングのホテルで、無防備にドアを開けた彼の行動を、レティシアは、さしてとがめようとすらしなかった。

　これが、レティシアがサイモンを意識しはじめた証しよう拠こでなくてなんなのだろうか。

　しかしおそらく彼女は今、自分の胸の裡うちに生まれた感情が何なのかを理解できずに、とまどっているに違ちがいない。

　ここでもう少しじらしてから、頃ころ合あいを見計らって、笑顔の一つも向けてやれば、もう決まりだろう。

　──などと、妄もう想そう電波二百％なことを考えながら、サイモンは廊ろう下かを折れて──

　足を止めた。

「……え……!?」

　半開きの口から漏もれたのは、驚きよう愕がくの声。

　目の前に、人ひと影かげがあった。

「待っていた」

　言って、作業服の女──ミレッタは、口もとに小さな笑みを浮うかべた。




「レティ、ひょっとして、機き嫌げんいい？」

　虚こ空くうをゆく『シューティング・スター』の艦橋ブリツジで。

　メニィにそう問いかけられて、レティシアは、ほんのかすかに眉まゆをひそめた。

　クラップの衛サテラ星イト・港ポートを出たしばらくの後。

　あたりを行き来する宇宙船の密度も低くなり、サイモンも居住ブロックに引っ込んだ。

　レティシアが内心、ひと息ついていたことは事実だったが──そんなに態度に出ていただろうか？

「なんでそう思うの？」

「……んーっとね……」

　問い返されて、メニィは視線を宙にさまよわせ、しばし考え──

「何日か前に比べたら、ずっと元気に見えるから」

「……そういう場合は『機嫌がよくなった』じゃなくて、『だいぶマシになった』って言うのよ」

　レティシアはため息とともにそう言った。

　今回の護衛任務についてから、サイモンのアレっぷりに、彼女がとことん不機嫌だったのは事実である。

　しかしここ数日は、サイモンも、反省したのか、それとも路線を変へん更こうしたのか、ともかくそれほどアホな真ま似ねはしなくなっていた。

　ダリングのホテル以降は襲しゆう撃げきもなく、とりあえずおおむね平和な日々が続いている。

　そんなこんなで、一時はささくれ立ちまくっていたレティシアの感情も、多少マシになっていた。

　もっとも──サイモンのアホっぷりは、いつ再発するかもわからないし、連中があきらめていない以上、襲撃がなくなったわけではない。

　次の寄港地はシルドレッド。そこを発たてばあとは目的地のローデルランドである。

　先はそう長くない。が、油断できるほど短くもない。

　レティシアは小さく息をつくと、シートに深々と身を沈しずめ、

「──まあ、とりあえず、今はひとときの平へい穏おんを──」

「レティ！」

　だがしかし。のんびりとしたレティシアの言葉は、緊きん張ちようを孕はらんだメニィの声に遮さえぎられた。

「二番の脱だつ出しゆつポッドが、強制発進しようとしてる！」

「──な──!?」

　報告に、レティシアは声を上げた。

　この船には、四人乗りの小型脱出ポッドが二機、装備されている。

　やや過か剰じよう装備気味なのだが、これは単に、法的規制をクリアするための装備である。

　ともあれそのうち片方が、発進しようとしている、というのだ。

　誤作動はありえない。ならば誰だれかが動かしていることになる。

　レティシアとメニィはここにいる。ならば単純な引き算をして残るのは──

「モニターを！」

　レティシアが指示するまでもなく、メニィの指はコントロール・パネルの上を滑すべり、ポッドの内部映像を映し出す。

　そこには──

『うそっ!?』

　二人は同時に声を上げていた。

　狭せまっ苦しい脱出ポッドの内部。シートの一つには、身を固くして座るサイモン。

　そしてポッドの操縦シートには、作業服の女が一人、陣じん取どって、着々と発進作業を進めていた。

　女が、ポッドの中にいる。

　その事実は、女がどこか──おそらくクラップの衛サテラ星イト・港ポートで、この船の中に潜もぐり込んでいたことを意味していた。

　しかしそれは、言うほどたやすくできることではない。

　整備員に化けて港内に入り込み、この船に近づく。そこまではまあ、簡単とは言わないが、そう難しくもないだろう。

　だが、船内にまで入り込むのには、この『シューティング・スター』のセキュリティを突とつ破ぱしなくてはならない。

　設計したのは、趣しゆ味みのマッドサイエンティストの装備課主任。それを突破するのは、楽ではない──どころか、たぶん無理だろう。

　補給物資にまぎれて中に忍しのび込んだ可能性はありえない。このクラップでは、何の補給もしていないのだから。

　ならば一体どうやって──

　──そうかっ……！

　あることに気がついて、レティシアは歯がみした。

　しばらく前、ファイデルの近くで宇宙船による襲しゆう撃げきを受けた時、追つい撃げきをふりはらうために、『シューティング・スター』は、船体ブロックの一部を切り離はなしている。

　航行に大きな支障をきたすブロックではないこともあり、補修はいまだなされておらず、そこに通じていた作業用通路などは今、隔かく壁へきで塞ふさがっている。

　つまり今は、あくまで非常用の──ほとんどセキュリティの施ほどこされていない隔壁が、外部にむき出しになっているのだ。

　おそらく女は、そこから入って身を潜ひそめ、サイモンを連れ出そうとしているのだ。

　しかしまさか、このタイミングで仕し掛かけてくるとは──どうやら向こうもこちらのことを読んでいるようである。

　強制発進する脱だつ出しゆつポッドを止められる手はない。

　ならば──

　レティシアは、ちらりっ、とレーダーに視線を走らせた。

　衛サテラ星イト・港ポートを出て、しばらく経たったとはいえ、レーダーの探知範はん囲い内には、まだいくつか、他の船せん影えいが見える。

　このうちのどれか──おそらく二隻せきが女の仲間たちが操る船。女とサイモンを乗せたポッドを回収して、あとは一気に引き離すつもりだろう。

　画面の中、女は着々と発進準備を進め、そして──

　──今っ！

　女の手が、発進のスイッチを押おすその瞬しゆん間かん。

　レティシアは船体を急速反転させた！

　ほぼ同時にポッドが発進する。しかしそれは『シューティング・スター』反転の勢いを加えられ、女の望んでいた──仲間たちの船がいるのとは見当違ちがいの方向へふっ飛んでゆく！

　あとを追うべく、バーニアを吹ふかし進路を変える『シューティング・スター』。

　レーダー上に映った光、そのうち二つが進路を変えて、やはりポッドを追いはじめた。

　おそらくこれが、あちらの船。

　スタート時点で、ポッドに一番近い位置にいるのは、言うまでもなくこの船である。

　しかし、大きな軌き道どう変へん更こうには時間がかかる上、ポッド自体も移動している。

　ようやっと軌道修正が終わり、追つい撃げき態勢に入ったときには、ポッドとは、かなりの距きよ離りを離されていた。

「『シューティング・スター』最大加速！」

　レティシアの操作に応こたえ、機関エンジンが吠ほえる。Ｇが二人の体をシートに押しつける。

　だが、相手より先にポッドに追いつけるかどうか──

「……微び妙みようなところね……」

　たとえ追いつけたとしても、ポッドは当然逃にげようとするだろう。これはどうにも、不利である。

「ポッド撃うっちゃう？　レティ？」

「撃ってどうするのよっ!?」

　さらりとコワいことを言うメニィに、即そく座ざにツッコミを入れるレティシア。

「……レティなら、『サイモンだからかまわない』とか言うと思ってたのに」

「さすがにサイモンでも、ミサイルやビームで撃ったりしたら死んじゃうでしょ」

「……うーん……そうかー……」

　むずかしい顔でつぶやくメニィ。

「……けど待ってよ……それは……ひょっとしたら、ありかもしれないわね」

　言ったレティシアの瞳ひとみには、危険かつ、無責任な色の光が宿っていた。




「撃ってきた!?」

「ええっ!?」

　上がった女のその声に、サイモンの驚きよう愕がくの声が続いた。

「う……撃ってきたって……ど……どういうことだよそりゃ!?」

「『シューティング・スター』から発射されたミサイル一基、後方より急速接近」

　サイモンの問いに答えたつもりなのか、それとも単にクセなのか、女──ミレッタは言った。

「マジかよおい!?」

　叫さけぶサイモンを無視し、ミレッタはレーダーを見つめる。

　距きよ離りと位置からして、仲間の船からの援護えんごは望めない。非武装のこのポッドでは迎げい撃げきも不可能。ならば手段は一つしかない。

　ぎりぎりまで引きつけ、急速進路変へん更こうしてかわす。

　画面の一部に、後ろに迫せまる光点と、自機との距離を示す数値が示されている。それはみるみるうちに減ってゆき──

　ミレッタがポッドを操作した。姿勢制せい御ぎよのバーニアを全開にする。ポッドはできうる限りの回かい避ひ運動をはじめるが、その動きは、歯がみしたくなるほど遅おそく感じられた。




「……噓うそだろ……？」

　ポッドを回収するべく、進路を変更した宇宙船の中で。

　銀ぎん髪ぱつの男、アルトは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　ポッドは、ミサイルの直ちよく撃げきを受け、爆ばく発はつ・四散した。

　レーダー上の反応は、そうとしか受け取れないものだった。

『──おい！　どういうことだアルト！』

　入った通信は、仲間の乗ったもう一隻せきからのものだった。

『話が違ちがうじゃねえか！』

「……わ……わからん……」

『わからん、じゃあ済まねーだろーが！　あれには……』

　言いかけた声が途と絶だえた。その理由は、アルトにもすぐわかった。

　レーダー上に、ふたたび、ポッドの反応が現れたのだ。




　がんっ！

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　響ひびいた音にサイモンは、情けない悲鳴を上げた。

「ああああ当たったもうおしまいだなぜだレティちゃんメニィちゃん俺おれの一体何が気に入らないと!?」

「騒さわぐな」

　つき放したミレッタの口調に、彼はようやく沈ちん黙もくした。

　──死んだ──かと思ったが、見た目、ポッドには何の変わりもない。

　だが安心したのは一いつ瞬しゆんだけ。叫さけぶのをやめたサイモンの耳は、ゴト、ゴトという妙みような音を捕とらえていた。

「……な……何だあの音は……？　何が起こったんだよおい!?」

　問いにミレッタは答えない。
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　さきほどのミサイルはどうやら、攻こう撃げきのためのものではなく、レーダチー妨害ヤ物質フ散さん布ぷ用のものだったようである。ポッドのレーダーが全く利きかなくなっている。

　しかしそれより問題なのは、ポッドの質量バランスが狂くるい、コントロールも利かなくなっていることだった。そして気になる、この異音。

　ひょっとして、チャフを散布したミサイルの破片が、ポッドのどこかに衝しよう突とつでもしたのだろうか。

　計器類をチェックしても、故障の信号は出ていないが、あてにはできない。

　機体の外の様子を確かめたいところだが、狭せまい窓とおざなりなレーダーしかついていない救命ポッドでは、それもできない。

　やがてチャフの散布されたエリアを抜ぬけたらしく、レーダーが回復するが、ポッドのコントロールは利かないままだった。

　レーダーの上では、仲間の船二隻せきを表わす光点と──『シューティング・スター』を示す一つの点とが、こちらに近づきつつあった。




「まずいぞ」

　黒くろ髪かみの男、Ｊ・Ｂは、レーダーの状じよう況きよう変化を読み取りながらつぶやいた。

「ポッドがコントロールを失ってる」

『さっきのミサイル……チャフ散布のせいで混乱してるのさ』

　通信機の向こうからは、もう一方の船に乗ったアルトの声。

「体勢が立て直せていない。計算では、このままなら、向こうの船の方が先にポッドに接せつ触しよくしちまうぞ！」

『手はある。そちらの牽トラク引タービームを使え。これで逆転するはずだ』

「了りよう解かいした」

　茶ちや髪ぱつのジェイクはそう言うと、即そく座ざにトラクタービームの照射準備にとりかかった。

　前に一度壊こわされたが、修理はすでに終わっている。

　彼か方なたのポッドに照準をつけ、照射装置にエネルギーを送り込む。

「トラクタービーム有効距きよ離り突とつ入にゆうまで、あと……」

　彼の言葉を遮さえぎるかのように。

　ザッ！

　レーダーが、各種計器がノイズで埋うまる。

「クソがっガツデム！」

　Ｊ・Ｂが吐はき捨すてた。

「Ｅ妨・Ｃ・害Ｍ波だ！

　……けど、何考えてやがる!?」

　たしかにこれで、さらに近づくまでは、トラクタービームも使えなくなる。しかし──




　──これでは向こうもこちらの位置が捕ほ捉そくできなくなるはずだ──

　いまだコントロールの戻もどらぬポッドの中、ミレッタは、胸の裡うちでつぶやいた。

『シューティング・スター』の乗組員たちは、ミレッタたちの船がトラクタービームを装備していることを知っている。

　それを封ふうじるためにＥ・Ｃ・Ｍをばら撒まいているのだろうが、それでは『シューティング・スター』からも、このポッドの正確な位置は摑つかめなくなるはずだった。

「──？」

　一いつ瞬しゆん、レーダーがもとに戻る。しかしほとんど間を置かず、再びノイズの海と化す。

　──時々こちらの位置を確認して、回収しようというつもりか──

　だが、そうはさせない。

　後ろで何かぶつぶつと言っているサイモンのことはすっかり無視して、ミレッタはタイミングを計った。

　こちらの大まかな位置がわかったとしても、さして大きくもないこのポッドを回収するのは、決して簡単なことではないはずだった。

　ポッドのコントロールは依い然ぜん戻もどっていなかったが、向こうが回収しようとするタイミングに合わせて、機体をでたらめに動かし、妨ぼう害がいすることは可能だろう。

　やりすごせれば、『シューティング・スター』がふたたび転進する間に、仲間の二隻せきが追いついて来る。

　一いつ瞬しゆんレーダーが戻もどり、ノイズに埋うまる。幾いく度どかそれがくり返され、やがて『シューティング・スター』を示す光点はポッドとほとんど重なって──

　瞬間、ミレッタは、バーニアを滅め茶ちや苦く茶ちやに操作した。

「うわわわわわわわわわわわわわッ!?」

　上下前後左右、跳はねる機体のその中に、サイモンの悲鳴が響ひびき──

　ぐんっ！

　ポッドが一方向に加速した。

　──なにっ!?

　それの意味することを悟さとり──

　ミレッタは、自分たちの敗北を知った。

　ポッドは今、『シューティング・スター』に捕獲キヤツチされたのだ。




「──完敗だ。教えてくれ」

　収容された『シューティング・スター』のハッチ内で。

　おとなしくポッドから降りたミレッタは、出で迎むかえたレティシアに、開口一番、そう尋たずねた。

「あの状じよう況きよう下かで、どうやってポッドをキャッチした？　まさかカンと経験とは言わないだろうな？」

「逆よ」

　対し、佇たたずむレティシアは、丸まる腰ごしのようにしか見えないが、ミレッタはとりあえず両手を上げている。

「逆？」

「ええ。こっちがポッドを捕つかまえたんじゃあない。

　そっちがこっちを捕まえたのよ」

　目で指したレティシアの視線を追い、ミレッタは、ポッドの方をふり向いて──

「……あ……」

　思わず小さな呻うめきを漏もらす。

　白く塗ぬられた救命ポッドの外側には、アクアマリンブルーの巨きよ体たいがへばりついていた。

　メニィの操るパワード・スーツ。

『シューティング・スター』がポッドを回収したわけではない。はりついたパワード・スーツが、すぐそばを通った『シューティング・スター』に、ワイヤーアンカーを撃うち込んで回収されたのである。

「……もう離はなれていいわよ」

　レティシアの声に、パワード・スーツはようやくポッドから離はなれた。

「いつはりついた？

　……まさか……!?」

　ミレッタの脳裏に、ある考えが浮うかぶ。

　ポッドに響ひびいた異音。質量バランス異常とコントロールロストは、その時からはじまった。

　レティシアは表情一つ変えぬまま、ミレッタの想像を裏付ける答えを吐はいた。

「チャフをばら撒まいた時よ。

　ミサイルに摑つかまらせて射出したの」

「……………………」

　正気とは思えないその答えに、ミレッタは絶句した。

　最初のミサイル──あれは、ポッドの計器を混乱させるためのものではなく、パワード・スーツを送り届けるためのブースターがわりだったというのだ。

　だが──あまりにもそれはムチャである。パワード・スーツに乗っている者の危険が大きすぎる。

「……正気……か？」

　ようやく声を絞しぼり出した彼女に、レティシアは、彼女ではなく、パワード・スーツ姿のメニィに向かって、

「メニィ、ひょっとしてハードだった？」

『ううん。けっこう楽しかった』

　外部スピーカーから聞こえた声は、本当に楽しそうだった。

「──だ、そうよ」

　……ふ……

　ミレッタの口から漏もれたのは笑い。というかこれはもう笑うしかない。

「……あんたら……馬ば鹿かだろ。ひょっとして」

「そうね。あなたたちと同じくらいには。

　ともかく、サイモンは返してもらうわよ。あなたはポッドに乗りなさい。

　ポッドの代金は、あとでそっちに請せい求きゆうするから」

「……わかった」

　肩かたをすくめてサイモンを下ろし、ミレッタはポッドの中へと戻もどる。

　ハッチが閉まり、やがて──

　振しん動どう。

　救命ポッドは、『シューティング・スター』から宇宙へと流れ出た。

　ひと息ついてから、仲間たちの船と通信回線を開く。

[image: ]

「こちらミレッタ。

　やられた。

　ポッドの請求書はあとで回す、と言われた」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして。

　通信機の向こうから聞こえたのは、爆ばく笑しよう。

『こちらアルト』

　やがて聞こえる兄の声。

『そこまでバレてちゃあ仕方ない。

　ゲーム・エンド。こっちの負けだ』




　どこでも同じことなのだろうが、惑わく星せいローデルランドの宇宙港は、やはり人々のざわめきで満ちていた。

　軌き道どう上の衛サテラ星イト・港ポートはない。惑星上にある宇宙港である。

　近くに海があるせいか、衛サテラ星イト・港ポートは決して嗅かぐことのできない潮の香かおりが、かすかに空気に混じっている。

　その宇宙港の一角で。

「これで無事、契けい約やくは終しゆう了りようよ」

　言ってさし出したレティシアの右手を、サイモンは強く握にぎり返した。

「……ありがとうよ。レティちゃん。メニィちゃん。

　これでお別れだと思うと寂さびしいぜ。

　けど、俺おれをわけのわからない連中から守ってくれたお礼は、いつかしなくちゃあな。

　プライベートな連れん絡らく先とか、教えてくれないかな」

　──その時こそ、必ずオトしてみせる──

　心の中でそっとつけ加えるサイモン。

　しかしレティシアは珍めずらしく、露ろ骨こつに眉まゆをひそめて、

「……サイモン……あなた、まさかとは思うけど、まだ気づいてないの？」

「何が？」

　笑顔で問い返す彼に、レティシアは小さくため息ついてから、

「アルト＝ランガス

　ミレッタ＝ランガス

　ジェイク＝リトルフット

　Ｊ・Ｂ＝グリーンフィールド」

「……[image: え゛]……？」

　レティシアの挙げた名前に、サイモンの笑みが凍こおりついた。

「でしょ？　あの四人の名前。

　あなたが惑星ランドバームにいた頃ころの仲間で、職業はトラブルシューター」

「……な……何の話をしてるんだよレティちゃん……」

「今さらとぼけてどうするのよ。

　あなたたちの計画した、『財力にものを言わせて、無料トラブルシュートをやってる連中へのいやがらせ』の話よ」

　さらりと言った彼女の言葉に、今度こそ、サイモンは絶句した。

「おかしいと思ったのは、最初の襲しゆう撃げきのあと。

　すぐにホテルを出て、寄り道せずにまっすぐ行こう、と提案したのに、あなたが反対した時よ。

　あなたは命を賭かけて意地を張るようなタイプじゃあなさそうだし、ひどい宇宙船ふな酔よいにかかっているようにも見えなかった。

　なら、なぜ予定通りの行動にこだわるのか。

　あたしたちには言っていない、そうしなくちゃあ都合の悪い何かを隠かくしているから。

　そう考えれば、『あなたを襲おそって誘ゆう拐かいしようとした』はずの男を、メニィが追おうとした時、あなたがこの子にしがみついていたことも不自然に思えたわ」

　傍かたわらで佇たたずむメニィをちらりと目で指し、彼女は続ける。

「あれはおびえていたのではなく、メニィの妨ぼう害がいをしようとしていたのなら？」

　……どっちにしても、スケベ心、というのはあったと思うけど……

　声には出さず、彼女は胸の裡うちでつけ足す。

「あなたがあっさり連れ出された、ということと考え合わせて──

　むしろ、あなたと連中はグルなんじゃないか、という可能性を思いついたのよ。

　そこであたしは、部へ屋やを変えることと、事前にあたしが部屋をチェックすることを提案した。

　どういうことか、わかる？」

「──あ！」

　サイモンは、愕がく然ぜんと声を漏もらす。

「そういうこと。

　あれは、あなたの部屋に盗とう聴ちよう器きをしかけるための時間が欲しかったのよ。

　つまりあれ以降──

　あなたとお友達との会話はみーんなこっちに筒つつ抜ぬけ」

「……つ……筒抜けったって……」

「たいしたことは話していない？

　そうね。

　あなたの方からの予定報告。向こうからの、簡単な指令。

　けどね、それで大体の構図は見えたし、こっちにはそれで十分だったのよ。

　あとはあなたの交友関係を当たっただけ。

　オトモダチの職業がわかれば、動機の想像は簡単よ」

　はふ、と、レティシアは小さく息を吐はき、

「──いつかは出てくるだろう、とは思っていたのよ。こういういやがらせを仕し掛かけてくる同業者が。

　……そりゃあ面おも白しろいはずはないわよね。

　このトラブルシューターって仕事、宇宙船の維い持じ費、人件費を考えると、決して依い頼らい料を安くはできない。とはいえ高すぎれば、当然依頼なんて来ない。

　そうなると自然、けっこうぎりぎりの価格設定にならざるを得ない。

　みんなぎりぎりでやっている中に、無料キャンペーンなんてふざけたことをはじめた会社がある。

　つまり、うち。シェリフスターズ。

　直接仕事を横取りされる、ということはまずないにしても、ことあるごとに依頼主からこう言われる。

『なんで料金がこんなにかかるんだ？　あそこの会社ならタダだぞ』って。

　しかも、荒あらっぽい依頼が多いこの業界で、片方のチームは女二人。

　これはもう、同業者にケンカを売っているとしか思えない。

　──で。

　あなたのオトモダチ、トラブルシューターをやってた四人は、『その気に入らない同業者』に、ひと泡あわ吹ふかせてやろうとたくらんで、あなたに話を持ちかけた。

　計画は簡単。

　あなたがあたしたちに、帰省途と中ちゆうの護衛を依頼して、誘ゆう拐かい犯を装ったお仲間に誘拐されるのよ。

　かくて、護衛任務に失敗したシェリフスターカンパニーは、世間からこう言われるようになる。『いくら料金がタダでもヘボじゃあ仕方ない』って。

　護衛されるはずのあなたがぐるなんだから、計画は安全かつ楽勝のはず。

　誘さそわれて、あなたは話に乗った。

　そんなところなんでしょう？」

　サイモンにはもはや、言葉もない。レティシアと手を握にぎり合ったポーズのままで硬こう直ちよくしている。

「もっともあの四人も、途中からは、からくりがバレていることに気づいたみたいね。

　ダリングであなたが連れん絡らくを入れた時、あの人たちは『シルドレッドで襲しゆう撃げきをする』と言っておきながら、一つ手前のクラップで最後の勝負を仕掛けてきた。

　これはちょっと焦あせったけど」

　──もっとも、うちの会社の方は、最初から全部読んでたみたいだけど──

　レティシアは胸の裡うちで続けた。

　彼女がサイモンの交友関係の調査を頼たのんだところ、会社はすぐにあの四人のプロフィールを、顔写真つきで送ってきたのだ。

　おそらく会社は、この依い頼らいの本当の目的に、薄うす々うす感づいていながら、事前調査も済ませた上で引き受けたのだろう。

　これで仕事に成功すれば、単に大だい企き業ぎよう資本をバックにしただけの会社ではないと、同業者の間に知らしめることができる。そう計算して。

　そのことを、事前にレティシアたちに伝えていなかったのは、彼女たちへの実力テストも兼かねていた、ということなのだろう。

「……あの……」

　サイモンは、視線を、そばで佇たたずむメニィの方に向けて、

「……ひょっとして……メニィちゃんも知ってたの？」

「知ってた～」

　無意味に元気に答える彼女に、サイモンは肩かたを落として──

　ようやく彼は気がついた。

[image: ]

　襲しゆう撃げきの時。

　彼女たちが、一番手っ取り早いはずの、相手への銃じゆう撃げき、または砲ほう撃げきという手段を取らなかったことに。

　結局、自分だけだったのだ。最後まで気づいていなかったのは。

「……ふ……負けたよ……

　まさか、ほとんど最初っからお見通しだったとはな……完敗だ。認めるよ。

　縁えんがあったら、まあ会おうぜ」

　サイモンはあらためて、レティシアの手を強く握にぎりしめた。

　次にメニィにも手をさしのべようとして──

　………………

　サイモンの顔に、一いつ瞬しゆん、とまどいの色が浮うかんだ。

　手を放してくれないのだ。レティシアが。

　……別れってのは、辛つらいもんだよな……

　アホなことを考えるサイモンに、レティシアは笑みを向け、

「これで護衛任務は完かん了りようしたわけだけど。

　いいように振ふり回してくれたお礼はまだだったわね」

「……え？」

　意味がわからず、間の抜ぬけた声で問い返すサイモン。

　結局──

　彼は気づかなかった。

　レティシアのその目がちっとも笑っていないことにも。

　依い頼らい任務が終しゆう了りようした以上、彼女に、サイモンの身の安全を保障する義理などないことにも。

　そして。

　レティシアが手にはめたスタン・グローブが今、最大出力に設定されていることにも。




　かくて。

　任務を終えたレティシアとメニィは、ローデルランドをあとにしたのだった。

　……コゲたサイモンを、宇宙港のロビーに残して。





作コー戦ドネ名ーム『要Ｖ・人Ｉ・護Ｐエ衛スモコドーキト』：終了
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　あとがき







　全国豆とう腐ふ愛好者のみなさん、こんにちは。神坂一です。

　ということでシェリフスターズＳＳの第二巻をここにお送りします。

　豆腐といえば、最近近所のスーパーで見つけたこんな商品──すなわち、豆乳とにがりのセット！

　買った客が二つを混ぜて、豆腐をつくることができ、つくりたての豆腐を食べられる、というわけです！

　迷わずゲット！　即そく実験！

　……………………………………なんか、ふつうのおとうふでした　まる

　……考えてみれば、豆腐自体はできたてでも、素材となる豆乳はしぼりたて、ってわけじゃあないし……

　あ。そういえば前巻のあとがきで、宇宙船内での豆腐調達方法として、豆腐を冷れい凍とう、というネタを書きましたが、あくまでそれは、水にもどせば金魚も復活するような極低温で一気に凍こおらせる、という話です。内部に氷の粒つぶができにくければ、食感を損そこなわず冷凍できるのではないだろうかと。

　ご家庭用冷蔵庫の冷凍室で実験すると、単に高こう野や豆腐か凍り豆腐ができあがるのでご注意を。

　しかぁし！

　もはや宇宙における豆腐の保存で頭を悩なやませる必要などはなかったのです！

　そう！　豆乳とにがりに分けて冷凍保存しておけば問題なし！

　食べたいときに二種を混ぜ、凝ぎよう固こ反応を促そく進しんさせれば、すぐに豆腐のできあがり！

　これでもう、宇宙船の中で、大豆をひと晩水にひたしたりする手間ともお別れです！

　なおかつ成形も自由自在！　きしめん状につくってダシで食べるもよし！　固めの豆腐自体を器として作り、中に煮にこごりと、軽く煮た季節野菜などを盛りつけ涼りよう感かんを誘さそうもよし！

　ともあれこれで、宇宙で豆腐も十分オッケー！　夏場は冷や奴やつこで爽さわやかに！　宇宙に夏はないけれど！




　……って……本編の内容そっちのけで豆腐話に花を咲さかせる、というのもアレなので……

　このシェリフスターズＳＳは、ダブルキャストスペオペの片方のシリーズで、エピソードの起きた順番としては、この二話の直後に、もう片方のＭＳシリーズ二巻目、となっています。

　こちらのシリーズ第一話が、スペオペのはずにもかかわらず、ちっとも宇宙に出ていないことは、一巻のあとがきで触ふれたとおりなのですが、ご一読いただければおわかりのように、この巻に収録されている『ジ・アンノゥン』でもやっぱり宇宙に出ていません。

　…………………………

　……ま、いいや。（あ。ひらきなおった）

　だぁぁぁぁぁってぇぇぇぇぇぇぇぇ。正体不明の生物モノって、前からやってみたかったんだもぉぉぉぉぉん。

　昔観みた『ジョーズ』の映画。いまだ息づくネッシーの噂うわさ。囁ささやかる数々の未確認動物の話。深い水底に。森の奥おくに。一体何が潜ひそんでいるのか。

　そういえば作者の妹も、小学校の頃ころは、水遊びで浅い川に入ることさえ異常に恐おそれており、理由を聞くと『サメがいるから』。

　……いねぇ。いくらなんでもそれはいねぇぞ妹よ。

　とか書いてるうちに、ふと思い出したのですが──

　作者は兵庫の田舎いなか出でで、住んでた家は木造で。

　子供の頃、遊んでいて、押おし入いれのフトンとフトンの間に手を突つっ込んで──

　その瞬しゆん間かん。

　手が、何かに触ふれました。

　壁かべでもふとんでもない何か。まるで獣けものの毛皮のような。

　おどろいて手を引っ込めて──次に、おそるおそる手を入れた時には、それはもういませんでした。

　今にして考えてみれば、ネズミかイタチが壁の穴からふとんのすき間にもぐり込んでいたのではないかと思うのですが、（それはそれでイヤだが）想像もしていなかった場所で、得体の知れない何かに触れてしまったあの感覚は、なかなか強きよう烈れつなものがありました。

　見えないところに潜む、何か。

　想像力が生み出す、影かげ。

　それは、恐きよう怖ふの一つの形なのではないかと。

　ほら。モンスターパニックものの映画なんかでも、モンスターの姿がはっきり出てくるまでの方が、出てきたあとより怖こわかったりしますし。

　などといろいろ思ったり、なおかつ面めん妖ような生物やらＵＭＡやらが大好きな作者としては、このネタをやらずに何をやる!?

　──というわけで、シュミに走ってやってみました。

　で、もう一本は、『いかがなものやら……』という男の話。

　彼の発言、言動に関しては、知人のよもやま話を参考に脚きやく色しよくしています。まねしていろいろとえらい事になっても、作者は一いつ切さい責任は持ちませんのであしからず。

　……と。そうそう。あやうく大事なおしらせを忘れるところでしたが──

　実はこのシェリフスターズＳＳのシリーズが、このたびコミック化、およびラジオ・ＣＤドラマ化されることになりましたっ！

　コミックは光みつ吉よしさん。ドラマのシナリオはとまとあきさん。

　このあとがきを書いている時点では、まだ決定していない部分もありますので、くわしくは雑誌、『ザ・スニーカー』をごらんいただければ、と思います。

　何やらいろいろと展開しはじめたシェリフスターズ。

　これからもごひいきいただければ幸です。

　ではでは～


神坂　一　　
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